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序

十和田湖の南玄関口である鹿角市に，東北縦貫自道車道の建設計画

が立てられ，現在工事進行中であります。

この道路通過地(八幡平・十和田錦木間)に埋蔵文化財包蔵地が33

ヶ所あることが判明し，秋田県教育委員会は日本道路公団の委託を受

け，昭和54年度から発掘調査を実施しております。昭和55年度は19遺

跡の発掘調査を無事終了しラ今回上葛岡野遺跡，駒林遺跡ラ案内II遺

跡，猿ヶ平 I遺跡の発掘調査成果を報告書として刊行することになり

ました。

本報告書は，今まで不明分野の多かった鹿角地方の穣史解明に役立

つものと考えられ，広く永く活用されることを望むものであります。

最後に発掘調査から報告書刊行までに顧問，専門指導員， 日本道路

公団，鹿角市ヲ同教育委員会はじめ関係各位から多大の協力を拝まし

たことについて，心から感謝の意を表するものであります。

昭和57年 3月

秋田県教育委員会

教育長 自
E日 山 芳郎



官リ

1 .本書は東北縦貫自動車道路線内に位置する昭和55年度発掘調査19遺跡のうち，上葛岡N遺

跡(遺跡番号No.13)，駒林遺跡(遺跡番号No.14)，案内II遺跡(遺跡番号No.19)，猿ヶ平 I遺跡

(遺跡番号No.20)の発掘調査報告書である。

2.遺跡については機会を見て発表してきたが，本報告書を正式のものとする。

3.発掘調査遺跡の記載は，岩手県境から付した よる。

4.報告遺跡の発掘調査においては，次の各氏からご助言， ご教示をいただいた。

秋田大学教授 新 野 阻

秋田県鹿角市立十和田中学校長 p方ムご『・ キす 自日

秋田県立秋田高等学校教諭 塩 谷 )暇 耳

秋田県立十和田高等学校教諭 大 呈 勝 蔵

秋田県鹿角市大日堂禰宜 安 {音 良 行

5.本書 IIの1 r地形と地質J 1;:1，秋田県立能代北高等学校教諭藤本幸雄氏の執筆である。

6.古陶磁器類の鑑定は，金沢大学法文学部助教授佐々木達夫氏にお願いした。

7.土器の産地同定は，奈良教育大学教授三辻利一氏にお願いした。

8.石器の石賀鑑定は，秋田県立博物館学芸主事!嵯峨二郎氏にお願いした0

9. 14C年代測定はヲ 日本アイソトーフ。協会にお願いした。

10.花粉分析は，パリノ・サーヴェイ株式会社にお願いした。

11.遺構内外の土壌の燐分析は，秋田県農業試験場環境部にお願いした。

12.報告書に使用した地図は，建設省国土地理院発行5万分の 1， 2万 5千分の 1， 日本道路

公団作成の1，000分の lの地形図である。

13.遺跡の土層，遺物の色調記載は，農林省農林水産技術会議事務局監修，財団法人日本色彩

研究所，色票監修『新瓶ラ標準土色帖』を使用した。

14.遺物の実測にはー画像工学研究所のスケッチグラフ を活用した。

15.遺物の細部観察には，ニコン実体顕徴鏡SM 2 -10を{吏用した。

16.本書は下記の調査員，補佐員が協議して作成した。

1， IIの2 岩見誠夫

駒林遺跡，上葛岡W遺跡，案内II遺跡

小林克， 関直， 田中和徳， 石木田正幸， 花田孝夫



阿部義行

遺物の実測・採拓・トレース・整理には， の他次の者があたった。

j芙お コ上 小田島礼子 苗代沢 /ヴ

小田島 キクエ 二上スガ子 浅石悦子 問中

加藤正子 原 、ソヨ オ回環 小松

猿ヶ平 I遺跡

岩見誠夫 栗沢光男 藤井 松岡 忠{二二 児玉悦朗

義博

遺物の実~~!lJ .採拓・トレース・整理には， ー補佐買の地次の者があたった。

尚子 安保 池田邦子 畠UJ 奈良

17.住居跡計測方法は以下の通りである n

く壁長〉 <壁高> <壁溝橋 e深さ> くピット深さ>

I Jf 1J  l_"J 
o壁長は各壁の外接線の交点から交点までを計測した。

o壁高は周溝のある場合は周溝底から，ない場合は床面からの高さを計測した。

o傾斜角は断面形における床面と壁面の外接線の交叉の内角を計測した。

。周溝幅は床面レベルでの帽を計測した。

。周溝深は床面レベルからの深さを計測した。

。ピヴトは床面における関口部設と深さを計測した。

，市じρ

。面積は遺構上端の占地面積である。計測にはプラニメーターを用い， 3回計測して平均

イ直を算出した。

o 計~JlIJ値単位はcm を用い，面積はm2 を用いた。推定のものにはく 〉を付した。

18.土器の計測はcmの単位で行い，推定のものには( )を付した。
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I は じ め

1 .発掘調査に至るまで

秋田県の北東部，鹿角市と鹿角郡小坂町を通過する東北縦員ー自動車道の建設計画の魁は，昭

和40年11月公表の鹿角市・青森市間，同42年11月公表の盛岡市・鹿角市開の基本計画である。

次いで昭和43年4月の鹿角市・青森市間約81kmの第 2次施行命令と向46年 6月の岩手県二戸郡

安代町 a 鹿角市間約37kmの第 5次施行命令によって，その通過予定区域が知られ，これを受け

て向47年11月27日に，鹿角市十和田錦木 e小坂町間の路総発表があって，ょうやくその具体的

な姿を県民に表わしたのである。

このため，秋田県教育委員会では，文化庁と日本道路公団が交わした 基づき，昭和44

年 8月，鹿角市十和田地区から鹿角郡小坂町の青森県境まで， I幅 4km，延長25kmにわたって遺

跡の分布調査を行い， 67遺跡を碓認し，その成果を公表した。昭和48年 8月には，鹿角市八i播

平，尾去沢ラ花輪地区でヲ I幅4km，延長20kmの遺跡分布調査と試掘を実施して， 46ヶ所の遺跡
(詑 2) 

を確認した。

昭和51年 2月12日になると，昭和48年 8月実施の鹿角市内遺跡分布調査結果をふまえて， 日

本道路公団から鹿角市八幡平から同市十和田錦木に致る延長約21.1kmの路様の発表があり， ?~IJ 

量が実施されるに及んだ。

秋田県教育委員会では， 日本道路公団仙台建設局鹿角工事事務所の依頼により，昭和52年10
(註 3) 

月にこの路線上の遺跡分布調査を行い31遺跡の存在を確認した。昭和55年に新たに 2遺跡が発

見追加され，現在総計33遺跡となっている。

その後，遺跡の処遇や調査方針について日本道路公団仙台建設局と秋田県教育委員会の聞に

協議が持たれ，最終的に遺跡は記録保存が決定した。昭和54年 2月に遺跡、の発掘調査依頼があ

り，秋田県教育委員会では昭和54年度八幡平地区7遺跡の発掘調査を行った。昭和55年度は追

加委託契約をも含めて八幡平，花輪地底19遺跡の発掘調査が4月から実施されたのである。

註 1 秋田県教育委員会『東北縦貫自動車道遺跡分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第20

集 1970年

註 2 秋田県教育委員会『東北縦貫自動車道遺跡分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第24

集 1972年

註 3 秋田県教育委員会『東北縦貫自動車道遺跡分布調査報告書(八幡平~十和田錦木)j秋田県

文化財調査報告書第56集 1978年
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2.発掘調査経過

発掘調査は昭和55年 4月15日から12月13日まで行われた。

4月14日鹿角市花輪中央公民館に発掘調査に参加する作業員に集まってもらい，調査の目的，

発掘の仕方と諸注意，勤務内容，賃金等について説明と連絡を行う。 4月15日歌内遺跡(小玉

Hf_)と，駒山林遺跡(小林班)，小豆沢舘遺跡取付道路部分(接回班)の発掘調査に入る。

跡は工事用車道に予定されている西側部分から発掘を行う。 4月16日北の林I遺跡(岩見珪)， 

4月22日飛鳥平遺跡(橋本班)の発掘調査に入る。

5月1日駒林遺跡工事用道路部分の発掘調査完了。直ちに隣接部分の調査に移行す。遺構は

検出されず，遺物は縄文土器片のみ，小豆沢館遺跡農道上部の拡幅予定地から縄文時代のフラ

スコ状ピット，竪穴住居跡，平安時代の竪穴住居跡，中世の掘立柱建物跡、などを検出，重複多

く調査は難行す。 5月29日工事用重機待機の中で小豆沢館遺跡取付道路部分の発掘調査を終了

す。一方飛鳥平遺跡ヲ北の林I遺跡では表土除去もl順調に進み，数棟の縄文・平安時代顎穴住

居跡の検出報告がされた。

6月1日北の林II遺跡， 2日上葛岡II遺跡の発掘調査に入る。これは桜田班が併行して担当。

6月9日高居平遺跡の粗掘りを橋本班が飛鳥平遺跡と併行して進める。

6月 8日小林班は駒林遺跡に実iWJ班を残し， _c葛岡W遺跡の発掘調査にとりかかる。 6月16

日駒林遺跡の発掘調査終了。検出遺構は平安時代の竪穴住居跡3棟である。歌内遺跡の発掘調

査では，縄文時代のフラスコ状ピット，平安時代の竪穴住居跡の検出が相次ぐ。

7月22日道路公団鹿角工事事務所にて，用地未解決で、あった発掘調査予定地について協議す。

7月30日橋本班中の崎遺跡の刈払いとグリット設定に入る。

7月23日小林班案内II遺跡、の試掘と刈払いに入り， 8月6日猿ヶ平I遺跡の試掘と刈払いに

移行す。 8月8日上葛岡II遺跡の発掘調査終了。検出遺構は縄文前期竪穴住居跡 2棟。 8月18

日道路公団鹿角工事事務所と今後の発掘調査行程について協議。 8月21日鳥居平遺跡発掘調査

終了。本年度追加発掘調査契約6遺跡、について文化課から指示あり。 22日文化課門間光夫参事，

富樫泰時学芸主事来所し，追加契約遺跡の現地踏査を行い，調査員と発掘調査方法について協

議す。同日中の崎遺跡発掘調査開始。 8月23日追加契約遺跡発掘調査につき，道路公団鹿角工

事事務所と用地等の件について協議す。 8月28日巣立博物館庄内昭男主事，鈴木秋良補佐員，

花田孝夫補助員発掘調査応援に来所。 8月29日金沢大学法学部助教授佐々木達夫先生発掘調査

視察。

9月6日庄内昭男主事，鈴木秋良補佐員，花田孝夫補助員帰秋。 9月9日財団法人岩手県埋

蔵文化財センター高橋丈夫，四ツ井謙吉氏発掘調査視察。 9月10日 国学院大学
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助教授小林達雄先生各発掘調査現場を視察し指導くださる。 9月11日県広報課祭政ニュース作

成のため北の林I遺跡地を取材す。 9月12日文化課船木義勝学芸主事，熊谷太郎，柴田陽一郎

文化財主事，佐々木金正補助員発掘調査応援に来所。熊谷調査員すぐ下乳牛遺跡の試掘に入る。

9月16日飛鳥平遺跡調査終了。縄文中期，後期，晩期の竪穴住居跡，土墳，平安時代の竪穴住

居跡の遺構が確認された。向日乳牛，東山地区所在の追加契約遺跡である妻の神II遺跡(船木

斑)と案内 I遺跡(柴田班)，それに上葛岡W遺跡の調査を終了した小林班の案内II遺跡の発招

調査が開始された。粗掘の段階では遺物の発見は僅少で、ある。調査顧問奈良国立文化財研究所

所長坪井清足先生各遺跡の発掘調査状況を視察し指導くださる。 9月24日2ヶ年継続調査の歌

内遺跡、の発掘終了。ここからは縄文時代のフラスコ状ピット，縄文時代竪穴住居跡1棟，平安

時代の491'束に及ぶ竪穴住賠跡と， 12練の中世の掘立柱建物跡の遺構の検出があった。 9月初日

青森県埋蔵文化財調査センタ一所長北山峰一郎氏と調査第三課長工藤泰博氏来所し，北の林II

遺跡、他を視察する。 9月27日歌内遺跡の発掘調査を終了した小玉斑，西町地区の西町立遺跡の発

掘調査に入る。中の1I碕遺跡では排水溝のある平安時代の竪穴住居跡ラ土師器合口護棺が発見さ

れる。

10月4日東山地区の猿ヶ平 I遺跡の発掘調査に岩見班が入る。同日岩手県北上市教育委員会

沼山源喜治氏歌内遺跡他を視察する。西町II遺跡、は時期不明の竪穴住居跡2棟が検出されたの

みで遺物の出土は殆んどない。 10月18日小玉斑は西町II遺跡の調査と併行し，丘陵上の西町I

遺跡の調査を開始する。 10月後半は降雨多く発掘調査難行。北の林I遺跡，同II遺跡とも遺構

の実iftiJに終始する。 10月25日北の林I遺跡で縄文時代竪穴住居跡3棟ヲ平安時代竪穴住居跡22

棟，土墳等の検出実?NIJを終え調査終了する。 10月28日明堂長根遺跡の南方で新たに土師器を出

土する遺跡を発見，一本杉遺跡(遺跡番号No.33) と命名する。

11月8日船木調査員払田柵跡調査事務所へ帰る。案内 I遺跡，向日遺跡，猿ヶ平I遺跡では

縄文後期の竪穴住居跡，フラスコ状ピットの検出がある。各遺跡の発掘調査とも午前中は，降

霜の処理に時間を費やす。 11月11日西町I遺跡発掘調査終了。出土遺物は縄文土器，弥生土器，

遺構は検出きれなかった。 11月12日西町立遺跡及び上葛岡 I遺跡で縄文中期の竪穴住居跡1棟

を検出し調査終了する。 11月25日館跡でもあり，縄文中期，平安時代，中世の竪穴住居跡の検出

された安め神II遺跡の発掘調査終了する。 11月27日道路会問鹿角工事事務所と来年度調査子定

の小坂町地内路線上の遺跡分布調査について協議す。案内II遺跡下方の平場で縄文土器と竪穴

住居跡の一部が検出され，新発見遺跡と認定される。遺跡名は案内III遺跡(遺跡番号Nu.34)とする。

12月2日縄文後期の竪穴住居跡，フラスコ状ピットの検出のあった案内II遺跡、の発掘調査終

了する。 12月3日秋田大学教授新野直吉先生，北の林II遺跡他を視察する。熊谷太郎，柴田陽

一部調査員能代，秋田に帰る。 12月6B猿ヶ平 I遺跡降雪の中で発掘調査終了する。 12月8日
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孫右エ門館遺跡より，平安時代の竪穴住居跡、1棟検出。焼失家屋のもょう。 12月12日小坂町地

内の縦貫道路様踏査を実施するも残雪と枯草多く，遺跡の確認は来春の試掘に待つ。孫右エ門

館の発掘調査終了する。 12月13日北の林II遺跡，中の崎遺跡ヲ下乳牛遺跡、の発掘調査が済み，

発掘作業はすべて終了する。

3.調査の組織と構成

調査主体

調査顧問

専門指導員

言語査損当者

調査様性員

補助員

事務補助員

調査協力

秋田県教育委員会、

坪井清足 奈良国立文化財研究所所長

芹沢長介 東北大学教授

小林達雄 国学院大学助教授

林 謙作 北海道大学助教授

桑原滋郎 多賀城跡調査研究所研究第一科長

藤沼邦彦 東北歴史資料館考古研究科長

項藤 隆 東北大学助教授

岩見誠夫 秋田県教育庁文化課北の林1.接ヶ平 I遺跡

船木義勝

熊谷太郎

桜田 隆

柴田陽一郎

小玉 準

橋本高史

小林 克

栗沢光男，

コヶ田俊明

松岡忠仁，

iヒ)11

福島昭彦，

秋田県教育庁文化課 妻の神II遺跡

秋田県教育庁文化課 下手し牛遺跡

秋田県教育庁文化課 小豆沢舘，北の林II，上葛岡 I

・II遺跡

秋田県教育庁文化課案内上孫右衛門舘遺跡

秋田県教育庁文化課歌内，西町 1・II遺跡

秋田県教育庁文化課 飛鳥平，鳥居平，中の崎遺跡

秋田県教育庁文化課 !拘林，上葛岡N，案内II遺跡

藤井安正， 関 直， 山崎

阿部明人ラ

悦郎，

づ、田

石木田正幸， 神田 公男

田中和徳， 畠山

佐藤幸夫， 児玉 均

米村博美， 佐々木金正

佐藤 }I原子， 金沢万里子

庄内昭男， 秋田県立博物館主事 補佐員鈴木秋良 補助員
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花田孝夫

調査協力機関 鹿角市教育委員会 東北縦貫自動車道対策事務所，鹿角市建設部建設

課高速道路対策室

4.調査の方法

(1) 発掘区の設定

東北縦貫自動車道の調査では，路線内の遺跡地に 5mX5mのグリッドを設定して発掘を行

う。グリッド設定基準線は，歴史時代の遺跡は方位に合わせ，他は日本道路公団の設置した怪

中心杭を結ぶ隷を設定基準線としラ路線の進行方向に沿わせる。

(2) 測量と実測

地形や遺構状況に応じて，遺り方~WJ量ヲ平板測量，航空写真測量の方法をとる。遺構の実j員IJ

の縮尺は1/20，遺構配置図は1/200， 竪穴住居跡、のカマド，石田炉などの平面図，断面図，土

層断面図は1/1.'0を原則とするが，必要に応じて在意の縮尺も活用する。

(3) 遺構発掘と遺物のとりあげ

遺構の発掘は 4 分割法を原則とし，平面，断面，層序，レベル，遺物の実~RIJは県統ーのセク

ショントレスターに記入し， JJ'(糸高は標高を記入する。

遺物の取りあげは， 1点1袋， 1括 1袋とし，遺跡、名，グリッド名，遺物の種類，層位，出

土年月日の記入された遺物カードを同封する。

遺構・遺物記号は，平城京発掘調査で実砲しているものを参考に定めたものを使用する。
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記号 1百8邑 構 記号 遺 構 記号 遺構・遺物 記号 遺 物

SA 柵亨IJ .柱列 SK 土 墳 S X(め 焼土遺構 RQ 石 製 日口J1“ ! 

SB 建 物 跡、 S K(F) フラスコ状ピット S X(同 捨 場 RT 貝 製 口仁3口

SC 廊 S K(I) 竪穴 ;1犬遺構 S X(S) 配石(薬ス石ト・ン立サ石-・組石) RU 人 J円丑，

SD 溝・堀・ j豪 S K(P) ピ '/ S X(U) 土器埋設遺構 RV 紙布製品|

SE 井 戸 跡 S K(S) 主iW主 RC h天u 化 物 RW 木-竹製品

SF 築地・土塁 S KC寸) 溝状土壌 RM 金属製品 RY てヲ グ〕 f出

SG 苑 池 S L RN 自然遺物

SH 広 士碁 SM 道路・橋・階段 RO 骨角製品

S 1 居ー 跡 SX てヲ σ1 地 RP 土 製 口仁ヨ口

(4) 写真撮影

実測と同様記録保存の要である写真撮影には， 35%，判小車力メラ 2台(ニコンFE) と6X

9判の大型カメラ(ホースマンプレス)，ゼンザブロニ力 ETRS6 X 4.5判とポラロイドカメ

ラを使用する。

35%1判カメラは，モノクロとカラーリバーサル用に使い分け，大判カメラは特に重要な遺構

遺物の検出記録に，フィルムパックを交換し，モノクロ，カラーの撮影をする。撮影は遺構，

出土遺物とも 1方向三枚撮影を原則とする。また，ポラロイドカメラを日誌や遺構の検討，打

合会に活用する。

(5) 遺物整理と実測

① 出土遺物は遺物台!阪に記入し，写真や実測図とのスムーズな活用をはかる。

② 土器の内面実測が必要と思われるものは， 4分割方法をとり，左去に外面，右すに内面

および断面を記載する。実iNlJ図には輪積痕，巻上げ痕，文様，調整痕を主として記載する。

③ 大破片の実測は，土器の中心根を算出し180度回転して作図する。

④ 破片の拓本は，土器の外面を左に置き，中央に断面，右に内面図を表す方法をとる。

⑤ 石器の実iWJは，原則として第三投影図法をとる。
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II 遺跡の立地と環噴

1 .地形と地質

(1) 地形・地質の概要

本地域の地形は大きく見て東西の山地，盆地内の段丘地形，沖積低地の三つに区分される。

これらについて，秋田県(1973)，内藤 (1970)および¥ 日本道路公団の東北自動車道土性縦断

図表(日本道路公団仙台建設局 1978年)等を参考にして地形地質の概要をまとめると次のよ

うになる。

地形は，東側が800~1， 100mの標高で， ?荷壮年期のけわしい地形を示し，特に皮投岳(1，122.4

m )，五の宮議 (1，115.0m)などを中心とした起伏量の大きい山塊が南部に連なり，米代Jljは

八幡平より上流では先行谷を形成して東西に流れている。地質は主として新第三紀中新世の火

山砕屑岩類からなるが，それらを貫ぬいて石英安山岩や安山岩も分布している。また，福士}II

上流，谷内付近および湯瀬南方には粘板岩を主とする古生層の露出も知られている。これらの

東側山地のLlJ列はほほ南北に連なっているが，北北東方向にのびる斜面や水系もみられる。こ

れは新第三紀層の走向に大略一致するほか，貫入岩類や断層系の方向ともほぼ一致している。

一方，西側山地は 400~ 600 mの標高で，山容も東側山地ほどのけわしさは見られない。地

質は東側山地と同様に新第三紀中新世の火山砕屑岩を主とするが，大葛層，大滝層などでは砂

岩，泥岩などの砕暦岩が広く発達している。これらの走行は南北方向のものが多い。

※ 
花輪盆地南部の段丘面は，花輪高位段丘，花輪中位段丘(内藤， 1970) '~:鳥越段丘(秋田県，

1973)，松舘段丘，大里段丘の 5段に区分できる。このうち，鳥越段丘は秋田県 (1973)，では

鳥越段丘と関上段丘に区分されたものであるが，後者は前者の河成二次堆積面であり，構成層

の時代的な差異も区分を必要とするほど大きいとはみられないことから一括して使用する。ま

た，松館，大里の各段丘はラ内藤(1970)の花輪低位段丘群とされたものである。なお，本報

告書1 (秋田県教育委員会， 1981) において，中{立段丘と関上面，鳥越面を一括して180~250

m面としたが，試錐資料および露頭の観察結果などから中位段丘構成層が花輪以南でやや広く

分布することが明らかになったのでこれを区別することにする。次にそれぞれについて簡単に

記載する。

※以下，高位段丘，中位段丘と!略称する。
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第 1図段丘地形図
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高位段丘:福士Jl!， ~甫志内 )11 ，歌内Jl!等が盆地に注ぐ山地の末端部からなだらかな斜面で扇

状地状に広く分布する。かなり関析されているものの明らかに平理面を残している。

標高は 1 .5万地形図から，浦志内J11左岸の扇頂部で350m，葛関北東の末端部で240mで

あり，平均こう配は 7.2%(4.r) となる。また，歌内川流域でも 320mから 250mまでの高

度差を持つ。一方，福士川!左岸では 350mから 250mまでであるが，

東の300mから女森西方の200mまでと明らかに低い。またヲ平均こう配も福士)11以北では4.4

では花輪スキー場北
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% (2.50 ) と小さくなる。

構成層は径数cmから50cm前後までの亜角礁が雑然と混入した不淘j太礎層であり，地表面に近

い部分は数mにわたって風化が進み，礁はくきってマトリックスと大して変わらないかたきに

なることが多い。段丘面の分布範聞のほかに，葛岡商方では鳥越軽石質火山灰層(内藤， 1970) 

の下に見られたりする。全体的に扇状地堆積物としての層棺をよく残している。また，上部は

数mが赤褐色の粘土質土になっており，中に未風化の韮角礁もしばしばみられる。最上部には

粘土質になった火山灰，層もみられる。

ところで内藤(1970)は，上田 (1965)の産土神断層をさかいにしてそれ以北の高位面が240

m前後，以南が290m前後と異なること，さらに中位段丘の分布範囲が以南に限らi'lること等

から断層以南は以北に対して50m程度隆起したことを指摘した。かりに断層以北の河床が安定

しているとすれば‘前述した福士)11をきかいにした(産土神断層およびその延長にほぼ一致す

る)高位面の平均こう配のちがいは，断層以南のフ子ロソクの西に{頃動した隆起運動を示唆する

ものかも知れない。

中性段丘:浦志内川下流で標高 230mから 180m，歌内JII下流で270mから 220mにかけて分

布し末端部は鳥越軽石賀火山灰層の火砕流堆積物におおわれるが明瞭に扇状地状の地形面を

残している。平均こう配は柏木森の西方で6.0%(3.5
0

) である。

構成層は黄褐色のシルトないし砂のマトリックス中に数cmから30cm以上の角離ないし亜角礁

が雑然と混入する礎層で¥全体的に塊状で、あるが末端部では厚き数cmの連続性のわるいシlレト

ないし砂の薄層を含むこともある。葛向南方ではN値が70以上の高f立段丘礎層の土に，最大6

mの厚さの泥炭質粘土層が発達する。この付近は浦志内JIIの扇状地地形L 歌内)11の扇状地に

はさまれた湖沼的な堆積環境にあったものであろう。なお，この粘土層の上位に 5~6m の厚

きで重なる中位段丘構成層は，すでにのべたように不良淘汰の亜角礁からなる喋層であるが，

全体的にマトリックスは灰緑色を呈する。同様の色調の構成層は花輪東方の鳥越軽若質火山灰

層の下位にもみられる。

鳥越段丘:鳥越軽石質火山灰層の堆積面であり，標高は福士川の右岸で 170m，左岸から浦志

内)11にかけて 180~ 190 m，歌内川下流で 190~ 200 m となる。火砕流台地としての形態を示

しており，段丘面は平坦で、段丘崖は急、崖となることが多い。

松館段丘:米代JlI左岸に沿い，尾去から松館，荒町にかけて広〈分布し，標高は 160~ 170 m 

で夜明島JII，黒沢)11等による扇状地の開析された段丘とみられる。構成層は未確認で‘ある。

大量段丘:米代)11右岸沿いに大里付近まで分布する面で，標高は 150~ 155 mと低平であり亨

構成層も上部はくずれやすい河床性の礎層を主とし，田泥質の砂礎層が重なっている。葛岡西

方の段丘崖の下部から中部にかけて，国結度のよい成層した円磨礁を含む砂碑i，粘土層が見ら
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3.暗莱韓色粘土 10.自君主のしま模韓

4.緯下軽高賞火山灰 11.靖赤色麗
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6.砂喋粘土麗 13.粘土費

7.安山岩片 14.火山灰賀

第2図露頭柱状図

れるが，これは上部の堆積物と一括するには問題があり，段丘基盤の更新統の一部である可能

性がつよい。

ところで，この地域の第四紀地質と地形を特徴づけるものに花輪断層と十和田火山起源の火

山砕屑物層があげられる。

花輪断層はほぼ、直線的に米代川沿いに北上しており，東西における山地の起伏層，山容のち

がい，段丘の非対祢的分布等は，東側山地を含む断層の東部地塊が第四紀を通じて上昇傾向が

より強かったことを物語っており，注目に値する。一方，火山砕屑物層については内藤(1966， 

1970) ，中)11.他 (1972)等によりくわしく知られており，古い方から高市軽石質火山灰層

(25，850土1，360)，鳥越軽石質火山灰層 (12，000土250) 申ヶ野軽石質火山灰層(8，600土

250 )，大湯軽石質火山礎層(3，680土 130)，毛馬内軽石質火山灰層(1，280土90)に区分さ

れている。このうち大湯軽石質火山際層と毛馬内軽若質火山灰層については同一火山活動にと
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もなう降下堆積物，火砕流堆積物であることが知られている。(大地， 1974:藤本， 1980)※。

第 1表霊鉱物組成

ヨ1鉱物
鉄鉱物

角関石 単斜輝石 斜方輝石 Opx Cpx 
測定個数サン

Ho Cpx Opx Cpx Ho 
プルNu

14 B 60 5 35 7.0 332 

14 A 56 7 10 27 2.7 1.4 418 

14 - c 57 18 7 18 2.6 0.4 332 

13 - A 66.1 1.8 5.3 26.5 5.0 2.9 393 

13 B 16.9 13.5 33.5 36.1 1.1 2.5 266 

日-2A 43.7 0.5 17.1 38.7 2.3 387 

H -2B 10.9 12.0 36.6 40.5 1.1 3.1 276 

19 - A 36.2 8.3 18.5 37.0 2.0 2.2 335 

19 - B 9.4 22.1 32.0 36.5 1.1 1.5 244 

20 - J 70.7 5.6 5.6 18.1 3.2 1.0 425 

20 61. 7 1.7 5.7 30.9 5.4 3.4 418 

20 - H 70.8 6.6 22.6 3.4 380 

20 - G 76.0 0.2 3.5 20.2 5.8 430 

20 F 49.0 0.2 11.4 39.4 3.5 412 

20 - E 40.9 15.2 43.9 2.9 369 

20 - D 20.2 0.2 29.5 50.0 1.7 312 

20 C 13.5 35.2 51.3 1.5 193 

20 B 18.7 0.4 32.5 48.4 1.5 283 

20 - A 79.4 3.7 5.1 11.8 2.3 1.4 296 

申ヶ野軽五質火山灰層は角関石が少なし Cpx/目。は2.6(8個平均)に対し，鳥越軽石賀火

山灰層は1.4 (20'1国平均)

※ すなわち，中)11，ほかにより大湯浮石のC14年代とされたものは向層の下位の炭質物について

の値であり，間層の降下時期よりも古い年代値を与えているものであろう。

(2) 発掘地点の地質

駒林遺跡

大里段丘上にある。山側ほど田泥質の砂磯層が厚いが，その下に大湯軽石質火山礎患が分布

し，さらに下部は亜角礁を含む砂喋層になる。砂磯中には 5cm以上の軽石片が散在するが，こ

れは鳥越軽石質火山灰層起源のものである。(第 1表の14-A， 14-C)。

ところで大皇函の構成層のうち下部のものは砂喋層，粘土層，砂層の互層であり，成層状態

がよししまっていてかたい(第 2図の14-1 )。これと同質の砂喋層は本遺跡西方の段丘崖に

おいても見られる。 14-1においては露頭と大里面のあいだは約 5mf立であって回泥貿砂磯層

との直接の関係は不明であるが層相が極めて異なることから一連の構成層として一括するには

疑問が残る。高位段丘構成層より古い盆地内の更新統の一部と考えられる。
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上葛岡W遺跡

標高 214~ 215 mで、中位段丘上にある。上部は10cmの黒色腐植土層で，その下にオレンジ色

の軽石(O. 3 ~ O. 8 cm)に富み，安山岩の岩片(O. 5 ~ 1. 5 cm)が目立つ火山灰層が35cmの厚

さでみられる(13 -B )。この火山灰と同質な火山灰は本遺跡の東方の高位段丘上にも 30cmの

厚さで分布しており (H-2B)，降下火山灰である。これらは重鉱物組成では申ヶ野軽石質火

山灰層の特徴に似ている。次に，この火山灰の下にはかなり風化した軽石を含む粘土質灰茶褐

色の火山灰層(13-A)が見られるが，これは乾燥部でたてにクラックが入っていることが多

'-"0 

案内II遺跡

標高 209~ 211 mで高位段丘の末端部にあり，関析されて丘陵状であるがよく原面を保存し

ている。最上部の黒色腐植土 (26cm)中に大湯軽石賀火山喋層をうすく含み，その下は33cmで

オレンジ色軽石を含む火山灰に変る。これは軽石が0.4~ 1 cm，岩片がO.2 ~ 1.5 cm (時に4.5

cm)の降下火山灰で，重鉱物組成上申ヶ野軽石質火山灰層に似る19-A， 19-B。この火山灰

層より下位は赤褐色の粘土で，未風化の角礁が散在しており，高位段丘の堆積物とみられる。

猿ヶ平 I遺跡

標高203~ 205 mで高位段丘上にある。最上部は約60cmの厚きで黒色腐植土が発達し，この

中に地表から30cm位のところに 2~ 7 cmの厚きで大湯軽石質火山礎層が含まれる。黒色腐植土

層の下位には所によりオレンジ色軽石と安山岩片の細礁を含む火山灰が見られるが，これは上

葛回目遺跡や案内II遺跡で見られるものと同質の降下火山灰層である。次に本遺跡の黒色腐植

土層より下 1.6mの土壌断面で見られた火山灰層について記載する。

この断面では肉眼的に 5層の火山灰層が識別されるが，いずれも風化して粘土質になってお

り軽石は含まれない。最下位の火山灰 (A)は茶褐色粘土質で喋質の部分はなく，水洗しでも

細粒の砂，粘土以外はほとんど残らない。角閃石を含んでいる。この上は白色のすじ(不規則)

が入る火山灰層で (B，C， D)上下を赤色層(2 cm)にはさまれ，上部はクラックがたてに

入っている(E)。なお， Bの部分は 1~ 3 mmの黒色の岩片が目立つ。更に上位は径0.1~0.6 

cmの黒色安山岩礁を含む火山灰層で灰茶掲色を呈し，上下が暗赤掲色(2 ~ 4 cm)になってい

る (F，G)。このと位は重鉱物組成は大して変らないものの (H)，白っぽい際\1.0~0.2

cm)が目立つ黄褐色火山灰で，更に上位は径2.0~ 3.5 cmの安山岩礁が散在する粘土質火山灰

になる(J)o J は下位の火山灰とは異なり角閃石を比較的多く含んでいる。 A~J は，花輪盆

地内では異質な火山灰であり，簡単に対比はできないが，今後，広く追跡する必要がある。

-12-



参考文献

内藤博夫「秋田県米代)11流域の第四紀火山砕屑、岩と段丘地形J IF地理学評論』 第39巻第 7号

1966年

内藤博夫「秋田県花輪盆地および、大館盆地の地形発達史J IF地理学評論』 第43巻第10号

1966年

中川久夫・他「十和田火山発達史概要J IF東北大地質古生物研究邦報』 第73号 1972年

大池昭二「十和田火山は生きているJ IF国土と教育』 第26号 1972年

秋田県 『秋田県総合地質問福，花輪Jl 1973年

藤本幸雄「十和田火山起源の火山灰閣の重鉱物組成(その 1)大館，花輪盆地における火山灰層」

『大館工業高校研究紀要Jl 1980年

上回良一「秋田県北部の第三系の!町立と造構造運動についてJ IF秋田大地下資源開発研究所報

告』第32号 1965年

- 13 



2.環境と周辺の遺跡

東北縦貫自動車道の通過する鹿角は，秋国県の北東隅に位置する。ここは米代川の最上流部

にあたり，奥羽山脈中に形成された壮年期の山々と断層盆地からなる。年間の平均気温は花輪

の観測によると 9.8
0

C，冬期の最底気温は-22
0

Cにも達したことがあり，年間を通して風向は
(註 1) 

西にかたむき，風速は小さし積雪もあまり多くない昼夜の温度較差の大きい内陸的気候を示

す土地である。

盆地の東には五の宮巌 (1，150m)，皮投岳 (1，122m)，中岳(1，024 m)などの急峻な地形

の壮年期の山が連なり，花輪金地東の出口，湯瀬渓谷から流れくる米代)11の本流はラ八幡平地

区で熊沢J11，夜明島)11，歌内JII，浦志内川を合流させて盆地の西部を北流し，花輪柴平地区で

は福士)11，乳牛)11，間瀬川1，草木J11，北西の十和田地区にて西流する大湯)11，小坂ハiを入れて

大館盆地へ流れ去る。
(設 2) 

この水系や盆地周辺には花輪高位段丘，鳥越段丘などと呼ばれる数段の段丘の発i童が見られ，

段丘上には大湯環状列石をはじめとし， 450ヶ所以上に及ぶ縄文時代から中世にかけての遺跡

が確認されている。

東北縦貫自動車道の通過が子定され，今年度目遺跡、の発掘調査の行われた八幡平地区の小豆

沢，大里，玉内(宮麓地区)，花輪地区東の新興住宅地東山と乳牛，東町の柴平の地域には花

輪高位段丘，中位段丘，鳥越段丘，大里段丘と呼ばれる標高 150~ 270 mにかけて 4段の段正

面が確認されており，ここに存在する遺跡は「秋田県遺跡地名表」と「鹿角市遺跡地lliIJに

載のあるように， 54ヶ所以上の多きにわたる。!日石器時代の遺跡の発見はなく，縄文時代から

中世にかけての複合遺跡が殆んどである。米代川対岸の松館，尾去地区にも松館留と呼ばれる

標高 160~ 170 mの段丘面が関析されており，ここも遺跡が多い。

縄文時代の遺跡、は，今年度発掘調査の行われた上葛岡W遺跡の早期末のものからはじまり，

前期は円筒土器を出土する遺跡が多い。それらの中の一つ，清水向遺跡、は昭和29年に発掘調査
(註4) 

が行われ，秋田県で最初に 2棟の竪穴住居跡が報告されている。中期になると，円筒土器とと

もに大木式土器を出土する遺跡が多くなる。飛鳥平遺跡，北の林I遺跡などでは，円形で石組
(註 5) 

炉を持つ中期末大木10式の竪穴住居跡が報告されている。後期は十腰内式土器を出土する飛鳥

平遺跡，案内 I遺跡があり，晩期の遺跡は，前半期の配石を伴う玉内遺跡と東在家遺跡、が著名

で、ある。

弥生時代の遺跡は少量の撚糸文土器を出土する上葛問III遺跡，天王山式土器を出土する猿ヶ

平 I遺跡がある。立地は高{立の段丘 kで遺構は確認されておらず，稲作農耕の可能性は低い。

- 14 
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遺跡名(所在地)

1 I用野自(用野日)

2 1餅野IV(餅野)
3 1西町II(西町)
4 1西町1(西町)
5 I下乳牛(下乳牛)
6 I乳牛平(乳牛平)
7 妻の神III(妻の神)

8 I妻の神II(妻の神)
9 I妻の神1(妻の神)
10 I張ケ平E

111大曲 (大出)
12 1抜ケ平1(接ケ平)

13 I案内II(案内)
14 I案内凹(案内)
15 I案内 1¥案内)
16 I孫右ケ門館(孫右ケ門舘)
17 I東山A(東山)
18 I東山8
19 I本坂B(赤喧)
20 I赤坂A(赤坂)
21 1日InJ屋敷耳(日IIIJ屋敷)
22 I中的l埼(中的崎)
23 I柏木森(柏木森)
24 I明堂長担(明堂長根)
25 I一本杉(一本杉)
26 1上葛岡IV(上葛開)
27 I下平 (下平)

28 I六角平 (六角平)
29 I三光塚2号(東在家)
30 I三7協 1号(東在家)
31 I東在家
32 I尾去 (阜去)

33 I清水向 (清水向)
34 I駒林 (駒林)

35 I下館 (下館)

36 I尾去A-D(尾去)
37 1上葛岡III(上葛間)
38 I上葛岡 1(上葛岡)
39 I 北の林1(北の林)
40 1北の林II(北の林)
41 I飛鳥平(飛鳥平)
42 1鳥居平(鳥居平)
43 I歌内 (歌内)
44 I上葛悶II(上葛岡)
45 I石鳥谷(竹鼻)
46 I後口自立(後口回)
47 1岩淵 (岩淵)
48 I大里館(大里、掘合)
49 I大里 (大皇)
50 I下鷲の巣(下鷲の巣)
51 I小豆沢館(小豆沢)
52 I下モ和志賀(下モ和志賀)
53 I田中館
54 I堂の上(堂の上)
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縄
縄
縄
縄
縄
弥
縄
縄
縄
縄
縄
誌
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄

弥生

縄文

平安
平安

縄文(晩期)

縄文
縄文

縄文

中世

縄文、平安
縄文

縄文

縄文、平安

縄文、平安

縄文、平安
縄文

縄文、平安

縄文

縄文

縄文

中世

縄文

縄文

縄文、中世

中世

縄文

i宣
世2

)g 物跡

須恵器

土師器
縄文土器

縄文土器、弥生土器
平安竪穴住居跡、フラスコ状ピット、縄文土器、土師器、須恵器

縄文土器
ラスコ:伏ピりト、縄文土器、土glU器

縄文土器、土師器

縄文土器(大本8a式、十腰内!式、大j同B、BC、C1式)

縄文土器(前期、後期)、竪穴住居跡、土壌、配石遺構

縄文土器(前期、後期)、土師器、須恵器、縄文竪穴住居跡、平安竪穴住居跡

縄文土器(十腰íj~ 1式)、土師器、縄文竪穴住居跡、子安竪穴住居跡
縄文土器、土師器、平安竪穴住居跡、屋外炉

縄文土器(晩期)、弥主土器

誌生土器
縄文土器、給調丈土器

縄文土器

縄文土器
縄文土器(後期、晩期入平安竪穴住居跡、士郎器、漬車器、{目立柱建物跡

縄文土器(早期、後期、晩期)、土師器、土墳、フラスコ:!-kヒット
縄文土器(後期、晩期)、土墳、フラスコ状ピッ 1" 議;伏遺構

縄文土器、土師器、須恵器、縄文竪穴住居時、平安竪穴住居跡、擁立柱建物跡

祢生土器

縄文土器(大湯式)

硝子玉
玉類、勾玉
縄文土器(大網BC、C1式)、土偶
縄文土器

縄文土器(円筒下層c、d式、大木b

縄文土器、住居跡

縄文土器、土師器

縄文土器

縄文竪穴住屠跡、縄文土器

縄文竪穴住居跡、土壊、縄文土器(大木10式)、平安竪穴住居跡、掘立柱建物跡
縄文竪穴住居跡、縄文土器(十腰内i式)、平安竪穴住居跡、、土師器
縄文土器、縄文竪穴住居跡

縄文竪穴住居跡、土壊、縄文土器(大木8

a、d式)、竪穴住居跡

縄文(円筒上層a、b層)
縄文土器

縄文土器

縄文土器(大木9式)

縄文(中期、後期)
縄文土器

土器

土器

縄文土器
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(註 7) 

奈良平安期の遺跡としては，県内で墳丘の残っている唯一の古墳，尾去地区の三光塚古墳と

東北縦貫道路線上の遺跡，歌内，北の林上田II，J:.葛向N，中の11昆案内II遺跡など，数十

棟の竪穴住居跡の検出されている平安期後半の集落跡がある。

環状列石と終末期古墳群のほかに，鹿角の特色ある遺跡を求めるとすれば，中世の舘跡があ
(註 8) 

げられよう。 42館， もしくは48館と称される城館がせまい盆地局辺に群荘する。

鎌倉時代後期に関東から移住した成田，安保，秋元，奈良の 4氏に始まるとされるこの中世

の域館は，大里館，玉内館，尾去館，古舘，乳牛館などの地名で村落に残る。就中，大里館は

鎌倉時代以来安保一族の惣領の本拠で，史料の初見は南北朝にさかのぼる。すなわち，建武3

年 (1336年)と 4年 (1337年)に陸奥国北朝党のため攻撃された記録(南部文書)がそれであ

る。大里館以外の館は，戦国期における南部氏と安東氏の確執の記録に散見するがヲ創建期な

ど不明部分が多い。これらの館は平地に臨む舌状台地を空掘で分断し，主郭を中心に数儲の郭

を配しており，館上面の平場はヲ縄文，弥生，奈良，平安時代の人々の居住地でもあって，各

時代各種の遺構遺物が出土する。

註 1 秋田県教育研究所 『秋田県地誌、』 研究No.104 1969年

註 2 藤本幸雄氏の(1)I地形・地質J による。

註 3 秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図.JJ 1977年

鹿角:市教育委員会『埋蔵文化財の保護と開発に関する説明会資料.JJ 1979年

註 4 大和久需平・奈良修介『秋田県史考古編.JJ 1960年

奈良修介・豊島昂 『秋田県の考古学.JJ 1967年

岩見誠夫 『半田先生と秋田県の考古学j 981年

註 5 秋悶県教育委員会『埋議文化財ー発掘調査報告会発表要旨j 1981年

~t: 6 阿部義平 「配石墓の成立J If考古学雑誌54-1 j 1965年

詑 7 詰 4に同じ

社:8 i召館愛三著・盛問稔編『津軽諸域の研究.JJ (草稿) 青森県文化財保護協会 1977年

取谷JJI員耳 「鹿角の館J if秋田県立博物館研究報告』第 3号 1978年
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01 で一月

上葛岡 W 遺跡

遺 跡、 番 号 No.13 

所 在 地 鹿角市八幡平字上葛岡

調 査 期 間 昭和55年6月8日-9月19日

発掘調査予定面積 4，400m! 

発 掘 面 積 4，OOOm! 

k 



1 .遺跡の概観

遺跡は，国鉄花輪線陸中花輪駅南東2.2km米代川右岸の標高215m前後の台地上に位置する。

遺跡の立地する台地は，花輪盆地の東側に広がる一連の台地の-ffij]， 標高 804mの北林LlJの裾

野北端に位遺する。北林山から広がる概野には，米代JIIへ注ぎ込む浦志内Jl1，歌内)11がそれ

ぞれ西流して，台地を画しており，遺跡地北測は比高差約 210mの急斜面となって浦志内)11へ

と続いている。

遺跡地は， 地を 員く 同線の南側を含めてその範間と推定されるが，現在

市庁、--i-，-.，._庁、南側は整地のため制平されていた。したがぐ2て調査区は市道から北側， ~m志内 JII に

よって画される台地縁辺まで、の幅約50m程の現在畑地として利用きれている筒所に限られた。

また台地は全体に北西側に!白jって緩い傾斜を呈するが，調査区南側κ程を横切る農道付近で3
~5111 前後の段差があり，便宜上調査区をこの農道を境として南側と北WiJとに分けている。

遺跡の立地する台地は，東北縦覧自動車道の予定線でも多くの遺跡が確認されており，南側

から平安時代笠穴住居跡50数基を検出した歌内遺跡(遺跡番号NO.6 55年度調査。東北縦貫白

所収入飛鳥平遺跡(遺跡番号NO.7 55年度調査，同報告書III所収入

縄文時代後期と平安時代の複合遺跡である飛鳥平遺跡(遺跡番号NO.8 55年度調査ヲ間報告書

III rJT収)司 された北の林I 9 55年度調査，間報

守二iじめ林II遺跡(遺跡番号No.lO 55年度調査 同報告書III所収入縄文時代中期の

悶 I遺跡(遺跡番号No.11 55年度調査 間報告書官所収)，縄文時代後期の上葛岡II遺跡

(遺跡番号NO.32 55年度調査 間報告書W所収入 岡田遺跡(遺跡番号No.12 54年度調査，

I所収)等がある。これらの遺跡は，歌内)11と浦志内川に狭まれた標高 200m前後の

一つづきの台地上に位置するが，本遺跡と同じように平安時代竪穴住居跡を検出した遺跡は，

より狭小な沢筋によって区切られた舌状に張り出した台地上に立地している。また，立地の条

件を異にするが，i甫志内)11の左岸より低位の標高約 180mの台地 tには県内で初めての住居跡、

を検出した縄文時代前期の清水向遺跡，右岸の標高約 155mの台地上には，立石を伴った環状

の組石の検出された縄文時代晩期の玉内環状列石がある。さらに，本遺跡と浦志内}IIの対岸に

あたる台地には，やはり平安時代竪穴住居跡を倹出した一本杉遺跡が遺跡番号NO.33として追加

され，昭和56年度に調査が実施されている。
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2.調査の方法

調査は， 日本道路公団設置の東北縦貫自動車道予定地内中心杭STAll0十80とSTA111を結ぶ

直線を基線とし， STA110+80を として方限杭を設置し， 5mX5mのグリットを設定し

て千子った。

調査区は前述したように，農道によって南側区と北側区とに分かれていたため，便宜上その

呼称を用いた。また，南側i三と北側区では 5m程度の高低差があり，粗掘作業はその同区で併

行しながら行ったの調主E区はその大半が畑地で整地が行jつれていた。畑地の耕作は鍵層となる

べき浮石層を貫いて行われており守部分的には所謂地山富まで及んでいた。このため，組掘作

業では，浮ノ石層下の黒色土までを除去した。次いで遺構のプラン確認にあたっては，地山市の

精査によって行い，部分的プランの不鮮明な箇所には試掘講を入れる等の措置をとった。

遺跡基本層序の観察は， Fライン，及び4ライン， 11ラインに残した畔によっておこなった

が，前述したように，調査区の表土以下池山までは耕作のための整地が行われており，遺跡全

体を通しての基本層序の把慢は困難であった。最終的には，比較的表土の摩〈残っていた16-

Bグ1)ットに設けた試掘坑の断面によって観察を行った。

粗掘作業での遺物のとりあげは，方眼杭によって設定したグリッド毎に行い，遺構精査中に

出土した遺物については，その遺構名を付してとりあげたが，その際原則として遺構内の出土

位置及ぴレベルを記録することとした。

3.調査の経過

本遺跡の調査は，昭和56年 6月8Bから開始し同 9月19日までの約3ヵ月間を費して行われ

てた。なお粗掘作業の開始前に遠景の写真撮影を 5月23日に，また仮杭の設置を 5月24日から

およそ 1週間をかけて行っている。

6月 8日以降の調査概略は以下の通りである。

6月8日 農道北側台地縁辺部の雑木刈払い，及びグリッドの設定，粗掘作業開始

6月10日 第12号住居跡フoラン確認

6月23日 縄文時代晩期土器片，及び石棒出土

6月24日 縄文時代前期一括土器片の出土

6月25日 農道南側区粗掘作業開始，第 1号住居跡プラン確認

6月26日 縄文時代後期一括土器片の出土

6月27日 第8号住居跡プラン確認
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6月30日 第 1号溝跡フ。ラン確認

7月2日 農道南側区粗掘作業終了

7月7日 粗掘作業終了，遺構確認面精査開始，

7月9日 方眼杭設置終了

7月10日第 2 ラン確認，第 1

7丹11日 第 3号住居跡，第4

7月14B 農道南側区プラン確認，第 l

7月22E:I第 2

8月1B 第 7

3号ラ 4 

第 8

第 5

フン

8月7日 第 9号住居跡プラン 精査開始

8月18日

8月23臼 第12号住居跡精査開蛤

8月初日 農道南側区のピット群精査開始

7 

8月28日 第11号住居跡プラン確認精査開始，第 3

9月3日 第10号住居跡プラン確認精査開始

8 9 ファン

-T/  

ら

第 2 フン

ラン確認

9月16日 遺跡基本層序確認のため試掘坑を設け，断面図を作成する

9月18，19日 調査区の全体思平板測量によって作成，

4.遺跡の層位

本遺跡の!二層堆積状態を確認するためトレンチを設け，

~1Xまでの 9 つに分類することができる。

断面図を作成した結果，次の I

1 色調は上層では，黒褐色を呈し，下層黒色へと漸移する。比較的孔隙が多く，粕性も少

い。径 1mm~ 7 mm程のパミスを 3-5%含むが，その量もまた上層少から下層多と漸移

する。パミスの混入状態、は本遺跡の竪穴内に充填する埋土と共通する上層は，耕作によ

る撹;吉しを多くうけている。

n:十和田火山灰に由来すると思われるパミス層である。堆積状態は良好とは言えず部分的

に認められたにすぎない。黒褐色土中に，パミスがかなりの量混入した程度である。特

に上層では混入量は希薄となり， 1 J言下部へと漸移する。本遺跡住居跡に若干ながらブ

ロック状のパミスの混入を確認したが，そのあり方はII層下部のパミスの凝縮した形で

ある。
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m:色調は，黒色を呈する。比較的均質で、あり，孔際も少なく粘性もやや認められる。パミ

ス等の混入も殆んど認められない。

w:色調は，上層では黒褐色を呈し下層はによい黄褐色へと漸移する。均質で、あり，孔隙は

少なく粘質である。

v:色調は，明寅褐色を呈する。細砂及びシルトよりなる。粘性は殆ど認められないが，孔

隙はなく硬く締っている。

vr:急調は，寅褐色を呈する。粗砂及び細砂よりなる。 vJ習と同様，粘性はないが，硬く締

っている。

四:色調は，明黄褐色を呈する。シルトを主体とし若干締砂が混じる。粘性なく硬く締る。

溜:色調は?によい黄褐色を呈する。粘土層である。

立:色調は，にぶい賞褐色を呈する。凝灰岩(色調は緑灰色を呈し径15~20cm程度)を多く

含む。

以上，土層中，本遺跡での竪穴及び土墳等の確認はN層上面で行われ，また，縄文時代後期

及び晩期土器片はW層上層から前期の土器はW層下層からV層上層にかけて出土している。ま

た，四層は第 7，8号住居跡の床面をなしており，第10，11号住居跡、はほぼ民層上面まで掘り

込まれている。

こコヒミ)一一一
四

第2臨 遺跡の窟イ立
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5.遺構と遺物

(1) 縄文時代の遺構と遺物

遺構としては，土壌4基があげられるが，これらの土壌については積極的に縄文時代の所産

とする根拠がない。伴出する遺物があっても縄文土器の細片である。ここで，縄文時代の遺構

として記すのは， 1つに他に確認されている土壌が一定の型をもって検出きれているからであ

り，また調査区全体を通して出土している遺物が縄文時代と平安時代とに限られるという，甚

だ消極的な理由に依る。したがって，縄文時代という大枠の中に入れることは可能であるが，

より細かな時期の特定及び性格の把握は困難で、ある。

縄文時代出土遺物は，早期後葉から晩期に至る各期の土器片及び石器類である。これらの遺

物は遺構に伴って出土したものではなしその殆どが遺構外から出土している。また，各期の

遺物はそれぞれ平面的な分布を異にしてはいたものの，層位的な事実の観察は困難であった。

遺構外出土土器の大半は単独の破片として出土したもので，一括の出土例，単独の破片どお

しが接合した例は極めて稀である。

第4図は一括で出土した土器の出土状況を示したものである。

第 5 図 1~7 は，所謂表裏縄文の施された土器である。原体は RL を用いているがヲ Sのみ

LRの原体をf吏用している。胎土には若干の繊維を含み，焼成も良好で、全体に薄手に作られて
(設 1) (設 2) (註3) 

いる。この種の土器は，赤御堂貝塚， 1I時山弁天遺跡，早稲田貝壕等で出土例があり，また県内

では大地平遺跡(遺跡番号NO.4，昭和54年度調査，東北縦貫自動車道発掘調査報告書I所収)

でも出土している。早期後葉に位置づけられよう。

第 8図は，尖底の深鉢形土器で器表全面に RLRとLRLの複節の原体が結束されて横位に

回転されている。器内面は，指頭による粗い調整が施きれている。胎土にはかなり多量の繊維
(設4) 

を含み，かなり j厚手につくられている。この種の土器は沢内B遺跡等に出土例があり，早期末

葉~前期初頭に位霊づけられよう。

第 5図 8， 9は2条1組の撚糸圧痕の施された土器であり，平行並びに波状の文様が描かれ

る。薄手につくられてはいるが，中期初頭円筒上層 a式に比定される。

第 5図10ヲ11は折り返し口縁上に粘土紐によって鋸歯状の貼付文が施されたものであり， 12 

~17は粘土紐による隆帯上及び隆帯に沿ってへラ状工具による刻目の施されたものである。い

づれも中期前葉円筒上濁 b式に比定される。

第 5図18，19は2条の平行沈総文が文様を構成している。 19は沈線開が微隆帯となり，波状

口縁の波頂部には，刺突が施きれる。後期前葉十腰内 I式に比定される。
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第 3表第3号土境観察表
害事3号土壌

検出区 3-B
関口部径 | 底 径 | 
180X94 I 140-38 I 

1.10YR%灰白色粘性極小孔磁極小粒状携遺憾小(i宝 1mmι 下)
. lOY R~ず j主焚燈色砂質三t 孔路大浮石!習粒状討を造小(径 1 -2 mm) 

漢土i“
3. 10Y RH黒褐色粘性やや大孔隊小浮石粒 1%混入
4. 10Y R}'i黒色粘性大孔隙なし賞褐色土粒子 1%浪人
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備 考 l第 11苦から第 3層までパミス!習である第 11習→第 3J曹と粒をが大きくなる

第ヰ表第4号土境観察表
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100η 

第8図適講外出土遺物

第7図1は波状の折り返し口縁の鉢形土器であるが，口頭部に 3段の刻日帯がめぐる。 2段

及び3段呂の刻白帯の中には，粗雑な横{立の沈線がひかれている。地文には LRの原体が用い

られている。おそらく後期後葉の入組文系土器に比定されよう。

第 5 関20~23は口縁に 2 個 l 対の所謂B 突起が作出され，口頚部の文様帯には数条の平行沈

線と沈椋間に大きな主主痕列が施きれている。体部以下は細密な LR原体が全面に横f立に回転押

捺される。

第 5 図24~28，第 7 図 2 は口縁に数条の平行沈線が描かれ，体部以下には全面縄文が施され
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ている。第7図2のように頭部に屈曲をもつものと，もたないものがある。体部に施される縄

文は，第 7図2のRLを除いて全て LR原体が用いられている。後晩期に位置づけられるもの

と思われる。

第 6図 2~28，第 7 図 3 ， 4は全面縄文の施された破片である。口縁は平縁でやや内に傾く

ものが多い。第8図 1のように無文， 29のように条痕のものも同様と思うが，やはり後晩期に

伴った粗製土器であろう。

遺構外から出土している石器は，石骸，石匙，掻器， るあで等ケノ
ノ
4
1

・
レフ石

伴
H
口
γ
タ

石棒ヲ磨石ヲ砥石以外の剥片を用いて製作された石器及びブレイクは全て頁岩製である。

第 2函 1，最大:長56mm，最大偏見mm，最大摩 6mmを担IJる。有茎の石鉄である。両面から丹念

な調整争u離が施され形状を整えている。

第雪国 2，最大長 28mm，最大幅30mm，最大厚 9mmを測る。つまみ部に比べて刃部の援端に

大きな若匙である。つまみ部分現部には素材となった剥片の打面が残されているのつまみ部を

作出するための挟り込みの部分を除いては調整制離は殆ど行われておらず，主要剥離面の側，

つまみとの反対側の刃部に僅かに細かな剥離が施されるのみである。

第宮密 3~7 は不定形の掻器を一括した。

第 9図8~13ヲ第 10図 1~5 は全て剥片類である。

第10図告はラ粘板岩製の石棒である。丹念に磨いて製作しているが，

断面形はやや菱形に近い。

第10盟7は，安山岩製の磨石である。

第10密告は，縄文時代の所産ではないが，凝灰岩製の砥石である。一

面を砥面としている。
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(2) 平安時代の遺構と遺物

ア.住居跡

住居跡は農道南側区で6棟，北側区で6棟の計12棟検出された。検出面は第N層上面である

傾斜聞に構築されているのと耕作のため遺存状態は必ずしも良好とは言えず，特に南側調査区

で検出された住賠跡では北西側の壁の確認できなかったものもある。覆土は，ある穏度の規模

の平面プランをもち，最深部で、50cmを越えるような住居跡，第1号住居跡，第 7号住居跡等にあ

っては断面形は整ったレンズ状の堆積状態を呈している。したがって，このような住居跡では平

面プランの検出の擦にも住居の中心から外側へ向って黒色→貫褐色(壁面の崩落土)という同心円

状の覆土の色調度変化が顕著に認められ，比較的容易に住居跡と判断し得た。しかし，第 5号

住居跡，第 6号住居跡のように規模の小さいものでは平面プラン検出の際ヲ覆土は住居跡構築

層へ漸移的な色調変化しか万七しておらず，土壇等他の遺構等と判別が困難であった。また，覆

土中には焼土，炭化物等の細粒，及び径1-3 mm穏度の十和田降下火山灰に由来すると思われ

るパミスが含まれており，これらも検出の捺の大きな目安となっている。但し，遺構外で部分

的ではあるが層となって確認できたパミスは，住居跡内では覆土全体に粒状に混入するかブロ

ック状の混入の状態しか示していない。

床面は，遺跡基本層序第四層~第立層中に掘り込まれている。第溜層が床面となっている場

合は粘土質であるため硬く締った状態で確認で、きたが，第四層を床面としている場合は砂費土

であって良好な床面とは言い難い。また，大半の住居跡には床面の上に焼土及び炭化物の堆積

層が広範閣に認められている。第10号住居跡では炭化した遺材も確認されており，第11号住居

跡の中で確認された多量の磯も火熱を受けて赤変したものが多い。

カマドはどの住居跡も概して遺存状態が悪く，本体部分にしっかりした芯材が残っていない

ためか，袖部等に用いられた粘土は床に流れたような状態でしか確認できなかった。またカマ

ド内に遺存する遺物も概して少ない。

出土した遺物は，土器，砥石，鉄器及び自然遺物であるが，その量は全般に少ない。土器は，

大半が破片で出土しており，完形のままで出土するなど使用時の状態を示すような例はない。

住居跡全体で見れば，やはりカマド付近に多く分布するが，覆土中から床面にかけて出土して

いる。鉄器は釘状の鉄製品が出土している。鉄製品は覆土中にあってもより下部からの出土で

あり，床面から出土しているものが多い。自然遺物は，第 l号住居跡、から出土した炭化した栃

ノ実， ヨシの他，第10号住居跡等で確認されている炭化した遺材があげられる。
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7.5YR]{黒褐色ンルト質孔隊小焼土粒1%火山事玉石 2-:i %前入
i.5YR.Vz黒褐色シルト質孔隊中焼土校 (5-10ミリ) 15-209~ 火山粍:f:í 1 混入
10YR巧硲褐色料i質:t孔隊小黒褐色:上209M五:フ.ロ")ク:仇に浪人やや灰色がかつて見える日

カ I，1 . i.5 Y RH  1I在褐色粘1ft土干し隊小黒褐色土が5 立炭化4労組・淡土主立が1 立混入
7 .5Y RY. 時総色 4とほぼ問じだが，焼←t.炭化物の混入が
lOY R;3 暗搭色干し隊小焼土粒 1 炭化物宇~Z20~30q.-C;混入

C 

。

;It ~喜一

19 

fLp車mイ'fJ~ ミスをへらム守含む
干し1;草稿存ロ ムブロソクが約 5

7.5YR%'褐色粘質土地山にやや近いが焼土粒・炭化物粒が2-3%黒褐色土が20%混入して地山よりやや明るい
浅 土 IS.i.5YR;{褐色粘賀土 7とほぼ同じだが焼土粒・炭化物粒の混入がないややボロボロしている

9. 10Y R.% U音鴇色子し隊小黒褐色土40-50%浪人 :i.6より E音く見える。
10. 10Y R%黒褐色孔隊小粘土粒・焼土殺が5-6%混入
1l， 10YRH黒褐色孔隊小良くしま 4 ている粘土粒209&焼土粒2-3 混入
12. 1 CY RJ':I ff査禄色干し隊小炭化物池山の住 (2-3ミリ) 5 混入
13. 10Y R;!{聡褐色孔隊中地山がプロック状に混入

14. 10Y RX暗褐色ンルト質
E5 図版上のスクリーントーンの部分はカマド本体部分における焼土のI財産状態を示す。

カマド内から芯村などは検出されていない。煙道及び煙出し孔は平面プランで確認されたものて1 そのi努煙出し孔は煙道部のプラン確認
時にその先端部分に26X.i3cmほどの円形の黒褐色土のプランを確認し，これが煤fHL孔ではないかと推測きれたものそある右
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第13図第 1号住居跡出土漬物

第6表第1寺住居跡出土遺物観察表

符I図 出土 法 最 (cm) 調 !悠 (地 文)

番号 I也点
器形 部位 lお ìf~ 色調 日古 士 焼成

仁i径 体t壬 !ま筏 苦言高 外 lui 内 Jln 

l 
第 i号

E手 ロ縁 ナシ ナシ ロクロ水J免
浅葉桜色

砂粒を含む 良好{主1舌跡 (7.5Y R) 

2 
第 1号

主主 ロ紋 斜{立ナテ' 事:十{立:ナデ 千fiみよこげ
段色

砂粒を含む|良好1主Eき跡 (7.5Y H) 

3 
第 l号

4.~ ロ縁 検{立ナデ 被f立ナデ 積み上げ
に""'，い樟色

砂粒を含む 良好住居跡 (7.5Y R) 

4 
第 1号

主主 ロ綾 償{立ナデ，縦{立ナデ 私有{立ナテ 積み上げ
i支賞燈色 砂粒を{革か

良好住居跡 (7 .5Y R) に合む

5 
第 1号

~ 仁i縁 機{立ナデ，縦{立ナデ 長官{宣;ナテ占 f立hJ::H
i受賞俊色

砂粒を含む良好住居跡 (7‘5Y R) 

6 
第 1号

杢事1、軍 日繰 横f立十テ ;償位十デ fi'lみLif
明褐灰色

砂粒を含む 良好住居跡 (7 .5Y R) 

7 
第 1号

主主 ロ縁 j町立ナデ 持者位ナデ 千百み上(t
j芙焚槌色

砂粒を含む 良好住居跡 (7.5Y R) 

8 
第 l号

主主 口事ま 横1i1:.ナデ，縦{立十デ 縦位ナデ， j黄{立ナテ 千t1(み上げ
に_i;，、桜色

砂キ~[を含む 良好住居跡 (7.5Y R) 

9 
第 1号

望E ロ縁 在者{立ナデ，縦位ナデ 横イ立ナデ 積み上げ
に_"い位色

砂粒を含む 良好住居跡 (7.5Y R) 

10 
第 1号

~~ 日縁 憐!立ナデ，縦位ナテ' 持IH立ナテf wみ上げ に_}'し寸音色
砂校を含む 良好住居跡 (7.5Y R) 

11 
第1-1予

~Uí'U官、器) )J向 unき目 fi'tみ上げ
灰色

品5 .iiil 良好住居跡、 灰色(NY)

12 住第居1号跡 f士主]フ 残存長6.7cm i壬o.38XO .47cm 先端はやや丸みを'出，断珂i土中空である
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第7表第2号住居跡観察表

第 2-li号住居跡 |持図 I 14，町民 17 i図版 6， 7， 31 

検出区 4-F. 4-G， 5-F， 5-G 

東 塁圭 同 星空 南 Eま

法皇主長 425 442 416 

経高 38-55 1 -24 41-60 

府議l隠 20 14 16 

f量 周存在深 4 11 16 

:蔚積 18.72 

主車副l方 f立 N-γ-w |形態| 方 形

1. 10Y R74'暗褐色粘性中孔際制大浮石粒十約 59-6混入
2. 10Y R% 黒褐色宇占性中孔隙干~jノj、浮石約 1%混入

3.10YR Y， 黒褐色粘性干Ilj~\l孔隊中ロームプロソク約 7?/o混入浮石約 3%混入
4. lOYRYa ~音褐色料1性弱孔続的大ロームプロ y ク約10%混入
5. 10Y R74' u音褐色粘性干f1弱孔1:草稿小浮石粒子約3%if~入ロームプロック約 3%混入
6.10YR% に_)，い賀補色粘性梢~\l孔隊中浮石粒子約 5 ~6 ロームプロック約 2%i.混入

覆
I. 10Y R7í蒸色粘性弱孔~~(大砂質土品l砂50%以上iii 入

土 8. 10Y R7i黒褐色粘性弱孔隙檎大炭化物約 3%焼土手'，]5%混入
9. 10Y R7i黒色粘性問弱孔隊中炭化物約 3%ノぐミス約10%混入
10. 10Y R%賞褐色村性中孔獄中炭化物約 1%焼こ仁約 1%ロームプロソク約 5%混入
11. 10Y RYs褐色粘世t梢強孔隊中ロームプロ，，'}約 5%混入
12. 10Y R;与{黒色粘性干t~\l\l孔 1:車中パミス約lO%if~入
13. lOY RUにぷい9-[褐色粘性強孔隊中粘土である。
14. 10Y R7i黒色粘性弱孔隊大パミス約50%以七混入

空主 床街との傾斜角は86"-112固までである。最も大きいのは北緊て1最も小さいのは東壁である。

~t E芝

440 

4 -32 

23 

21 

周
t誇 i菊援の滋〈一宮Jiを除いてはすべての笠寄りの函に見られる。!隔5-30cm. 深さ 4-18cmてω間構内及びそれに接するような形て"pt-九まで
5つの柱穴が検出された。

Pt 9 X 15x22 住居跡内南笠間1111J隅 日 14X30X37北壁東1ft1J隅 P。の夜土に焼土の士出資が見られた
ピソト p， 18X20X21.5北慰問1R1H筒 P514X22X31カマド東側縞 Pt-Ps'主柱穴である

P:; 16x25x30 北監中央付近 九 l04X120>< 19.5住居跡内在li1ft!1

{立澄 隔壁東寄り

1. 10Y RX  If'J褐色粘性小孔獄中焼士ー及び炭化物各10%混入
2. 10Y R t汗黒色粘性小孔際大炭化物8096以上混入

カ
3. 2.5Y R~~ 明褐色粘然大子L!i点小焼J.J官
4. lOY R%黒褐色粘性/J、孔F>:¥(ffi・大焼土及ぴ炭化物各10%混入
5.10YR%賛褐色粘性大子U羽ヤj、粘土Jiii

涜土 (j. 10Y R%黒褐色粘性中孔i療中パミス約10%混入
→ 、 I. 10YR.% u音褐色粘性小孔隊大ノロス約 5%混入

8. 10Y RYa時褐色粘性大子Lpii¥小焼土約 5%混入
9. 5 Y RJ{暗亦褐色;俊二U'.J30%炭化物約 5?-~悦入

ド
10. 10Y RK黒色粘性小孔F京大炭化物50%以上焼土約10%混入
11. 10Y fn8'武褐色料i性小孔隊小良質の粘土が非常にi奇い泌度でト後けた物

カマド J主体と煙道のl祭部分lこ芯材として用いられたと忍われる河原石が倹出された。
カ?ド本体i人jに炭化物のlムーぃ範閉が!見られるさ保有状態はあまりよくなく爆道 湾出し干しなどは検出できなかったが，轡巡の先端部に16
X34cmfjどの河原石が倹出された。ここが慢出し干しにあたる部分と思われるつ

一
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第8表第2号住麗跡出土遺物観襲襲

係留 出土 法最 (cm) 議 整(地文)

f番号 1也点
音量 形 部位 成 形 色 調 胎 土 焼成

口径体径底径器j¥'Jj 外在百 内在百

16“1 
第 2号 Z華 ロ縁-/1王

10.7 10.4 8.2 8.5 
ナデ

ナデ 積み上げ法
にJζい糞燈s

砂粒を含む 良好
住居跡 (小形) 部 木業主主 (lOY R) 

2 
第 2号

実 口 縁 (20.1) ナデ ナデ 積み上げ法
にぶい糧色

砂粒を含む 良好
{主騎跡 (7.5Y R) 

3 
第 2号

裂 ロ 縁(18.6)
斜佼ナデ

斜位ナデ 積み上げ法
灰1ft褐色

砂粒を含む 良好
住居跡 縦{立ナデ (10Y R) 

4 
第 2号

妥を ロ縁~腕 (18 3) 
ナデ

機f立ナデ 積み上げ法
1夫賞褐色

砂虻fを含む 良好
住居跡 ヘラケズリ (10 Y R) 

5 
第 2号

王室 ロ縁-IJI;J (27.9) 
十デ ナデ，煤状

積み上げ法
に_"い焚稜色

砂粒fを含む 良好
住居跡 ヘラケズリ 炭化物付着 (7.5Y R) 

6 
書~2 号

主連 ロ 縁 ヘラケズリ ナデ 積み上げ法
に.. ;-:い褐色

砂粒を含む 良好
住居跡 (7.5Y R) 

7 
第2号

察 ロ 縁
機{立ナデ

機佼ナデ 積み上げ法
に_"い掲色

砂粒を含む 良好
住居跡 縦位ナデ (7 .5Y R) 

8 
第2号

裂 ロ 縁
横位ナデ

機佼ナデ 千貰み tげ法 I莞責t綴色
砂粒を含む 良好

住居跡 ヘラケズリ (l CY R) 

9 
第2号

主連 ロ 縁
横{立ナデ

被位ナデ 積み上げ法
灰褐色

砂殺を含む 良好
住居跡 ヘラケズリ (7.5 YR) 

10 
第 2号

き翼 ロ 縁
横位ナデ

機位ナデ 干貰みl:-H法 褐灰色
砂粒を含む 良好

住居跡 縦{立ナデ (10Y R) 

11 
第 2号

主連 口 縁
後佼ナデ

横イ立ナデ 積み上げ法
に_l;，、主t燈色

砂粒を含む 良好
住居跡 ナデ (lOY R) 

12 
第 2号

王室 ロ 縁
機佼ナデ

横位ナデ 積み上げ法
褐灰色 砂粒を僅かに含む 良好

住居跡 ナデ (7.5Y R) 

13 
第 2号

婆 口 縁
事長位十デ

横位ナデ 積み上げ法
褐灰色

砂粒を含む

良良好好
住居跡 縦{立ナデ (lOYR) 

14 
第 2号

言畏 ロ 縁 横佼ナデ 横位ナデ 積み上げ法
にぶい援色

砂粒を含む
住居跡 (7.5Y R) 

15 
第 2号

褒 ロ 縁 積位ナデ 機位ナデ 積み上げ法
痘色 1-9mm位の砂粒

良好
住居跡 (5 YR) を含む

17-1 
第 2号

褒 口 縁 (17.3) 横位ナデ 機位ナデ 積み上げ法
にぷい主主綬色 1-8mm位の砂粒

良好
住居跡 (10Y R) を含む

2 
第 2号

重量 ロ 縁 (18.0) 
横位ナデ

ナデ 積み上げ法
援色 1-2四位の石と10

良好
住居跡 ナデ (7 .5Y R) -20醐の石を含む

3 
第 2号

霊童 ロ 縁 (18.5) 
ナデ

ナデ 積み上げ法
にぷい澄色 3-7醐位の砂粒

良好
住居跡 へラケズリ (7.5Y R) を含む

4 
第 2号

婆 ロ 縁 (21.4) 
宅資位ナデ

横位ナデ 積み上げ法 によい業種色 砂粒を微かに含む 良好
住居跡 ヘラケズ 1)

5 
第 2号

喜連 ロ 縁 (15.2) 斜位ナデ 検佼ナデ
ロクロ水挽~?)

にぶい賞授色 石英を含む精選 良好
住居跡 積み上げ法(?)

6 
第 2号

雪量
胴下半部~

(8.8) ナデ ナデ 積み上げ法
に.J.:い燈色 1 -1.5剛位の石

良好
住居跡 底部(.l{) (5 Y R) を多〈含む

7 
第 2号

望星 底 部 8.8 ナデ ナデ 積み上げ法
にぷい澄色

小に多石はく見を5m含らm伎むれ，のる石底部が 良好
住居跡 ( 5 Y R) 

8 
第 2号

雪量 底 昔日 (8.8) 
へラケズリ

ナデ 積み上げ法
に..>;い積色 4蜘伎の砂粒(石

良好
住居跡 砂底 (7.5Y R) 英・長石)を含む

9 
第 2号

主連 底 部 (9.0) 
ヘラケズリ 横位ナデ

積み上げ法
灰焚褐色 1-6醐位の砂粒

良好
住居跡 砂底 ナデ (10Y R) を含む

10 
第 2号

善要
(}f欠損)

(7.2) 
円、弓々.-:t:11

ナデ 積み上げ法
灰白色 砂粒5mm位の小石

良好
住居跡 底 部 砂底 (lOY R) を合む

11 
第 2号

褒 底 部 縦イ立ナデ 横佼ナデ 積み上げ法
にぷい賞援色

砂粒 良好
住居跡 (10YR) 

12 
第2号

喜重 底 部 (5.8) ? ナデ 積み上げ法
浅賀痘色

砂粒を微かに含む 良好
住居跡 (7 .5Y R) 

13 
第 2号 小形の

底 昔日 6.0 ナデ ナデ 積み上げ法
にぷい澄

砂粒を含む 良好
住居跡 察(?) (5 Y R) 

14 
第 2号

土事益三五 筏1.2cm 孔径0.2cm 表面i土丹念に磨きあげられている
住居跡

52 



。
。

。
。

第9衰第3号住居跡観察褒

O 
D 
G 
¥0  

事事3号住居跡 Itql ~I pτf"8."7z 
検出区 1-E，1-F， 2-E， 2-F 

* 星空
西 Eご念事ユ 南 箆

法壁長 490 498 498 

壁高 70-76 20-28 36-74 

周i韓中高 24 16 22 

量局議深 8 9 14 

商干寅 24， 84 

主制i方{立 N-I08.5・-E |形態| 方 背3

1. 10Y R3{黒色粘性強孔隙なしパミス約3%混入

2. 10Y R.%"黒褐色粕伎やや強孔隊小ノ守ミス 2%混入

3. lOY R3{黒色粘性強孔際なしパミス約1%混入

4. 10Y R%暗褐色粘性やや強孔隊小パミス約 1%i昆入ロームプロック混入

議 土 5. 10Y R.%"黒褐色粘性やや弱干し隙やや大パミス約1%混入ロームプロック混入

6. 10Y R3{ 黒色粘性強孔織なしロームプロック炭化物混入

7. 10Y Rl・K 黒色粘性強孔隙やや小炭化物層

8. 10Y R.%明賞褐色粘性強孔隙なしロームブロック多量に混入

9. 10Y RYs安褐色粘性弱孔際大

Eま 傾斜角101-110・を計る。壁の立ち上がりが明瞭で遺存状態は良い。

床
中央の床面で径10-60cmの礁が検出され，カマド付近 p信壁沿いにも径10-20cmの礁が検出されている。

凹凸が少なし全体に平坦である。

蔚

ビッ

滋 1O-30cmのl隔で住居の壁沿に検出されている。

P1 6uXiOX 8径10-15cmの襟多量の土器片を検出

P.51X6石X8 多量の土器片を検出

ト P，35X37X18
P.40X33X15 

PS 45X75X20 

P，25X25X13 

佼号室濁墜北寄

カ 1.7目5YRU褐色粘性なく孔隊小高i良のため非常に硬化

2. 5 Y RYa赤褐色粘伎やゃあり孔隊小均質でキメ誕11い
覆土

-;> I'~ ~ 3. 10Y R.%褐色粘性大孔隊小焼土粒混入

4 10YR%黒祷色粘性弱孔際大焼土紋混入

ドi ヵマド雨納は左右・とも径20-30cmの粘土のたかまりにすぎない。

~t ~ 

447 

52-72 

14 

B 

煙道部と燃焼部の境には長さ350m磁22cm厚さ20cm緩の軽量が認められた。おそらく天井部の芯将として用いられたものであろう。
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第10表 第 3号住居跡出土遺物観察表
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P726X26XIO Pu 55X43x20 

26X18X 7 PH :10X20X呂

P9 2Sx;:)4x 1ヨ ド行 25λ24XO 

PlIl 2iX26x16 P1fi 20X35x14 

Pn 35X22X20 PI7 22x23X 8 
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第23図 第4号住居跡出土遺物

第12表 第4号住居跡出土遺物観察表

持関 出土 法 最 (cm) 調 繋 (地文)
焼成

番号 地点
器f杉 部{立 成形 色調 E色 土

口径 体径 Eま径 器高 外商 内 函

l 
第 4号

委E 口線-)J向音E (14.4) 
ドウ 検位ナデ

ハケメ
積み上 綬色 1-7聞の砂粒を含む

良好
住居跡 ( 16.6) ヘラケズリ げ法 (5 Y R) 石英，長石も含む

2 
第 4号

豆電 ロ縁-)J阿部 (19.6) 
ドウ 横イ立ナデ ナデ.一部に煤状 積み上 被色 0.5-6mmの砂粒を合

良好
住居跡 (22.0) ヘラケズリ の炭化物(?)付着 げ法 (7.5Y R) む.石英を含む

3 
第 4号
ヨE ロ 縁

横f立ナテ'
機位ナデ

積み上 積色 2 - 6 mm{立の砂粒を
良好

住居跡 へラケズリ げ法 (7.5Y R) 含む

4 
第 4号

~ ロ 縁
機位ナデ

横位ナデ
干責みJ二 灰白色 精選， 1 -4 mmの石

良好
住居跡 斜位ナデ げ法 (lOY R) 英の砂粒
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第13表第5号住居跡観察衰

検出 IR 3-H， 4-H 

東 主E土会ニ 西 且事

264 282 

獲高 39-52 35-48 

周器等中高

最 11奇務深

8.08 

主軸方位 N-94"-W 

南 Eま 北壁

336 

44-51 

342 

36-39 

覆

形態| 不務方形

1. 10Y RM黒褐色粘性小孔隊大褐色土粒子40% ロームプロック10%植物線混入す。
2. 10Y R?{黒色粘性中孔隊大掲色土粒子30%ロームプロック10%植物根混入す。
3. 10Y RM 黒字品色粘性大孔隊小ロームプロ~ 140%植物根浪人す炭化物1%
4.18Y R%黒鴇色粘性大子し隊小褐色土粒子lU:?l1ロームプ口ック40予言炭先物1%植物綴混入す。土|
5. 10Y R?{黒色粘性大孔総小綿色土粒子10%ロームプロック30%
6. 10Y RYs得色粘性大孔隙なし
7. 10Y RJず焚褐色粘性大孔織なし粘土である。
8. 10Y R:v.掲色炭化物5%ロームプロック10%焼土2%混入粘性大孔隙やや小浮石 1%混入

壁
一
床

傾斜角92"-109.5"を計る。

床面より北壁東寄に 1侭，南壁j1!i寄に 4個及びカマド燃焼部分に 1倒の壊が検出されている。

ピット

p， 24x21X1たm西援北寄外に位置する
p， 23x24X21cm酋墜中央外に位置する
お 30X30X15cm溺援東寄外に位置する
p， 28X 30X 14. 5cmカマド煙道部南lftUに位遺する

Ps 42 X 50 X 24cmカマド，燦出音11北側に位援する
P6 27X 33X 13cm北援，中央外に位議する
P725X30X17cm 北壁，西寄外に佼援する
住居跡内lこpitの検出はできなかった。

位澄 1東設やや衛寄

1. 7.5Y R.%明褐色粘性大孔総なし粘土である
カ I2. 7 .5Y R:v.褐色粘性やや大孔隊小ノぐミス約10%混入

3.10YRYs褐色粘性大孔隊なしパミス約3%混入焼土約10%
4. 5 Y R.%明黄褐色粘!生'大孔際なし焼土である
5. 10Y RJ1褐色粘性大孔l療なし粘土である
I 6. 10Y R交 11昔褐色粘性中孔隙やや大炭化物を約50%混入浸土|

71 ~ 17目 10YR.%に_a:い貧褐1!2，粘性やや大孔隊小ロームプロ yク約10%混入
自プ7.5Y R.%権色粘性大孔隙なし粘土!習である
9. 10Y R対灰安婦色粘性大子Lf.J:VJ、パミス約3%混入
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第26図第5号住居跡出土遺物

第14表 第 5号住居跡出土遺物観察表

挿図 出土 法 軍国 (cm) 言問 整 (地 文)

番号 I也点
器形 吉E {立 成形 色調 胎 土 焼成

口径 体後 底径 器高 外商 内 函

1 
第 5号 小形 ロ縁~底部

(12.7) (8.7) 13.2 
横位ナデ 機位ナデ，内面に煤状の 緩み上 緩色 3-5mmの砂粒

良好
住居跡 の主主 底部一部欠損 ヘラケズリ 炭化物が斑点状に付着 げ法 (5 Y R) を微かに含む

2 
第 5号
E建 ロ 縁

横位ナデ
横位ナデ

積み上 にぷい程 2 -5闘の砂
良好

住居跡 ヘラケズリ げ法 (7.5Y R) 粒を含む

3 
第 5号

王星 ロ 縁
横位ナデ 横位ナデ，内商に煤状 積み上 にぷい援色

砂粒を含む 良好
住居跡 縦佼ナデ の炭化物付着 げ法 (7.5Y R) 
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第15表第6号住居跡観察表

法!号室 長

嬰高

340 

一一
m

街 君主

円し
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4

'
 

口
U

跡
一
一

農
一

7

住

了
l

号
一
区

n
o
m
 

第
一
出&u

ヘ
6
庁

a

27， 28， 29 図版 1 10， 33 

350 

墜来 空ま

40-83 67.5-72 

閣議深

最 11笥j蒋深

面積

主紬方位

12.08 

援土

N-107・-w
1. 10Y RYz蒸褐色粘性小孔隙火筏 1- 5 mm程のパミス 5-7%賞

褐色土粒 2-3%

lOYR7{黒色校性小孔隙小ノバス 1-2%
10Y R.%黒褐色粘性やや有孔隙やや有賀褐色土粒10-15%炭化

物 1- 29元

4.10Y RY，黒褐色粘性やや有孔11都小賛褐色土プロソク25-30%

傾斜角102匂_112'を計る，あまり遺存状態のよい墜とはいえない。

北段中央寄りのpitそばに 5-30cm程の礁がかたまるようにして検出されている。

不整方形

5. 10Y R.% !f.'，褐色粘性小孔i涼小キメキ1lIかく均質
6. 10Y RY，黒褐色粘性大孔隊小賞褐色土粒 7-10%

7. 10Y R;l{褐色粘性大孔隊小

8. lOY RYz黒褐色粘性小孔l涼大
9.10YR'l{怨色村性大干し隊小
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P5 48X53X15.5cm ~t陵中央より約60cml呈のとこ
九 15X15X8cmカマド右下Ih西側に位置し，多数のi立物をf'loなう
P，llOX147X15cm四段中央(外)に{立援する

位置|南駿やや中央

夜こ仁

1. IOY RYs賞褐色1ニ粘性弱牧子は極めて細かい泉色土が若干ではあるが簿くかぶさっている。
2. IOY R7i黒色土粘性有しまりあり 5YRYa赤鵠色焼土申立59'~炭化物 2%混入
:1. 5 Y R%'明赤褐色焼土粘性なし孔隙な l'J、~大の固まりとなっている (ft昌まりをくだくとキメ細かくさらさらしている)fliJくてもろい 9
4. lOY R}-i灰t1t溺色土枯性有干し隙なし軟らかい憾小の明亦偶色娩土粒を多量に含んでいる。
5. 5 Y RYa赤字品色焼土粘性なし孔隙なし(キメ細かい粒子のあつまり，きらきらしている)煩いD
6. 10Y RM  ~音褐色土粘性有やややわらかい 5YR%，明赤褐色土粒 159-& 炭化物 596混入
7. 10Y RM精縞色土粘性有やややわらかい 5YRYa赤褐色焼土のかたまり(小~中)lo9G混入
8.IOYR%筑褐色土幸占1'4:有孔隙なししまりあり 5YR赤縞色焼土(ボロポ口する→モ百イ)15%混入
9. 10Y R}-，黒褐色ニヒ枯1"1弱軟らかい (10YR封筒色の)粘土のかたまり(lO~15mm) 3 '}O縞物根性4入
10. 10Y R~l 黒色土枯11有孔隙なし軟らかい憾小~小の小石を含む(洩士)
11. 5 Y R巧 H百赤褐色 f占性f扱弱かた〈てもろ¥.-'"，極'J、一極大までのかたまりがあつまっている¥(だ〈とさらさらした利子くミレト〉となる)
12. 10i i{ 対埼潟色二七粘.rl:;5.!Lp~i なし 5YR3?-&U告掲色焼土めかたまり (lO-15mm) 30~6 lOY R4 褐色粕土めかたまり (IO-15mm)30% 
1:1. 10Y R~ m渇色料'1'1'釘干し隊小村 1:(褐色夜lO-20rnm)混入 5 炭化物 1
14. 1日YR}-{黒褐色粘性あり粘土のかたまり(明資潟色極少~大)20Q-':;浪人
15.IOYRL!{黒色粘性あり柔かく炭化物混入
16. 10 Y R7i黒色粘性あり 8aよりしまっている。炭化物3~tJ混入
17. 10Y R}i 主主褐色土中占性ありしまりややあり賀補色粘土のかたまりが29，o出入
18. IOY R汚 1，¥¥潟色七黒褐色土をかこむように，黒褐色土のまわりに 5YR対赤褐色焼土が認められる色村性55モロイボロボロしている a

燃焼吉lil立ひ損燃焼郎東i開!のいtの底古1¥には妓けたあとがみられるロまた，納部の芯村にmいられたと忠われる。焼けたあとのある。 27x37cm
の唆と43><'lOcm (割れている)の礁が倹tHされている。また僅道部中央:には煙i泣郊の補強村をよ思えた跡と忠われるpitが 2つ検出されてい
るつ

カ
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第29悶 第6号住居跡出土遺物

第16表 第 6号住居跡出土遺物観察表

挿図 出 土 法 蚤 (cm) 調 務(地文)

番号 I也 占
器形 部{立 成形 色 調 胎 土 焼成

口径 体径 底径 器高 外函 内面

1 第6号{主E奇跡 ~ 臼縁
ナデ

ハケメ 積み上げ法
(外)にぶい澄色 1 -4 mmの砂粒を

良好
へラケズリ (内)灰色 (7.5Y) 含む

ヲ 第 6号{友康鈎: 喜望 ロ縁
ナデ

横位ナデ 積み上げ法
にぶい援色

砂粒を微かに含む 良好
へラケズリ (5 YR)-褐色

3 第 6号住居跡 察 口縁
横位ナテー 機佼ナデ

積み上げ法
に_.，い糧色 砂粒を微かに含む

良好
ヘラケズリ ナデ 外函一部，緑灰色 石英を含む

4 第6号f主情跡 褒 口線
核{立ナデ

横位ナデ 積み上げ法
t戸噌山~"'1ー，、悟日缶〕 砂手立を微かに含む

良好
へラケズリ (5 Y R) 石英を含む

5 第6号f主!苦幼: 時治、五 ロ縁 横f立ナデ 検位ナデ 積み上げ法
に.... ~.:い褐色

砂粒を微かに含む 良好
(7.5Y R) 

6 第 6号f主E奇跡 き提 底部 へラケズリ 検位ナデ 積み上げ法
にぶい筏色 砂粒を含む石英を

良好
(5 Y R) 含む

7 第6号住居湖、 E重石 径9.3X7.5X5.7cm 石質 安山岩

8 第 6号{主居跡 際石 径7.5X7 .OX 7 .3cm 石質 安山岩
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第 7号住居跡A l挿図I30， 31 |函版I11， 34 
検出区 9 - 1， 9 -J， 10ーし 10-J

東 壁 西 壁 南 壁 ~t Eご巴事

法 壁長 く444> <456> <443> <449> 

壁高 く20.9-40.2) く3.5-15.7>

周溝幅 5 -13 5 -10 

最 周溝深 3.0-18.3 0.9-9.0 

面積 く20.24)

主軸方位 N-85D-E  !形態| 方 育3

1. 10Y R.%黒褐色粘性大孔階小粘土25-30%混入
覆 ニヒ 2. 10Y R1丸

J

黒色粘性やや有孔階大賞褐色土粒15-20%混入
3. 10Y R対褐色粘性大孔[1事小粘土で砂質粒がやや混入

壁
北壁及び西壁がほとんど検出できなかった。

また検出された他の壁面の保存状態もきわめて悪い。

周 溝 東壁のカマド両1HU極〈僅かと南壁の一部に検出することができた

P1 20X20X26.7東壁南側隅
P228X30X31.5南壁外中央付近
P315X26X7.8南壁西側
P4 44X46X20南壁西側
PS 31X50x36.2南壁西lfiU隅

ピ y
日 26X31X8 西壁南1HU
ト P7 37X45X16.6西壁中央付近
P8 41 X46x30商壁北側隅
Pg 44X47X31北壁東側

PIO 30 X 34 X 19 . 5北壁東側隅
Pn 41x45X18.5 f玄関跡内北西側
PI2 115X 168X 17.8北壁中央付近

カ f立置 東壁南寄り
一二F

カマド本体部分に芯材を立ててあったと思われるpitが検出されているが，芯材に使用されたと思われる
石村は見あたらなかった。またこのカマドは拡張後も S1007Bと共用したものと思われる。
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第18表第7号住居跡B観察表

第 7号住居跡B 挿酉 I30， 31 
止 一」一一

|図版 I11， 34 
」一

検出区 9 1， 9 -J， 10ーし 10-J 

東 壁 西 壁 荷 壁 北 壁

法 壁長 702 600 618 684 

壁高 50.6-78.2 17.8-28.1 38.8-65.5 25.2-40 

崩溝11届

量 間溝深

閥横 39.6 

主軸方位 N-83.6-W i形態| 方 背3

1. 10Y R.%黒褐色孔際大ロームブロック20-30%混入植物根入る

2. 10Y RYz黒褐色孔瞭小ノfミス10-15%混入

3. 10Y R3{黒色孔際小ロームブロック 5-7%混入

覆 土 4. 10Y R%黒褐色孔隙小粘性有賀褐色土粒40-45%混入

5. 10Y RYz黒褐色孔隙小粘性有ロームブロック 2-3%混入

6. 10Y RYa暗褐色孔隙大ロームブロック50-55%混入

7. 10Y R.%黒褐色孔隙小ロームブロック60-65%混入

壁 床面に対する傾斜角は98
0-1120を計る

カ 位置 東壁南寄り

て7
カマド本体部分に芯材・を立ててあったと思われるpitが検出されているが，芯材に使用されたと思われる

石材は見あたらなかった。まだこのカマドは S1007を拡張した後も共用したものと思われる ο
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第30図 第7号住居跡出土遺物

19表第7号住居跡出土遺物観察表

外

栴{立十テ。斜位十デヘラヶズ'1

認定 形
{S也文}

内筒

繍(cナデ.ハケメ 燦枚の炭化物付着l摘ん上げ法lに揃い極色 (7.SYR) 紗位を含む

慣位ナデ i摘み上げ後|にぷ唱色 (1.SYR) 砂酎含"良好

側み上It法|によい樋色 |トS間程の砂絵吋む|良俗

i摘み上げ絵|に品岨 (7.5VRl 蹴を磁かけむ いHf

暢みが惜|浅賃借色 (7.5yft) 秒間含む |良俗

伽上げ法いこaい縄色 (7.5YR)慣色 (7.5YR} 川町制 良好

都げ法|回(1，5YR) 同併合む 食時

恥 U世 l'こ品暗色(7.5YR) 砂粒を含む 良好

機み上ず法鐙色 7.5YR) 純を含む 良好

機み上 Y偉 業貧虚色 7.5YRJ !3..{i):01砂粒を含む 良好

鯛み上{陪1I受賞担色 (7.5yR) 砂伎を含む 11¥妻子
繍み臼惜i夜褐色{7.5YRトにa い夜色村 SYR，I砂監を含む |良好

止岩叫戸体一徒!μ量1L底一J筏JJ{同刊1下l(ト})箆
r当吋出出出計h汀h百五
出ト
l~紘

_'  1 i lI!と竺斗一一斗--t

任二三

-r川
結::;長十円 J 己

ナデ。へラケズ'1

慣(<ナデ

1慣位十デヘラ Tだ '1

1欄包ナデヘラ Tズリ

l州立ナデ
辺広文て二百
1慣{位+ヂ o!(立十デ

i補佐ナデ鍵位ナ r

1徽位ートデ 縦fiI-t"デ

l慣位ナデ健主+ヂ

!柵位十デ 縦to:ナデ

i俄，[ナテ二ヘラケズリ

'"位ナデ 事H立十デ

一 一一|腕十デ.縦{廿デ.ヘラケ丈リ

E 
z 
贋位十デ |悔み上げ法|筏渇色 (7.5)'R) 砂役を含む !良好

格ゐ上げ経!黒偽色(7.S)'R}-にj:い縄色(7.5YR)!鐙かに砂制含む !良野

摘み上げ法!慣色 (5YR) 12l1:li位の砂位を含む |良M

m 円 ↑瓦必五日灰白色什0'1'Rl -iX実績色(lOYR) ¥闘を含む ほ降二

f 
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第7号住居跡A

長〉

第 7号住居跡B

第31圏第7号住麗爵l

75~78 -



。。
;。唱
にt

。
。 O 

D 
じ
¥0  

。
。

第20表第S号住居跡観察表

民T

法

周溝lt詰

20.0 

N-7"-E 

西 笠 南安 北壁

435 531 455 

12-19 23-45 15-23 

9.0-20.0 

5.7-13.。

形態i 長 17 If~ 

f重 ニiニ

1. JOY RH黒色裕資なし干しF京大バミス10-15%合部分的貧
褐色こUI'守合む
黒色パミス下層50%粘性弱孔隙大
崎補色やや粘質孔隙小まじり物なし

黒褐色やや宇占質孔隙小ノマミス~0-40%
黒字島色粘性弱孔隊やや有ノぐミス 7-10%

lOY R:"'i 品色粘怜弱 iLl;京大必 3ミス l
10YR7i"黒褐色村性弱干しF京大賞掲色土粒J()-l日%ノぐミ

ス3-5%
8. JOY RH黒色粘性やや有干し隙大ノマミス20-309"6
9. lOY R汗黒色粘tH5干し隊大ミス i-10% 

堅
一
床

傾斜角92.5ロ-99"南側の唆だけ143.5"ありこれはセクション図の際ー古いカマドの kを通したためで卒、る

北i!Ii階方向に37X39cm程の炭化物範聞がJil.られる

ど y

議|カ7 ド悶側より p，まて"わずかではあるが周滋が見られる。その他には見られないc

P， 14x24X26.8 カ7 ドB西側隅 1 P625X37X15.6 
P，12><2'!X16.3 j主情跡北壁西jftlJ隣 I P; 25><25X10.8 
ト|日 13X23X11.1 住厨跡北壁東ifilJ隅 }主投穴 P，31X35X13.7 
れ 13.5x 20X 20. 9住居跡南壁東叙IJ隅 j P9 28x 32x 20.8 カ7
P， 30X36X24.8 カ7 ド8の燦出し干し PIO 35X56X18.8 カ7

2つあり カ?ドA 南俊東寄り カ?ド日 南壁西寄り

開

iJ 
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第21表第8号住居跡出土遺物観葉褒

持関 出土 法量 (cm) 言湾 主主(地文)

番号 地点
l1':F形 部位 成 lB 色 調 給土 焼成

口径.体後段径銭高 外 面 内 E耳

34叩 1
第8号
.t:p ロ縁~ (13.3) (5.1) (4.9) 

ナシ，ロクロ右凶 へラミガキ
ロクロ水挽き 機色 (5Y R) 

砂粒を
良好住居跡 底部 転糸切り 黒色処理 微かに含む

2 
第B号

t手 ロ縁 (11.6) ナシ ナシ ロクロ水挽き
lこ.J;'、後色

砂粒を含む 良好住居跡 (5 Y R) 

3 
第 8号

王手 口縁 ナシ ナシ ロクロ水挽き
i受賞t景色

砂粒を含む 良好住居跡 (7.5Y R) 

4 
第8号

I手 底部 (5.4) 
ナシ

ナシ ロクロ水挽き
j荒賀援色

砂粒ーを含む7 良好住居跡 ロクロ回転糸切り (i.5Y R) 

5 
第8号

河: 底部 5.6 
ナシ へラミ Jゲキ

ロクロ水挽き に.J;'、賛緑色
砂粒を

良在子住居跡 ロクロ回転糸切ワ 蒸色処濠 微かに含む

8 
第B号

工手 底部 (5.7) ナシ，回転糸切り ナシ ロクロ水挽き
i支賞授色

砂粒を含む 良好住居跡 (lOY R) 

7 
第8号

主要 口縁
機{立ナデ

1町立ナデ 積み上げ法
浅草tt畳色

切粧を含む 良好伎房跡 へラヶズリ (7 .5Y R) 

B 
第8号

護 ロ縁
機位ナデ

有者位ナデ 積み上げ法
灰賀補色 砂粒を

良好住居跡 ヘラケズリ (10Y R) 微かに含む

9 
第8号

~ ロ縁
持者i立ナデ

検位ナデ 核みJ::.I-r法 灰白色(10YR) 砂粒をf3-む 良好住居跡 ヘラケズリ

10 
第8号

裂 ロ縁
機位ナデ

積位ナデ 積み上げ法 控iR実色1)rtー板(H色に7YJ{7山R.5、)資Y 砂粒を含む 良好{主梼跡 ヘラケズリ

11 
第8号

袈 ロ縁
被{立ナデ

1積{立ナデ 積み上げ法
に，，);い賞燈色

砂粒を含む 良好住居跡 ヘラケズリ (lOY R) 

12 
第8号

亨，.桂、ー ロ縁 居者f立ナデ 徴f立ナデ 干青み上If法
にぷい燈色 砂粒を

良好住民跡 (7.5Y R) 微かに含む

13 
第8号

褒
ロ縁~

(17.8) 
機位ナデ

機位ナデ 積み上げ法
1美賞燈色

砂粒を含む 良好住居跡、 胸部 へラケズリ (10Y R) 

14 
第8号

主翼
ロ縁~

(21.6) 積認ナみめデ，上らへげれ痕るラが，ケ横多ズ位〈リ 機位ナデ 積み上げ法
に.;.い鴇色

砂粒を含む 良好住居跡 11何部 (7 .5Y R) 

35-1 
第8号

霊童 口縁 (21.1) 被位ナデ 横位ナデ 積み上げ法
に.;.い賞tlt色~

砂粒を含む 良好住居跡 燈色

2 
第8号

言語
ロ縁ー

(23.9) ナデ
横佼ナデ

積み上げ法 灰白色(lOYR) 
者HlLを

良好住居跡 日阿部 縦t立十デ 微かに含む

3 
第B号

き提
目同音11-

13.5 
ヘフケズリ

斜位ナデ 積み上げ法
に.;.い援色

砂粒を含む 良好f主E奇跡 底部 木業f良 (5 Y R) 

4 
第8号

事虫急、百ー 底部 11.0 ヘラケズリ，砂底 ナデ 積み上げ法
に_'.い紫燈色 砂粒を

良好住居跡 (lOY R) 微かに含む

5 
第B号

袈 底部 (7.4) 十テ¥砂底 縦{立ナテ' 積み上げ法 i炎赤液色 砂校を含む 良好住居跡

6 
第8号

褒 底部 ナテ二砂底 ナデ 積み上げ法 i究賞綬色
砂粒を

良好住居跡 微かに含む

7 
第8号

写虫匝、 底部 7.6 
ナテ二へフケズリ

ユビナデ 積み上げ法
にぷい援色 砂粒を

良好住居跡 の×印カgある (7 .5Y R) 微かに含む

' 内8 I 第B号 l 叶筈~ 11占E主 叩首ili
住居跡

1へラケズリ lナデ 1 1 ((舛(内7))5に灰Yぷ褐R色勺)怨色 I 若一林古を一 1 好-
積み上げ記長 微かに含む

9 
第日号

饗 底部 ナデ， x印あり 機{立ナデ 積み上げ法
に.J:い筏色 砂粒を

良好住居跡 (7.5Y R ) 微かに含む

第8号
司虫耳、 ロ縁~ 14.4 (7.8) 13.8 

機{立ナデ
横位ナデ ロクロ使法用，、 援色 (2.5YR) 砂事立を含む 良好36-1 

住居跡、 胴部 翻転糸切り 積み上げ ) 

2 
第8号

褒 ロ縁 (19.2) ナデ ナデ
ロクロ{変用

i発賞授色
2 -6 mmの

良好住居跡 積み上げ法 砂粒を含む

3 
第8号

玄言笛、 胸部~ 8.4 ヘラケズ，)，砂底 縦位ナデ 積み上げ法 褐灰色
砂粒を

良好住居跡 底部 微かに含む

4 
第8号

言語 底部 (10.0) 
ヘラケズ 1)

在者位ナデ 積み上げ法 lこ.• h い|霊
砂草立を

良好住居跡 スス付着 微かに含む

第8号
主S陣語、 !な部 (9.4 ) ナデ，ヘラケズ 1)

ナテー
積み上げ法

十守色と 3 -5 mmの
良好5 

住居跡 (指頭庄ti!O にぷL寸在色 砂殺を含む

第8号
喜望 底部 (8.4) ナデ +デ 積み上げ法

i受賞様色
砂粒を含む 良好i住居跡 (7.5Y R) 

/ 
第8号

褒 !ま音11 8.2 ヘラケズリ ナデ 積み上げ法
にぷい焚援色

砂殺を含む 良好|住居跡 (lOY R) 

8 
第B号

袋
E同苦il-

9.1 指頭圧による調繋 縦佼ナデ 積み上げ法
にぷい黄鐙色

砂宇立を含む 良好{主情 lま音E (10Y R) 

- 88-
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第22表第9号住居跡観察表

第 9号住居跡 |図版i比九は 37|帰図|払 38，39 
検出区j16ーし 16ー J，17ーし 17-J

東段 回壁 南壁 北設

ρ
h
u
 

ハud

F
O
一

勺

a

m
一
~QJ
 

ワ
'
ワω

464 

8.3~19.2 

551 

13.6~42.3 

|形態| 長方形

1 . 10Y R7{黒色粘性少なくサラッとしている。パミス及ぴ地物根を含む

2.10YR73'黒褐色孔|療性少なくしまっている。植物根を含む

3. 10Y RYz黒褐色粘性大でしまっている。炭化物及びロームプロックがある。

凍 土 I4. 10Y R%にぶい賞褐色ロームブロソクかたくしまっている
5. 10Y R%' ~音掲色孔際性大でロ ムブロックを20~25%含む

6. 10Y R7{黒色サラッとしている 70~75%の浮おを含む

7. 10Y R73'黒褐色粘質性がありしまっている。 1~2%の浮石混入植物般を含む

壁 i傾斜角96'~112' を計る。壁材の篠認はされていない

床 I i末簡において lû~3ûcmの撲が非常に多ν~ 床1liJ，西 í~q 中央に 30cmX20Ci百程度の炭化物の範囲が確認されている

周 溝i住居跡商壁南側偶から東に向かつてわずかではあるが検出されている

P1 25x17X20cm北壁東側隅に位置する主柱穴

P， 25x25X 16cm北壁東側寄りに位置する
P3 15X25X14cm北媛西側隅に{立寵する } 

P. 20X23X26cm r有壁西側隅に位置する }主柱穴
P510X10X23.5cm南壁東側隅に位遣する j

p， 56x58X40cm jl1i星空南寄り，設より 40cm程のところに位援する
p， 62 X 62 X 1 5cm北楚西寄り，墜より4ucm程のところに位置する
P861X61X30cm南壁西寄り外債1)にi立援する

位議 11有壁東寄り

ピット

す3 1. 10Y R好黒褐色焼土及11炭化物が点々とi1tじっている粘i'[t1あり

2. lOY R%褐色ロームブロりク

3.lOYR%褐色粘質性大で均質焼土が混じっている

I 4. lOY R五泉郷色粘質性大で均賃
マ 11宜土|

5. 10Y RY.褐色子L~軍性あり焼土及びロームが15-20%含まれる

16.10YR%tを褐色サラ vとした!惑があるが硬くしまっている

7.7.5YR%'U音褐色粘質性に富みやわらかい焼二を 20~250ó含む

ドI I 8. 10Y RH黒縞色孔隙伎ありボゾボソしている

燃焼音1¥におp て炭化物が検出されている。また， '広村・補強村であったと思われる 10cm~35em尽の礁が数個倹航されている

89 -
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第39図 第2号f主居跡出土遺物

第23 第 2号イ主語跡出土遺物観察表

帰国 法 量 (cm) 郡守 務(地文)

焼成|喜子号 出土地点
~~1f~ 苦~t立 成形 ニヒ

口径 体筏 底{歪 苦是 高 外在百 内溜

l 第9号{王蔚跡 霊5 口縁 (17.2) 
f黄f立ナデ

機{立ナテー 積み上げ法
に_"い褐色

砂粒を含む「 良好
ヘラケズリ (7.5Y R) 

2 第9号住居跡 支官被、 ロ縁 16.2 
章、げ立ナテ'+

被{立ナデ 積み上げ法
に_"いネ笠色

砂粒を含む 良好
へラケズリ (7 .5Y R) 

3 第9号住居跡 3三6后1ミ百 口縁
へ弓ケズリ

ナデ 積み上げ法
に_"い様色

砂半立をi故かに含む 良好
十デ (7 5Y R) 

4 第9号住居跡 望~ I口
横f立ナデ

横{立ナデ 積み上げ法
浅黄色

砂粒を含む 良好
縦位ナデ (2.5Y) 

!) 第9号jj二倍跡 3エ'.l色、E 口縁 被1立ナテ 機位ナデ 積み上げ法
灰褐色

砂粒を含む 良好
(7.5Y R) 

6 第9号居跡 宮5 日繰
寝a立:ナ子ぷ

備位。ナデ 干j'[み上げ法
i明褐灰色

砂軌を含む 良好
斜i立ナデ (7φ5Y R) 

7 第9号住居跡 ~ 口綾
有首位ナデ

1黄{立ナデ 積み上げ法
明鵠灰色

Ii'T:t立を含む 良好
縦f立ナデ (7.5Y R) 

8 第9号住居跡 宝ヰ 口減 織i立ナデ 機{立ナテ 摘み i二If法 UJj褐灰色 砂粒を含む 良好

9 第日号住居跡 写~1.具、E 口総 横位ナデ j黄{立ナデ 積み上げ法
i主主t般色

砂粒を含む 良好
(7.5Y R) 

10 第9号住民跡 E三ム恒、 1:1主主 債依ナデ 首長IlL:ナデ
千百み1:-.1")'法 ;主政府色

砂粧を僅かに含む 良好
ロクロ使用 (7.5Y R) 

11 詩~ ~l 干子{主E奇跡 £晶lli、 底音11 〈、ラケズリ
潟灰色

砂粒を僚かに含む 良好ハケメ
|船上げ法 (7.5Y R) 

12 第9号住居助: 鉄室p 残存長7.2cm 径O.35XO.3cm 断関 l土 rt'~
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第24表第10号住居跡観察表

西 壁 南

852 

。。
口。

壁 1ヒ 壁

812 828 

主軸方{立 N-2"5'--W i形態| 方 7fラ

?量

壁

床

周

1 . 10Y R;巧黒褐色粘性弱孔i革大植物根による撹乱多い。
2. 10Y RY.i褐色粘性弱孔隙比較的少ない植物根による撹乱多く. 1ft褐色土ブロ、リクが混入する。

土i3川間関色粘性弱孔l濠比較的少ない粘土削ぴ炭化物粒若干含む
4. 10Y RJ{黒色粘性弱孔隙大

10YR;{暗褐色粘性有孔隙比較的少ない賞褐色土粒若干量混入する。

6. 10Y R月黒褐色粘性弱干し階大非常にボソボソしている黄褐色土粒が多量に混入する。

)R壁及び北壁ともに102。を計る。南竪は第 9J号住居跡に切られているため検出はほぼ‘不可能であり，また
西壁はほとんど掘りこまれずに周溝が検出されているのみていあるの

床全体に焼けた跡、が残っており，焼失家崖であったと忠われる。

P223井、32:X:14cm北壁の東側隅

P339><18:X:18.5叩南壁の東側隅

Pg 32>< 30>< 11. 5cm北壁のやや中央より東側

PlO 40:X:21:X:48cm北壁の東側隅

ピ ッ トIP4 40:X:34:X: 8 cm南壁の西側隅 Pll 37:X: 38:X: 22. 5cm北監の東側隅
P5 42>< 28:X: 22. 5cm 西南隅

P620:X:23:X:16cm南壁の西側隅

P734:X:29><13cm雨壁やや中央より西側

P12 71 >< 73 >< 18cm北濯のやや中央より西側

Pl1 21>< 1 7>< 45cm ~tll互の西側隅

P14 40><39><14.0北壁の西側隅
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第26苦笑 第li号並居跡観察表

検出区 118-G，18-H， 19-G， 19-H， 20-G 

東 壁一一一下一一西 陵 北壁

508 

19-34 

24 

If:i 

-3 "ミス含む

中央昔11やや北IIIU. I有授東IWJ即時

す]

10Y 
j(}Y 
lOY 
5Y 
I.'JY 

2.5Y 
5 Y 

9. 10Y 
lO. lOY 
11. lOY 
12. lOY 
13. 7.5Y 
14. lOY 

一ι 覆ニ1:

Illi部分のJt.:..'村及び天井部の補強に用いられたものと忽われる。煙i宣告Eの!哲i前i

102-
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第il号{主農跡出土遺物観察表

td'図 社[1¥ ゴー:I 器形 法:量 (cm) 調 整 (ll!!. 文)

番号
古r， f_立

仁! 筏 ItMi 底径 ~ii高
rr't )f; B ;V~ 絵土 焼成t也点

タト

44-] 
第11号

古里
ロtま~ (B.9) 横佼ナデ 機伎十デ，料{立ナデ f法 fY灰) fH奇跡 胸部 r、、ラケズリ 黒色処理 f 

。ム 第11号 上手 (ヒ 口事ま-1(13.0) 4.6 5.2 
ナシ，ロクロ:ti1Ul

ヘ黒色ラ処ミ王ァ立γ!キ
ロケロノJ(.j免 にぃ筏e

良好住居跡 。市器) 俊幸ii i 車王寺号切り 、三司号 (7 .5Y H) 

3 
第11号 王手(二iニ底部I ナシ ロケロキ:主主 I王主t坊!色
住居跡 ~i~器) i iロクロ恒l転糸切り 紫色処湾 き (7.SY H) 

4 
第11号

f下 底音1¥ ナシ ナシ
ロクロ水J免 時色| 桝|

伎E号跡 2 (7 .5Y H) を磁〈微か 良好

5 
者111号

主語 ロ 主ま ( 21.2) !被i立ナデ，縦依ナデ
にふし=主t(1育

iiJ宇3立-をSm含mOむ7 f主焼跡 純計なナテ 色(1Oi'H) 

5 
第11号

王室 ロ縁 (23.5) 
事費f立ナヂ

債{立ナデ，斜{立ナテ 砂粒を含む 良好住居跡 弓ケって1) fi'tみ臼f法 w fluY R J 

7 住第居11跡号、 ~ ロ 章表 (21.3) チテラヴズ') t察在主. 長首位ナデ 積み上げ法
にぷい〕お:援 2--411H!lの

良好
色 紗粒を含む

8 
第11号

王建 口綾 (15.5) I 
横{立ナテ'

持占{立ナテー 千i'tみ tlfi去
淡路色

li対立をむ 良好住居跡 ヘラケス:') (5 Y H) 

9 
第11号

事Jロ筋n、 日繰 1創立ナデ i(l創j祭立fナ[)，デ機十t{fiEf{ナ3'[ナデデ fj'lみ j二If法
J主主t鐙色

砂続を含む 良9f住民跡 (10Y H) 

10 
第11号

吉里 口綾 間{立ナデ 主主位十テ“ 干高み 1-げ法 i支声tff.t色
{ゆ本立を

E山i住居跡 (7 .5Y H) 微かに含む

11 
務11"'7

三塁 口縁
横{立ナデ 術{立ナデート事}位ナデ

積み上げ法
lこぶいね色 配合すJLを

良好住蔚跡 李トf:iL十テマ |町立ナテ (7 .5i' H) 微かに含む

]2 
第11号

多3降，1，、 []縁 院{立ナデ 徴f立ナデ 干i!(み上げ法
日刀褐J1df:.

(i外立を含む 良好伎賠跡 (7.5Y H) 

13 
第11号

主主 ロ縁 機f立+デ 権位ナテf 協灰色
砂事立を含む 良好住居跡 積み上げ~j、'1 ('7 ~5Y H.) 

14 
第11号

主翼 口 主主 被frcナテ' 横{立十テ，卒、H立ナテ 千i~(みjニげ法
褐灰色

石少中立を含む 良好住居跡 (7 .5Y R) 

15 
第11号

主要 口縁
横f立ナデ

絞{立ナテート縦{立ナデ 積み上げ法
j美葉桜色

砂粒を含む 良好住居跡 *i，j設立十子・ .5Y H) 

16 
第11号

主翼 ロ縁 横熱ろイをく立受ナなヂけっ，表て二衡い二が次る力も11 横佼ナテ' 積み上げ法
j受賞燈色

砂粒を含む 良好住居跡 (7 .5Y R) 

17 
第11号

3省g泊、Z ロ縁 横1立ナテ 機佼ナヂ
クロf疋用
時色|砂粒を 良好住居跡 干青み仁げ法 (7 .5Y R) 微かに含む

18 
第11号

要声1.、 ロ縫 横{立中デ 1町立ナテ 干員み tlfi去
{美主t掻色

砂粒を含む 良好住居跡 (7 .5Y H) 

19 
第11号

~ 口縁
1黄{立ナデ

ナデ 干支み上げ法
j美賀綬色

砂粒を含む 良好{主活}跡 ヘラケズリ (7 .5Y R) 

20 
第11号

禁E 口 主主
1町立十デ

被伎十テ 絡み tげ法
J笑1有t在色

砂粒を含む 良好住居跡 説t:i立ナ子。 (lOY H) 

21 
第11号

主翼 口縁 ユビナデ ユヒナデ 新みとげ法
j来十立色

砂世，/を含む 良好住居跡、 (7.5Y H) 

22 
第11号

苦E ロ縁
横{立ナデ

償f立ナデ，斜{立ナデ 積み上げ法
に，hし、燈色 lij41Lを

良好{主居跡、 奈H立ナテ ( 5 Y R) 微かに含む
企明企1 ‘ ム1日モ7 街i立ナテ I炎f1l'色

紗粒を含む良好|23 
住居跡

~ ロ縁
へラケズリ

機1立十デ 積み i二It法 (5 Y H) 

24 
第11号

察 ロ縁
償{立ナデ 検位ナデ十斜i立ナデ

干liみ!市げ法
l交Z有償色 。少中止を

良好住居跡 事H立ナデ 縦{立ナテ二横{立ナデ (7 .5Y H) 倒的=に含む

25 
第1H子

杢I耳、 口銭 償佼ナテ;ナテ 横{立ナデ 積み上げ法
浅草t段色

砂粒を含む 良好{王謄跡 (10 Y H) 

26 
第11号
ヨ5 日繰 横{立ナテ1縦{立ナデ

{賞{立ナデ，斜{立ナデ 千台み上It法
1受賞段色

砂を含む 良好f主情跡 黒斑がみられる(?) (7 .5Y R) 

つ“ゥ' 
第11号

袈 ロ まま 横f立ナテ; 十テ17) f横口七l織i妨立付ナ内着テIdl1に4料耳:状u):ナの炭デ 被みとli'法
j受賞援色

良好住居跡 (7.5Y H) i砂中立を含む

28 
第11号

持ユ~を司 日平，~
1黄{立ナデ

{町立ナデ もなみ上げ法
{突貫+呈色 砂下立を

良好f主腐跡 縫位十デ (7.5Y H) 微かに含む

29 
第11号

妥 ロ縁
11黄i立ナヂ 衛{立十テー

被みよげ法 m l制(わ 良好{主対跡 ヘラケズリ 断{立十デ 1-#.'1位十デ ( 5 Y R i かに含む)

30 
第11号

重E 口縁
指先f:iL-ナデ 機{立ナテ.斜位ナテ

積み上げi土 キ!i色 似4;'.を含む 良好{主底跡 (、ラケズリ 横f立十デ (2.5Y R) 

第11号
三E 臼縁

{黄{立ナデ l粒ナデ斜{日 椅み上If法 1受賞十音色 砂粒を含む 良好付:続跡 ヘラケズリ i10Y R) 

Jつつ】
第11号

妥E 口縁 (16.0 ) |附デ
横位十寸¥擦痕

約みトーげ法
億色

砂粒を含む 良好住}ぎ跡 百l(f立+ヂ (7.5Y H) 

33 
第11号

主蔓 口総 (21.8) 後{立ナデ 備位十デ 積み上げ法 砂町む|良好住居跡 色(10YR) 

-110 
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第28表第12号住居跡観察衰

第12号住居跡 i掃閲i札机 48 !図版i日比 40
検出区 19-C， 19-D， 20-C， 20-D 

E巨 Eま 商 日書 南 墜 ヰヒ 空室

法侵長 485 504 595 557 

E主高 73-82 58-50 61-73.5 57-82 

関青年幅

最周溝i采

面積 29.2 

主制bnui: N-6"-E |形態| 長方形

1. 10Y R1・3ず黒色粘性大孔路大 t貨物根混入
2.10YR7[黒色粘性大孔際大ロームブロソク 2-3%悦入

認
土 3. lOY R?':! 蒸褐色粘性大孔F京大砂質事立lC-15%if~入
4. 10Y R?五時褐色粘性大干し際大

5.10YR7[黒褐色粘性大孔隙中

5. 10Y RY.暗褐色粉性大しまりあり

且一.率一 傾斜角94"-115闘を計る。壁材等の遺材は検出していない

Eま 床面において 5cm-20cm程度の燃が多数ある

p ぉX24X23cmf:1:)O"fl.ff. .:it~~*tnljß!-!H Po 62x82X25cm住居跡東笠北側寄りに位還し，貯蔵戸;め可能性もあさ

日 26X25x 13. 5cm住居跡北壁西側隅に位澄する 主柱穴 P， 40X45X42cm住E奇跡南控外中央やや東11!1J寄りに位置する

ピット
日 23X33X15. 5cmカ7 ドlllilftlJllli壁隅にu'[援する 九 55X50X 20.5cm住居跡東唆外溺寄りに位置する

p， 18X25X25cmカマド東側に位援する P. 45X48X32.5cm (主}奇跡来援外中央やや北側に位援する

九 73X 72X 140mカマド東側来墜隣に位置し住隠跡外jl!1]に掘 Pw j胤リ方55X42X28jjl;え方26X25X30伎居跡来援外北1IIIJに位置する

りこまれている貯蔵穴の可能性もある

1]'[ liま 南笠図書子

1 . 10Y RYs焚褐色粘性大孔隙なし粘土層て"ある

2. lOY RY. rr1t褐色粘性あり孔|湾あり炭化物3%焼こ仁fJ10%混入

3. 10Y R1){ 祭色粘伎やや弱孔!涼やや大炭化物の層である

カ 4. 5 Y R%明赤褐色粘性やや弱孔織やや大焼ゴコ層である

5. 5 Y R%赤褐色粘性あり干し隙あり焼土80%以上il，¥入

6.10YRH黒褐色粘伎やや大孔隙弱炭化物30%混入

夜 L
7. 10Y R% 'tを渇色粘院大孔i涼なし焼土約 596混入粘土層である

8. lOY RJ--;5於鴻色粘性大干し隙やや~S u主径 3cm位の砂利石10%1込入
つ'

粒1交が非常に年目!かく粒径区分では，粘土灰色のしらす状のブロソア (5-10cm)を含む

9. 10Y Rj{黒色粘性やや大干しi涼弱ノぞミス :19-6混入

10. 10Y R%' 崎褐色粘性やや sj~j 干し燃やや大賞総色土粒子lOq，ó浪人

11. 10Y R%  ~主褐色粘官1:弱干し務大淡fじ物50% 焼 1:10%混入

12. 10Y RYs日月賞褐色村性大孔隙なし粒1~t区分ではンルト!脅じたいとしては非常に堅後

13. 10Y RYz黒褐色粘|主有干し隊有 Jぐミス 5?-6ロームブロゾク約10%;混入

カマド本体の泣存状態が非常に怒<，そのため治部分の確認がむずかし Lらまだ俊道音1¥におけるIt]fi討の形態は三角形であり，カマドの(七

付{立倹出きれていない
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第29表 第12号住居跡出土遺物観察表

十番事号図
法量 (cm) 言問 整 u也文)

出土地点 器形 部位 成形 色 議 給 土 焼成

口径体径底径器高 外 面 内面

1 第12号住居一跡 I干: 口縁 (13.0) ナシ ナン ロクロ水挽き 浅賀援色 (7.5Y託) 砂粒を僅かに含む 良好

2 第12号住居跡 Z連 口縁 斜位ナデ ハケメ 積み上げ 灰褐色 (7.5YR) 砂粒を僅かに含む 良好

3 第12号住居跡 Z葉 口縁 ナデ J、ケメ 積み上げ 灰色 (IOY) 砂粒を含む 良好

4 第12号住居跡 王室 口縁 l黄位ナデ，縦位ナデ，ヘラケズリ 横{立ナデ 積み上げ に，..i:ぃ褐色 砂粒を健かに含む 良好

5 第12号住居跡 Z草 ロ縁 十デ，ヘラケズリ ナデ 積み上げ 鐙色 (7.5YR) 砂粒を僅かに含む 良好

6 第12号住居跡 Z星 口車量 備位ナテF 横位ナテ 積み上げ によい貧弱色(lOYR) 砂粒を含む 良好

7 第12号住居跡 Z更 底部 (5.6) ヘラケズリ j、aケメ 積み上げ に..;:い援色 (5Y R) 砂粒を{韮かに含む 良好

8 第12号住居跡 褒 ロ縁 (18.9) 横位ナデ.へフケズリ J、"r，J 積み上げ 燈色 (5Y且) 砂粒を含む 良好

9 第12号1主屑跡 宮署 ロ縁 (23.1) 憤位ナデ，ヘラヶズ 1) 横位十デ 積み上げ 援色 (7.5YR) 砂粒を含む 良好

10 第12号i主賠芸事 主連 底部 (8.5) へラケズリ，木業譲 ナデ 積み上げ 灰白色(lOYR) 砂粒を僅かに含む 良俗

11 第12号住居跡 Z主 底部 (4.0) J、フケズ 1) j、dケメ 積み上げ 浅1電器色(lOYR) 砂殺を僅かに含む 良好

12 第12号住居跡 受 底部 (7.2) ヘラケズリ ，、ヶメ 積み上げ 設色 (7.5YR) 砂粒を含む 良好

13 第12号住居跡 設大長4.5 設大繍4.3 J享1.1 表面右下辺を刃部として使用
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第5土境

検出玉下日

関口部在|底 往1* ~寸傾斜
目o I 196 I 50 

1.10YRYz黒褐色やや粘質孔瞭大賞褐色土ブロック 5-7%ノfミス 3-5%
2. a. lOY R1}i'黒色孔隙棺大ノfミス10-15%
b. 10YR1}i'黒色やや粘質ノfミスi見入は健か
3. a. 10Y RYz黒褐色粘質孔瞭小黄褐色土粒及びブロック10-15%焼土粒も若干混入する
b. 10Y R7i黒色粘性小孔隙大パミス10-15%混入
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法 量
角

98' -107' 

覆 土

第31表第S号土境観察表

1 . 10Y RYa蒸褐色孔隙大浮石混入
2. 10Y R7i黒色炭化物混入
3. 10Y RYa黒褐色焼土部分

覆 土 I4. 10Y RYz浮石 2-3%混入孔隙大
5.7.5YRYz黒褐色土孔隙少ロームブロック混入
6. 10Y R%黒褐色土孔路大
7.7.5YRK褐色粘質性しまる

第7号土境

検出-E了寸;一日

第32表第7号土境観察表

|挿図I49 I図版I22 

法量
関口部詮 | 底
156 I 

，吋“開

f土 i 沫

136 40Lオ fL真 奈ト 角

115' -118' 

1 . 10Y R7i黒色やや粘質孔隙少
覆 土 12.10YR.%黒褐色やや粘質孔隙やや有

3. 10Y R封にぷい黄褐色粘質かたくしまる
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配置図16

第33表第8号土境観察表

第 8号土繍 50 23 

検出区 17-D 

開口部 f圭 底 径 深 さ {頃 斜 角
法 亙

152 116 30 105" -110司

覆 土 I= . ~~~ ~~黒褐色粘性孔瞭少ロームブロック 15-20%混入
2.10YR%'褐色粘質性かたくしまる

第34表第9号土境観察表

第 9号土壊 挿図I50 

量 i
関口音~ f圭 底 f圭 j采 さ {頃 斜 角

法
152 116 30 97" -103" 

1 . 10Y R.%'暗褐色焼土部分浮石 2-3%

2. 10Y R7i黒色粘質性で孔隙小

覆 土 13.10YRYa黒褐色孔隙やや有

4. 10Y R対褐色粘性やや有孔隙やや有

5. 10Y R%黄褐色粘質性でかたくしまる

第35表第10号土壌観察表

23 

関口音~ 1壬 /1f; 径 深 ? {頃 安! 角
法 E自豆

150 104 30 990 -117。

1 . 10Y R封黒褐色粘性孔隙小

覆 土 I2 a. lOY R%'褐色粘性孔陣小
b. lOY RYs褐色粘性かたくしまる
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第36表第11号土壇観察表

検出区

法量
後

一一
一 虫、

図版 21

底 {可1 幸三} 角

108.ー112.

2圭 深

1 
2 

現土I! 
5 
6 

194X 148 166 

1OYR'y'黒鵠色粘性極小孔げき大浮石粒子45%混入
10Y RH  黒色粘性領小孔げき大賞褐色土粒子 3%浮石粒子 7%続物根浪人
10YRH黒色粘性小孔げき大ロームプロァ 72%縞物線i昆入
10Y R.Y，黒褐色枯fやj、干しげきやや大ロームブロッ 77%浮羽粒子 3%織物線混入
1OYR'y'黒褐色粘1生中干しげき小ロームプロック15%楠物線浪人
10YRX黒褐色粘性中干しげき小植物線滋入

48 

第 12喜善土築 |図版I24 

第37表第12号土横観察表

法 量量
関口郡 t圭

|婦関 [551 

190X 146 

検出区 12-C

|底径

1 154X 104 

深 さ | 傾斜角
92 I 101.-106・

1O.10YRH黒色粘性な〈孔隙大ノ守ミス 2-3%
11. 10Y R.Y，黒褐色粘性なく孔際大ノマミス 2-7?1I賀補色土牧子 5
-7%  
12. IOY RH紫色粘性弱孔隊小まじり物なし
13.1OYRX黒褐色粘性なく干し隊大賞縄色土粒子10-15%炭化物2
-39-6 'ξ ミス 5- 7 9-3 
14. IOY RY.褐色粘性なく孔隙大主黒褐色土枝子'20-25%
15.10YR.Y，黒褐色粘性弱孔隊小まじり物なし
16.10YR.Y，黒褐色粘性弱孔隙大ノマミス 2-3%
17. 10Y R .Y，黒褐色粘性弱孔隙大 '<~^2-3% 焚褐色土プロソ
ク4-5%
18. IOY RY. ~音褐色粘性梢有干し隊小黒色土粒子10-15%

1 . lOY RH黒色粘質弱干し隙大径0.5-3 m程的組砂を含む
2.10YR'y'黒褐色粘性弱孔隙大ノマミス(径 1mm)30-40%含む
3. 10Y R.Y，黒褐色粘性なし上層砂錠ニt下1習パミス50%含む
4.IOYRX黒褐色粘性弱孔鰍大ノマミス25-30%含む
5.IOYRH黒色粘性ないが孔隙がな〈しまっている部分的に焼土
J 殺が今まれる焚褐色土教子 2~ 39"6バミス 15-20~6 含有寝土lI 6 . 10Y R Y.に」山、賞褐色大湯浮石層
7.IOYRH黒色粘性弱孔隙大部分的に焼ニ仁粒子がはL、るノマミス
10-15%貧褐色土牧子 2-3%
8.IOYRX黒褐色粘性弱孔隙大宮町褐色ニtプロソ 730-40%
9. 10Y RH  黒褐色粘性弱有孔線小貧褐色土7・口 y ク25-30%ノぐ
ミス10-15%

第 13-1普土績 i里~
検出区 I 7-8 

関口部後 ! 底
凶 1

1. 5 Y RY.赤褐色娩土層粘性大孔隊小
2.1OYR%'黒褐色梢粘質干し隊小下部にローム粒10-15%
3. 10Y RH黒色粘性弱子し隊大キメ荒い口ームプロック 5-7%娩土粒若干のパミえを含む
4. IOY RX黒褐色糊粘質'fL隊大ローム位3- 5?-6 
5. IOY R%'黒褐色粘性大干し隊小ローム粒お-25%

覆 土 I6. 10Y RY.精褐色粘性大孔機械有 E昔縄色土粒20-25%1 
7. 10Y RX黒褐色梢粘質孔隊大ローム救15-20% I 
8.IOYRY.褐色粘性大孔隙梢有精褐色土粒15-20% [壁際からの脱落土と思われ.黒褐色土と褐色土が
9.10YRH黒色粘性弱孔隊小ローム粒7-10% I立層をなす
10. 10Y RY.精褐色粘性大孔隙檎有略得色土殺20-25%I 
11. IOY RY.褐色粘性大孔路大野音褐色土粒10-15% J 

法量
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l符図I51 

t圭

40 

傾斜角

101. -104. 

深 き

112 

第39表第14号土壌観察表

122-



ae一一

ae--

ae--ーー

a~ 

aG一一一
一-Db

ae-一一

_ob 

ae-一一

___.-Db 

aG一一-
__..-D b 

籍出国第i

一一-0b

第11号土壌

一-Db

第12号土墳

b 

第13号土墳

一-eb

第14号土横



口。

孟盟吉
日
。
。

。
。

第41表第16号土嬢観察表

第42表 第 17号こと護観察表

第ヰ3表第18号土議観察表

第44表第19号土犠観察衰

第46表第21号土掲観察表

124 

口
口
む
¥0  



aG-一一 一-Elb

___.-----ub 

eG一一一 一一色f

第52国

CG-一一ー 一一--Dd

⑧
 
@
Q
¥
¥
 

一一品

e 
久¥

一ーやJ

15号土嚢~第21号土壇

- ]2;:;-



j f 
4 5 

町、

7 

l ml fl << ~ 
8 

れ
け
ハ

υパ
U
2
2

土一一一コ
12 

第53図 各士構内出土遺物

-126-

吉

10 

10cm 



第ヰ7表各土境内出土遺物観察表

神番間号
法最 (cm) 調 盤(地文)

部位 成形 主L 吉署 絵 土 焼成
口径体径底径器高 外 蕗 内 濁

l 第 6{子上靖 護 口線 ( 15.2) 僚位十デ，へラケス'リ 機{立ナデ，ハケメ f翼み上げ 縫色 (75Y R) 砂牧を含む 良好

2 第 6号上積! 褒 口縁 横1il:ナ へラケズリ 告書{在ナデ 積み上げ t尭賞稽色 (1.5YR i 砂粒を{革かに脅む 良好

3 第5号土3聾 5星 庭部; ウ' ヲー ナデ，ケズ I) y、7/ 犠み 1:.11' によい綬色 (7.5YR) 砂殺を含む 良好

4 1第12号土橋 q; ロ綾 十シ ナシ ロクロ木挽き i尭賞授色 (7.5YR) 砂粒を含む 良好

5 第12号土機 q; 口縁 ナン ナン ロクロ水挽き 栂包 (5Y R) 砂粧を含む 良好

6 第12号土嬬 t手 4.8 ナン，ロクロ回転糸切り ヘラミガキ黒色処理 ロクロ水仇き にふ・い黄綬色(lOYR) 砂粒を含む 良野

7 第12号上横 Z量 ( I8，;i) 積位十デー¥ラ今ズリ 積立E十ず f豊み上げ i主賞授色 (10YR) 砂粒を自重かに含む 良好

8 串12号土，噴 '1、形的褒 仁1綾 ( 14.4) 積i立7ーヂ，ヘラケズ1) 告書Iil:ナデ 積み上If によい誼色 f7.5YRi 砂粒を僅かに含む 良野

日 第12号土横 リト形の褒 ロ繰 (13.8) 告書位ナデ.ヘラケズリ 横位ナデ 積み上げ 浅黄澄色(JOYR) 砂粒を僅かに含む 良好

10 第12号士j噴 Z豊 ロ録! 償佼+デーヘラケズリ 績伎十デ 積み上げ 浅賀鐙色 (i.5Y R) 砂粒を含む 良好

Jl 第12号土壌 言量 口議 料位ナデ 横位ナデ 摺み上げ 灰白色 (IOYR) 砂栓を含む 良好

12 第12号土犠 Z葺 ロ総 ヘラケズリ，ナデ 償位ナデ，縦位ナデ 機み上げ に.J.:'-'、鐙色 (7.5YR) 砂粒を含む 良好

13 第12号土婿 雪量 底邸 ヘタケズリ ナデ 干高み上げ i吏焚怨色 (10YR) 砂粒を僅かに含む 良好

平安時代の土墳としてとりあげたのは南側調査区で確認した第13号，第14号土墳，及び北側

調査区で確認した第 5号~第12号，第15号~第21号土墳の計17基の土壌である。

プランの確認は住居跡と同様第W層上部で行われた。覆土中には炭化物，焼土が粒状に

混入しており，若干のパミスも混入している。これらの土壌は在2mを越える大形のものから

70cm程度の小形のものまで規模にいくらかの開きがあり，また形態にも正円形を呈するもの，

楕円形を皇するもの，方形のものと変化がある。しかし，いづれの土;績も覆土内から土師器片

を出土しており，また焼土のレンズ、状堆積が観察されたものも多い。

ウ.掘立柱建物跡(第54国)

10-Eグリッドで検出された。規模は北側柱穴列で300cm，西側柱穴列で350cm，東側柱穴

亨IJで350cm，南側柱穴列で350cmを計る。なお， P10， Pnを含めた南側柱穴列の全体長は685cmで、

ある。全体の形状は，北側柱穴列よりも南側柱穴列の長い台形状を呈するの庇の存在を示すよ

うな柱穴は確認出来なかった。柱間間隔は，北側柱穴列で東から157cm+ 143cm，西側柱穴列で

北から175cm十175cm，東側柱穴列で北から180cm+ 170cm，南側柱穴列で東から180cm+ 170cmを

る。各柱穴内には10YR%.暗褐色を呈する粘質土が充填しているが，描り方，据え方を分け

られるような断面は観察できなかった。但し， P7， P8で、は底面に僅かながら浅い窪みが認めら

れ，これが据え方であった可能性もある。北側柱穴列との車交軸によって計測される磁北との

ずれは，N-3
0-Wである。

エ.溝跡(第55密~第57国)

3基検出されている。

第1号溝跡は 3-Aグリッドから 6 Aグリッドに亘っている。 3基の中では底面，側面とも

最も良好な面を検出した。全体のプランは調査区外にも亘るため不明であるが， 6 Bグリッ

ドでほぼ直角に折れている。第 2号溝跡は， 9 - J ~10-H，第 3 号j毒跡は 16-H~19-H の

グリッドで検出され，第 3号溝跡は，第11号住居跡を切っている。 3基とも遺物の出土は認め

られない。
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6. まとめ

本遺跡で検出された12棟の平安時代竪穴住居跡は，大まかではあるが平面プランから以下の

3形態に分類が可能で、ある。

a.不整方形のもの……第 5号住居跡，第 6号住居跡

b.長方形のもの……第 8号住居跡，第 9号住居跡，第12号住居跡

c .正方形のもの……第 1号住居跡，第 2号住居跡，第 3号住居跡，第4号住居跡，第 7

号住居跡，第10号住居跡，第11号住居跡

不繋方形のものとして分類した第 5 号住居跡，第 6 号住居跡、は，壁長が300~350cm前後と小

規模で，住居跡内に周溝，柱穴をもたない。また，カマドは燃焼部から煙出し口までの煙道部

の長いもので，第 5 燃焼部と煙出し口の両方から穿ってつくられた所謂トン

ネル式のものである。

長方形のものとして分類した第 8号住居跡，第 9号住居跡、，第12号住居跡は，南北壁が東西

よりも長い。東西両竪長を 1とした場合の南北壁長は第 8号住居跡で1.12，第 9号住居跡で

1.25，第12号住居跡で1.17の値を示す。また，柱穴は{主罷跡内田隅にあるが，周溝はもたない。

カマドは南壁にあり，煙道部の短いものである。

正方形のものとして分類した住居跡は規模が大きく第10号住居跡のように一辺が 8111を越え

る大形のものもある。周溝をもち柱穴は周溝内四隅とその中間位置にあるが，第10号住居跡の

ように大形の住居であると住居跡内対角線上にも 41聞の柱穴をもっ。カマドは，煙道の短いも

のであるがその位置は一定しない。

以上が各分類及びその共通する特徴である。各分類間の差異は，おそらく時間差に起因する

ものと思われるが，今回は時間差を示唆できる程に各住居跡毎の遺物の詳細な検討ができなか

った。ただ，第 9号住居跡と第10号住居跡が示す切り合いの関係に依れば，長方形のプランを

る住居跡は正方形プランのものよりも時間的に新しい可能性は指摘できる。

また，住居の形態とは加に，本遺跡検出の住岩跡床面の焼土の堆積層や，炭化物の堆積層は

これら住居の廃絶が火災による焼失という形で行われたことを物語っている。

本遺跡出土の平安時代の土器はヲ:l:T，嚢，査からなるが，土手の量が甑端に少ないことが特徴

としてあげられる。坪は，第 1号住居跡，第 8号住居跡，第12号住居跡，第12号土壌及び遺構

外から出土しているが，全て破片でかつ極く僅かな量であり，住居内ではその土器組成の中に

主体的にはいるものではない O 住居内における土器組成は殆ど護によって成り立っている。

本遺跡出土の棄は口縁部の形状によって 2つに分けられる。 1つは口縁部の先端が肥厚して

Aムつd



外反し，他の 1つは先端が薄〈断面が鋭角となるもので，直立もしくは内傾する。後者では成

形の際の積み上げの痕跡が明瞭に残り，外面は粗い縦方向のへラケズ 1)，内面は横方向の刷毛

自によって調整される。住居内出土の護では第 2号住居跡，第 5号住居跡，第8号住居跡，第

11号住居跡出土のものが前者に相当し，第 l号住居跡，第 3号住居跡，第4号住居跡，第 6

住居跡，第 7号住居跡，第 9号住居跡，第10号住居跡，第12号住居跡のものが後者に相当する。

底部の形状では，大きく外側へ張り出すものと直線的に降りるものとの 2つがあり，前者は第

2号住居跡，第 8号住居跡、に特徴的に認められる。底面は，所謂砂底のもの，木葉痕のもの，

ヘラ;1犬の工具によって調整され線刻の施きれたもの等がある。

非常に大雑把な把え方をすれば，本遺跡出土土器の組成で、は坪が極端に少ないことをあげる

ことができ，また組成の主体をなす護については断面の鋭角となる口縁が宜立へ内傾し，器外

面を積み上げ痕を残したままの縦方向の粗いへラケズリ，内面を横方向の刷毛自で調整してい

ることを形態上の特徴としてあげることができる。この 2点に鑑みれば，同じ鹿角の地域内で
(註 5) 

は歌内遺跡(遺跡番号No.6)，若干地域を拡げてみれは岩手県内では…戸町子守A遺跡，青森
(設 6) 

県では碇ヶ関村永野遺跡、が類似した特設をもった遺跡と言える。これらの遺跡はいづれも最近

調査されたものであり，出土した土器も未だ編年的な位置づけが明確で、あるとは言い難い。し

たがって，現在の段階ではと葛岡W遺跡の持期を明確には決し難い。

註 1 「赤御堂貝塚発掘調査概要報告書」 昭和50年八戸市教育委員会

註 2 「崎山弁天遺跡」 昭和49年大槌町教育委員会

註3 「青森県上北郡早稲田貝塚」佐藤達夫 昭和33年考古学雑誌

日主4 「斗戸市沢内B遺跡、」 昭和53年岩手県埋蔵文化財

センター

註 5 r一戸バイパス関係埋蔵文化財調査報告書1J 昭和56年 一戸町文化財愛護協会

報告者は，出土した土師器の分析を通して子守A遺跡を10c後半に位置づけている。

註 6 r永野遺跡発掘調査報告書」 昭和54年青森県教育委員会

つd
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本遺跡第 1号住居跡(コード S1001)，第 9号住居跡(コード S1023)出土炭化物の 14C 

~~Il定を日本アイソトープ協会に依頼した。結果は以下の通りである。

測定結果報告書

昭和56年 1月23自に受取りました C-14試料の測定結果がでましたのでご報告します。

当方のコード

N -4132 

N -4133 

依頼者のコード

TW13 S 1023 

TW13 S 1001 

C-14年代

1090土80yB.P. (1050土75yB.P.)

910土75yB.P. ( 885土70yB.P.) 

年代は 14Cの半減期5730年(カッコ内はLibbyの値5568年)にもとづいて計算され，西暦1950

年よりさかのぼる年数 (yearsB.P.)として示されています。付記された年代誤差は，放射線

計数の統計誤差と，計数管の方、ス封入臣力および担度の読取りの誤差から計算されたもので，

14 C年代がこの範囲に含まれる確率は約70%です。この範囲を 2倍に拡げますと確率は約95%

となります。なお 14C年代は必ずしも真の年代とひとしくない事に御注意下さい。

調査参加者

畠山末治 神田良勇 井上政治 奥村一三 梅戸正次郎 川又秀也

川又武司

豊田 よ里 浅石 恵留子 相J11 金子 J11又ヤエ 兎沢 キヨエ 奥村初恵

中西 リチ 相J11 1)ヨ 賀川 政子 石鳥谷妙子 柳沢ヤス ニヵ田 孝子

田中 ヨシエ 作山 ミエ 苗代沢 ノヴ 津江和子 金沢ハルエ

小田島礼子 高山 陽子 阿部 シff 小田島 キク 斉藤 キヨエ

j芙百 タミ 井上 トミエ 工藤 スミ 工藤キヌ 工藤 イツ 阿部 ンマ

佐藤 キエ 松向 トキヨ 高畑 サキ 阿部 シモ コ上美子 三上 トヨ

柳沢ヤス 安保榔
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駒 林 遺 跡

'--

¥._I 

遺 跡、 番 号 No.14 

所 在 地 鹿角市八幡平字駒林

調 査 期 問 昭和55年 4月7日-6月16日

発掘調査予定面積 2，400m' 

発 掘 面 干責 2，450m' 



1 .遺跡の概観

遺跡は，国鉄陸中花輪駅南方2.7krn，米代川右岸の標高150mの台地上に位置する。遺跡の立

地する台地は，米代川の第2段丘であり，沖積面，第3段丘との比高はそれぞれ10m，25mを

はかる。 遺跡のある第2段丘及び下位の沖面積は現在水田として利用されており，上位の第 3

段任はLLrキ本て、、ある。

遺跡の周辺，東側には通称「下モ館」と呼ばれる地がある。この地は，地形図で見る限り，

Z本の沢と，それに繋がる空掘に区切られた大小四つの郭と推測される平坦面があり，その標

高は190-200m干主である。

また，遺跡の南方0.5krnの台地上には，「人形森J と呼ばれる地があり，伝聞ではあるが，縄

文時代後晩期の遺物を出土したとされている。

米代川の対岸，標高160mの台地には縄文時代晩期の東在家遺跡がある。

2.調査の方法

調査区域が， 自動車道本線に通ずるランプウェイ予定地であるため， 日本道路公団設置の中

心杭を利用し， S T A 2 +40とSTA2十80を結ぶ線を基線としラ S T A 2 +40を基準点とし

て5mX5mのグリ、ソドを設定し，南から北へアラビア数字亨東から西ヘアルファベットを付

して，その組み合わせで各グリッドを呼称した。また，調査区域を中央から分断するように農

道が東西に走っており，便宜上農道北側区，農道南側区というような呼称も併せて用いた。

前年度に行った試掘によって，調査区域の所謂地山面が東から西への緩傾斜をなしているこ

とがわかっており，およその表土厚も知ることができていたので，表土除去に際しては，その

深い箇所を中心に重機を用いての作業を行い，その後人力による作業に移行した G

重機による表土除去後の粗掘の作業は，各グリ、ノド、毎に行ったが。農道南側区では基盤膚で

ある砂礎層まで予想外に深く， 3 Cグリッドから10-Cグリソドまで幅5mのトレンチを掘

っての調査を行った。農道北側匿では，水田造成の際の整地，及びその後の耕作が遺構確認面

である地山層にまで及んでいる個所があり，それらの撹乱層の除去を粗掘作業の目安とした。

3.調査経過

昭和54年12月12日に， トレンチと坪掘りによる試掘調査を調査区域内に於いて実施した。

Q
O
 



Q
O
 



翌日年4月7日からの本調査経過は概ね以下の通りである。

4月?呂 -4月14日 重機による表土除去作業，テント設営，杭打作業

4丹15日 プレハブ、、設置，粗J屈作業開始

4月23日 第 1 居跡検出

5月2B 第 2号住居跡輸出

5月6日 道路建設開始

との境に，フェンス設置

5月17臼 農道南側 より!幅 5mのトレンチ掘削

5月:il日 掘立柱建物跡検出

6月6日 第:ぅ

6月16日 調査終了

重機による をもとにおよそ たが，特に表土の

った西mlJに重点を置いた。次いてい入力による組掘作業は遺物の出土の多かった農道北側区

を中心に千子ったが亨

ため句その

ためと‘

ら調杏医西側に幅10m程度-で工事用道路建設が計画されていた

する必要があった。幸い， 道路予定地が挟かっ

かったために，その j帯りなく終了した。

よる表土除去後，入力による粗掘りによって遺構の検出に務めた。

しかし北側区とほぼ、同f立のレベルに於~"ても遺構は確認されず，出土する遺物も少量であった

めで令 までのトレン よって宅主に層位と遺物の在り方の観察に主眼をお

、，tこて

4.遺跡の層位

本遺跡の土層堆積状態を るため， 17ライン上にトレンチを し土層断面図を作成し

た。本遺跡l土木田跡地でありき耕作による士層全体の撹乱が激しし土壌自体は著しくグライ

化している。そのため非常に細かく

に分類できる。

I層:色調は黒褐色~暗褐色を

されるカヘ は以下にあげ、る I-Vの5つの層

る。調査区域全体に広がる耕作土であり，黄褐色~赤褐

色の酸化した鉄分と思われる粒を含む。

II層:色調は黄褐色~掲色を呈する。径 1-50mmの軽石及ぴ粘土よりなるが，軽石の占める

割合が大きし若干炭{七物を含む。

III膚:色調は黒色~暗褐色を呈する。粘性があり，径1-30mm程の軽石?を15-30%程含む。

。。
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赤褐色の酸化した鉄分を僅かに含む。

W層:色調は暗褐色~赤褐色を呈する。径10-40mm程の軽石及び、機よりなる砂喋層である。

V層:色調は黒褐色~暗褐色を呈する。粘性があり，赤褐色の酸化した鉄分を含む。また水

成堆積によると思われる色調が褐色の砂質土をブロック状に含む。

以上各層のうち，平安時代の遺物(土師器片)はIII層に，縄文時代の遺物はW層に包含され

ており，遺構の確認はW層中，部分的にV層上面によって行われている。

5.遺構と遺物

(1) 縄文時代

ア.集礎遺構〈第ヰ密〉

12一 A，1ロ2一 Bグiリ)、ツソド第V層面でで、検出した。大きいもので

のt石礎石喋禦の集合カか通らなる。

全体の形状はラ北に向いた「矢印J の形を皇し， 「先端部」での東西の指しわたしが，約255

cm， r尾」の部分では約70cm，全体の長さ約320cmを計る。各々の礁は第V層に埋ったような

状態で検出され，断面の形状を見ても，組まれた若しくは積みあげられたというような検出状

況を呈してはいない。

礁は，赤褐色に変色していたがそれも火熱による変化したものと思われる。

遺物は，僅かに縄文の施されただけの破片が礁の間から数片出土したに停った。

イ.遺構外出土の遺物

縄文時代の遺物は遺構外で出土したものが多く，粗掘作業の段階で断片的に検出され，殆ど

が他所からの流れ込みによって遺跡地に運れたと思われるものである。

また，農道南鱒のトレンチ調査区では，平安時代遺構確認面よりも，下{立の礎床上面から時

期を異する遺物が出土しており，これらの遺物も遺構に伴うものではなし礎床を覆う第II層，

第III層と相侠って，他所から運ぴ込まれた状況を示す。

く土器〉

主に前期末葉，後期中葉~後葉，晩期中葉~後葉の三時期に大JJIjし得る。

第5図 1-5は前期末葉円筒下層 d式に比定できる。 1， 3， 4は同一個体であるが， 口縁

部に計6条の絡縄体の圧痕が施され，胴部以下には多軸絡;晶体が回転押捺される。器形は，頚

部に徴隆起をもち精外反する。 2は， LR， RLの結束第 1種の羽状縄文の施された柏、外反す

る口縁部破片である。 5は，横位に不整撚糸丈の施された底部破片であるが，底面との輪積痕

跡が明瞭に残っている。
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第 4麗 襲警襲遺構

1m 

6は，唯一中期末大木10式に比定されるものである。口縁の内湾するキャ 1)パー状を呈する

鉢形土器胸部片と d思われるが， LR原体を横位回転施文した後に，粘土紐による微隆起線を配

した薦消縄文手法が用いられている。胎土は非常に堅徹であり，焼成も良好で、ある。

母を含む。

7 -16は，後期前葉十腰内I式に比定し得るが， 7と8のように沈線と縄文を用いた類と，

9 -16のような沈線のみによる文様構成をとる類とに分けられる。概して後者は，沈線が細く

鋭く 9-12のように 2条の沈線開が微隆帯となるものもある。 17は，後期中葉加曽利B式期に

比定できる。第12図 1は，所謂橋;1犬把手部分の破片であるカミ上下2条づつの沈線によって狭ま

れた微隆帯が，把手上で連結する。 3条の平行沈線が波状口総に沿ってめぐらされ，波民下で

は， s字状沈線によって連結される。全体には磨消縄文手法を用いての文様構成がとられる。
第S図18及び，第13図 1は後期後葉の貼溜土器，入組文系土器に比定できる。 18は沈線による

入組文が描かれた後に細かな LR原体が横位回転施文されている。 1は，口縁部から底部まで

ほぼ直線的におりる鉢形土器である。口縁には， 3 1圏1組の突起が4単位付される。腕部上半

は文様帯であろうが，文様帯内は殆ど磨滅しており，上下限を画する点列の加えられた 2条づ

つめ平行沈糠が現存するのみである。下限をめぐる沈線上にはヲ口禄の突起と対応、して，円形

のボタン状突起が付され，ロ縁及び、文様帯下限に設けられた突起とも十字に切り込みが入れら

れている。胎土は砂粒を混じえてあり，全体に磨滅が著しい。

ハv
n可
U



第 5 国19~22は，晩期中葉大洞C 1式 ~C2式に比定できる。いづれも口唇上に刻自が加えられ

20のように所謂 B 突越が付されたりもするが，口縁に 2~3 条の平行沈線がめぐる他は，以下

に地文以外の文様は認められない。地文は細密なLRJ，京体を横位回転施文したものである。第

7 函 1~5 は大柄 C2式に比定される。 23は楕円形の区間文が沈線によって二重に捕かれ，沈線

開にLR原、体の横位凶拍文した地文が残される。第7留し 2はi可一個体であり口縁以下ゆ

るやかに)J彰みながら降りる鉢形土器である。口縁 1筒所に B突起が付され，口縁以下 1cm程の

間は無文帯として研磨される。無文帯以下の文様帯内にはI地也文として LR縄文カ

斜{位立沈卒告椋j泉i~ iJカがf交錯して抱さ jれ，工しるが' 全{体本には矢羽状の構図をとるものと思われる。 3は， LR縄

文が横位回転施文された後に比較的太い沈線による文様が描かれている。 4は，細密なLR原

体が，横位回転施文された後に直線的な構図が麿消縄文手法により描かれている。 5は，頚部

で大きく屈曲する鉢形土器であるが， LR縄文と沈線により曲線的な構図が描かれている。 5

及び第13図39 ヰヲ 5は， n免期後葉の大潟A式に比定できる。 3条の沈線と 2個の粘土粒の貼

付により工字文が{乍出される。第13図3は，口縁に 5条の平行沈線がめぐり， H阿部以下無文研

磨される浅鉢形土器である。ヰは，小形の浅鉢土器であるが，口唇には刻自が摘され，口縁，

底部に 2条づつの平行沈線がめぐる。胴部はLR原体が横位回転施文される。 5は，小形の壷

形土器である。口唇 1箇所には， B突起が付されヲ口縁部に 2条頭部に 3条の平行沈線がめぐ

るG 頚部の沈線は 1箇所で工字文を作出している。底部は， 4箇所が突出しており，所謂四足

の形状を呈している。 7~8 は，大j同A'式に比定できる。口縁は大きな波状を皇し ， j，皮頂部は

突起となる。口頚部には，口縁の突起と対応して所謂変形工字文が作出される。 9は，やはり

大洞A式， A'式に比定し得る台付鉢台部破片であるが， T字形の陰刻を組み合わせての工字文

が作出される。第 7 図 10~18，第 8 密，及び第 9 図 1~7 は日免期後半期に伴う土器であるが，

10~18，第 8 図 1~3 のように口頭部に 1~数条の平行沈糠がめぐり，以下全面縄文の施され

るもの，第 8 図 4~8 のように口唇が小波状を呈し，口縁の無文研磨されるもの，嘉言語吉~

19のように口縁がやや内湾し，全面縄文の施されるもの，第 9 図 1~7 のように全面縦位の条

線文の施されるものなどがある。

第9国8~12 と第 10図は，全面縄文の胴部破片であり，時期を特定することは難しいが，原

体が殆どLRを用いていることから，やはり晩期後半期に伴うものと思われる。

第12図2~15は，縄文時代出土土器底部であるが， 3 ~ 8は縄文時代晩期中葉~後葉のもの

であり， 9 ~15 もそれに伴う土器底部と思われる。

く石器〉

出土した石器点数は，石倣 2，石匙 1，潜製石斧 1，剥片 9の計13点である。石質は，磨製

石斧を除いて全て硬質頁岩である。
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第11図 弥生時代土器拓影

第14図上最大長24mm，最大幅12mm，最大厚 4mm，有茎の石鉄である。両面に丹念な整形の

ための剥離が施されるが，一方の面中央に第 1次剥離面が残される。

第iヰlli]2 ，最大長40mm，最大幅13mrn，最大厚 4mm，有茎の石鎌であるが，本体から基部を作

出するための挟り込み部分がさ程顕著で、はない。

第14図3，最大長39mm，最大幅65mm，最大厚10mm，横形の石匙である。刃部の作出は本体部

分底辺で顕著で、あるが，ほぽ全開に亘って行われている。つまみ部分は第 l次剥片の打面近く

に作出されているが，背面からのつまみ部作出のための挟りは，第 1次剥片のす了溜争Jj除の効果

も合わせて行われている。

剥片には，第14函ヰ，第15関2， 8のように第 1次剥片に若干の調整剥離を施したものもあ

る。

地に，縄文時代のものではないが，断面形が四角形の釘状の鉄製品も出土している。
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第14図 トレンチ覇査区内出土石謡@議議実j前面

(2) 弥生時代

弥生時代の遺物も，縄文時代のものと同様，遺構内から出土したものではなく，縄文時代の

遺物に涜じって出土したものである。

第11図1は，口縁に 3条の平行沈線と刺突列の文様帯が設けられている。口唇上には，縄軸

の絡縄体による撚糸文が施されている。 2は，同じく縄軸の絡縄体が施された後に，口球に沿

った平行沈線と斜{立の刺突による文様が描かれている。 3は，口縁4cm程度の間にやはり縄軸

の結縄体が施され，以下無文研磨されている。

ヰ ~11 は，同様縄軸の絡縄体が摘された腕部破片であるがヲこの類の土器には S ヲ gのよう

に絡縄体が単位をなして施されるものもある。
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第 I表 第 1号イ主農跡観察表

第 1号住居跡 i挿図 |161718 日 20.21. 22. 23 
図版 4， 5， 6， 14， 15 

検出医 17-C， 18-C， 17-8， 18-8 

東 [i_g E一宇一今 高 壁 1じ !迂

法 壁長 360 <370> 358 <348> 

z自h主古Ir"l 36 26.7 

開講11羽

主日主主 周溝深

面積 <l2.30m'i 

主軸方{立 N… 16"-W i形態| ち J杉

17-Cグリット第W層上部の精査により先ずカマド傑出孔の焼土及び煙出孔を覆う円喋を検出し，次いで

liIf :IK i兄
住居ー跡、南壁及び東壁グ)ブランを検出した。しかし四壁及び北壁のプランー音11は耕作のため壊わされており，

明認なツrランを検出できず， i蒋壁及び東竪から大体の規模を推定して遺捕内の精査を行った。また，住居
跡プランの検出と同時にカマド芯材の一部と小形の聾 2個体を検出している。

10Y R%暗褐色褐色のパミスを 2-5%含み，法化物 l%HU支含む。

覆 土
住民ー跡内覆ごi二中にはノぐミスが含まれているため，住居跡外との識号Ijの目安となった。しかし水田耕作の存

響で全体にグライfじが進み，色調の点では殆どその差異はないといってよい。
遺物は土師器片が覆土中に含まれていた{也炭化物は覆土の下閣に多い。

壁
西壁及び北壁の一部は検出できず。

南壁及び東壁で床面との傾斜角108"-131"を計る。壁材等の遺材は検出していない。

床
非常に脆弱な面であり，貼床等の処置も施きれない。カマド燃焼部付近では炭化物，焼土の広がりが認め

られる。

Pl 65X55X15.5cmカマド西欄に位置し，ピット内覆土から多量の土師器片が出土している。

Pz 43x37X19cm 住居跡南慰問答に位置し，墜に付設された状態で検出

ピッ ト P3 27X28X45cmカマド煙道東側から検出

日 25X26X38cm煙道西側南醍近くに検出

住居跡内に柱穴と思われるピ トを確認することはできなかった。

位置 南壁東寄り

カ 1 a 10Y R%時褐色住居跡内覆土

1b 5YRYa'赤褐色カマド天井二部からの崩落した焼土

1 c 10Y R%暗褐色若干の焼土粒を含む

覆 →て 2a lOY R1.:.?{黒色度化物層
て7 2 b 10Y R巧黒褐色炭化物焼土粒を含む

3a7.5YR%明褐色粘質燃焼部の焼土層

3 b 5 Y RYs明赤褐色 l伽1m程度の喋を含む焼土層

本体部分は河原おを芯材として用いられている。両袖部は計6個の肩平な礁を立てて芯材としており煙

道と本体部分の境には，長大な河原石を両袖部芯材にさしわたして天井部の補強に用いている。煙道は断

面をほぼ円形にくりぬいた所謂トンネル式のもので¥長さは100cmを計る巴

覆二i二中の遺物は， カマドを中心とした住居跡内南!別に主に分布している。

遺 物
カマド東muからは小形の翠2個体，煙道東側の九から坪が 1i図体ほぽ完形の状態で出土している。その他
覆ごとからは土師探査・袈・邦が出ニ|二し，それらに混って縄文土器片も出土している。土器以外にはフイゴ

の羽口の出土があげられる。
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第 2表 第 i号{主題跡出土遺劫観察表

挿図 出土
法 JlI (cm) 調 主主(地文)

番号 地点
器形 音E 位 成 Jf;i 色調 E古土 焼成

口径 体径 底径 若号 高 外 uii 内面

18-1 
第 l号

王手
口縁~底

14.3 5.9 6.0 
ナシ ヘラミガキ

ロクロ水挽き 灰褐.f!:.
やや砂粒を

良好
住居跡 苦E ロクロ回転糸切り 茶色処理 含む

18-2 
第 1号

I手
口縁~目阿

15.4 ( 7.4) ( 5.8) ナシ
ヘラミカーキ

ロクロ水挽き j美賀積色 砂粒を含む 良好
住居跡 部 黒色処理

18-3 
第 l号

主手 ロ 縁(13.1) ( 6.5) ( 5.4) 十シ
ヘラミガキ

ロクロ水挽き
にふ'いZ君主宣

砂粒を含む 良好
住E奇跡 黒色処理 色

18-4 
第 1号

I手 ロ 縁 (13.4) ナシ
ヘフミガキ

ロクロ水挽き
j美葉君主色

幸毒 選良好
住居跡 黒色処玉里 (7.5Y R) 

18-5 
第1号

王手 口 縁 ナシ
へラミガキ

ロクロ水挽き
i受賞授色

幸青 選良好
住居跡 黒色処理 (7.5Y R) 

18-6 
第 1号

巧: ロ 縁 ナシ
へフミガキ

ロクロ水挽き
i美賞授色

華青 選良好
住居跡 主主色処理 (7.5Y R) 

18--7 
第 1号

土手 口 縁 ナシ
へラミガキ

ロクロ水挽き
j支紫援色

手青 選良好
{主居跡 系色処理 (7.5Y R) 

18-8 
第 1号

王手 13.0 5.6 5.7 
ナシ

ナシ ロクロ水挽き i美3電極色 砂粒を含む 良好
住居跡 ロクロ回転糸切り

18-9 
第 1号

王手
(ロ縁の

14.2 5.5 5.5 
ナシ

ナシ ロクロ水投き i実質撞色 砂粒を含む 良好
住居跡 ya欠損) ロクロ閲転糸切り

18-10 
第1号

F手
ロ縁~底

(14.8) ( 6.8) 5.5 
ナシ

ナシ ロクロ水挽き
にJ.;い樫色

砂粒を含む 良好住居跡 宮E ロクロ回転糸切り (7.5Y R) 

18-11 
第 1号

王手 ロ 縁 (13.2) ナシ ナシ ロクロ水挽き
明支褐色

砂事立を含む 良好
住居跡 (lOY R) 

18-12 
第 1号

王手 口 縁 (13.0) ナシ ナシ ロクロ水挽き
i美葉樫色 やや砂粒を

良好
住居跡 (7.5Y R) 含む

18-13 
第 1号

土下 ロ 縁 ナシ ナシ ロクロ水挽き
にぷい援色 細砂粒を含

良好
住居跡 (5 Y R) む

18-14 
第1号

I手 ロ 縁 ナシ ナシ ロクロ水挽き
にぶし、燈色 総i砂粒を含

良好
住居跡 (7.5Y R) む

18-15 
第1号

土手 口 縁 十シ ナシ ロクロ水J免き i受賞授色
微かに砂粒

良好
住居跡 (7.5Y R) を含む

18-16 
第 1号

I手 ロ 縁 ナシ ナシ ロクロ7)(i免き にぷい径B 砂粒を含む 良好
住居跡 (7.5Y R) 

18-17 
第 H予 勾; 日 縁 ナシ ナシ ロク口水没き

i受賞澄色 やや砂粒を
良好

住居跡 (lOY R) 含む

18-18 
第 l号

工不 ロ 縁 ナシ ナシ ロクロ水筏き
;実質積色

砂す立を含む 良好
住居跡 (7.5Y R) 

18-19 
第 l号

王手 ロ 縁 ナシ ナシ ロタ口水挽き
にぶし三t藍色 締砂粒を含

良好
住居跡 (7.5Y R) む

18-20 
第 1号

王手 ロ 縁 +シ +シ ロクロ水J免き i主黄綬色 砂粒を'3-む 良好
住居跡 (7.SY R) 

18-21 
第1号

主干、 ロ Z也弓'"に 十シ ナシ ロクロ*-i克き i美賀侵色 砂粒を含む 良好
住居跡 (10Y R) 

18-22 
第 1号

上下 ロ 縁 十シ ナシ ロクロ水挽き
に_"，い澄色

砂救を含も 良好
住居跡 (7 .5Y R) 

18-23 
第 1号

I手 ロ 縁 ナシ ナシ ロクロ水挽き
に....い燈色 繍砂粒を含

良好
住居跡 (7 .5Y R) む

19-1 
第 1号

I手 底 部 ( 5.6) 
へラケズリ へラミガキ

ロクロ水没き
:美3電極色

務 i援 良好
住居跡 ロクロ回転糸切り 黒色処理 (i.5YR) 

19 令 2
第 1号

土手 底 部 4.4 
ナシ へフミガキ

ロクロ水挽き
I実演撞色

キ青 i翠 良好
住居跡 ロクロ回転糸切り 黒色処潔 (7.5Y R) 
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第3表第 1号住麗跡出土遺物観察表

fifi 閲 出土 法 f量 (cm) 調 務{主主文)

番号 地点
器形 部 f立 成 Jfj 色 調 給土 焼成

ロ径 体径 底径 器高 外 面 内面

19-3 
第 1号

1手 底 昔日 ( 5.8) 
ナシ，ロクロ

ナシ ロクロ水挽き
i炎援色

務 選良好
住居跡 図転糸切り (5 Y R) 

19-4 
第 l号

王手 成 部 ( 6.0) 
ナシ，ロ 7ロ

ナシ ロクロ水挽き
j実質桜色

務 選良好
住E号1'#、 回転糸切り (7.5Y R) 

19-5 
第 1号 小)f;

ロ 縁 (11.2) (13.0) 
ナデ，

ナデ 積み上げ法
灰鴇色~鐙色

砂粒を含む 良好
住居跡 の裂 ヘラケズリ (7.5Y R) 

19-6 
第 l号

主連 ロ 縁 (16.0) (16.3) 
ナテ:

ナデ 積み!こIf法
にぷい業褐色

砂粒を含む 良好
住居島幸 r、ラケズリ (10YR) 

19-7 
第 1号 小M

ロ tま (11.9) (12.4) 
十テ二

ナデ 積み上げ法
にぷい符色

砂車立を含む 良好
住居跡 の~ へラケズリ (7 .5Y R) 

19-8 
第 1号 ノト形

口 ~j誌 (11.9) (12.0) ナデ ナデ
積み上げ法

浅支援色 砂粒を含む 良好
f主腐跡 の袈 (後，ロクロ使用)

第 H予 小形
(口縁一服部 積み上げ法 i実焚援色

19…ヨ
住居跡 の斐

にかけて一部 13.2 13.5 8.1 14.8 ナデ，砂底 ナデ u圭，ロクロ使用) 一槍色
砂粒を含む 良好

欠損j

第1号 小形
(目岡部の一部

積み上げ法
19-10 と底部の一部 14.5 15.0 10.1 15.5 ナデ，砂成 ナデ i実費t霊色 砂粒を含む 良好

住居跡 のき主 が欠損}
(後，ロタロ使用)

20-1 
第 l号
5聖 日 縁 (21.6) 

ナデ，
ナデ 積み kげ法

にぶい知音色
砂粒を含む 良好

住居跡 へラケズリ (lOY R) 

第1号一 ナテ二
浅2電極色

20-2 
住民勤; 童話

日縁~服部 (21.4) (24.5) 
ヘラケズリ

ナデ 積み上げ法 ーに"""い褐色 砂粒を含む 良好

(7.5Y R) 

20-3 住第居1号跡 蒋詰，、 ロ 縁 (20.8) ナデ ナデ 積み上げ法
i炎澄色

砂粒を含む 良好
(5 Y R) 

20-4 
第 l号

亨~咽 目同 1!~ 
ナデ，

ナデ 積み上げ法
澄色~褐灰色

砂粒を含む 良好
住居跡 ヘラケズリ (7.5Y R) 

21.，-1 
第 1号

~ (23.5) (23.1) ( 8.5) (31.8) 
ナデ，へフケ

ナデ
積み上げ法 i美賀綴色

砂粒を含む 良好|
住居跡 ズリ砂主主 (後，ロクロ使用) (7.5Y R) 

21-2 
第 1号

妻宅 日 縁
ナデ

ナデ 積み上げ法
に..>.い積色

砂粒を含む 良好|
{主庶動、 ヘラケズリ (5 Y R) 

21日 3
第1号

噸芦田噂 ロ すま ナデ ナデ 積み上げ法 にぷい褐色 砂宇立を含む 良好
住居跡

21-4 
第 1与子

~i~ 、 日 tま
ナテ二

ナデ 積み上げ法
lこぶい筏色

砂粒を含む 良好
住居跡 ヘラケズ 1) (5 Y R) 

21-5 
第 1号

主主 口 縁
ナデ，

ナデ 積み上げ法
灰白色

砂粒を含む 良好
{走路跡 ヘラケズリ (5 Y R) 

21-6 
第 1号

主要 口 縁
ナデ，

ナデ 積み上げ法
浅草主板色

砂粒を含む 良好
i主E奇跡 へラケズリ (7 .5Y R) 

21-7 
第 1号 ヨ2 口 縁 ナデ ナデ 積み上げ法

にぷい賞穏色
砂粒を含む 良好

住居跡 (10Y R) 

21-8 
第 1号

妥E 口 縁 ナデ ナデ
積み上げ法 j美賀燈色

砂粒を含む 良好
住居跡 (後，ロクロ使用) (7 .5Y R) 

21-9 
第 1号

言葉 口 縁 ナデ ナデ
積み上げ法 i炎綬色 微かに砂粒

良好
住居跡 (後，ロクロ使用) (5 Y R) を含む

21-10 
第1号

主翼 ロ 縁 ナデ ナデ
積み上げ法

j支賞澄色 砂粧を含む 良好
住居跡 (後，ロクロ使用)

21-11 
第 1号

袈 底 昔日
へラケズリ，

ナデ 積み上げ法
灰白色

砂事立を含む 良好
住居跡 木葉痕 (7 .5Y R) 

21-12 
第 1号

王室 底 音日
ナデ，へフケ

ナデ 積み上げ法
i美賀積色

砂粒を含む 良好
住居跡 ズ1)，木葉痕 (7 .5Y R) 

21-13 
第 1号

主辺昆、 底 古f，
ナデ，

ナデ 積み上げ法
に";'い褐色

砂粒を含む 良好
住居跡 木業痕 (7.5Y R) 

21-14 
第 1号

宝世E 
口緑一!阿部

14.0 (23.6 (13.1) (23.8) 
ナテ1

ナデ 積み上げ法 に，;.い言者1景色 精 選 良好
住居跡 (底部欠fJl) へラケズリ

21-15 
第 1号

鉢 底 4.6 ヘラケズリ ナシ 積み上げ法
に_"い資促色

砂粒を含む 良好
住居跡 (10Y R) 



第4表第2号住麗跡観襲衰

第2号住居跡 |挿国 l2425262728293031323334
図版 7，8， 16， 17， 18， 19 

検出区 14-A， 14-B， 13-B 

東 壁 西 壁 高 E→辛 ~t 日一宇一ー

法 壁長 く438> 436 446 く470i

壁高 23.0 20.0 28.5 23.5 

周溝幅

蛍宗主ヨ 居溝深

面積 18.54m' 

主軸方位 N-OS-E |形態| 方 万3

第N層上国において，先ずカマド燃焼斉rs.煙道部に用いられた芯材である河原若を倹出し，次いで住居跡
輪郭を確認した。確認面である第W層上雨はグライ化しており，住居跡内覆土と色調の点で識別するのは

確認状況 困難であったが，住居跡北西隅に壁材に用いられたと考えられる炭化材の一部が露出していたのと，カマ
ド東側め壁の一部が浮石を切り込んで構築されていたため大まかな規模の推定は可能であった。住居跡北
西隅は水田のため調査できなかった。

1. lOY R%'によい黄褐色ノfミス混入孔1I京多

2&.. 10Y R%暗褐色軽石 2-3%混入若干の焼土粒を含む
覆 土 2 b. 10Y Rh' 暗褐色軽石若干量混入孔隙少〈締っている

3. 10Y R巧黒褐色粘性強く孔|窃少い

覆土は，全体的に挙大程度の礎を多量に含み，赤褐色に変化している個所もある。

壁
傾斜角97"-1180を計る。

北西隅からは炭fちした壁材を検出している。

覆土中から床面直上にかけて径5cm-15cm程度の礁が非常に多い。床面白{本は第 患を掘り込んで構築さ
床 れており，礎くしまった個所は認められない。貼床も認められない。東南隅に白色粘土の堆積が認められ，

在40X70cm厚さ 1-13cm，南北方向に長い楕円形フ。ランで検出された。

P1 32X38X43.0東南隅外側

日 28X34X34.5西南隅外側

ピット P3 38 X 40 X 37 . 5西北隅外側

住居跡内に柱穴と思われるピットはなく， P1-P3とも住居跡各隅壁際から80cm程度外側に 1個所づっ検
出された。覆土はいづれも白色の砂質土が多く混入する。

位:置 南壁西寄り

1 . 10Y Rh'暗褐色粘質軽石含む

2. 7.5Y R%暗褐色砂質孔隙多

カ 3. 10Y RYa黒褐色粘質孔隙少

覆土
4.7.5YRYs褐色焼土粒含む
5.7.5YRYs明褐色砂質

て7 6.7.5YR%暗褐色粘質炭化物含む

7 . '7 .5Y RYs明褐色焼土

8 . 7 .5Y R%'暗褐色粘質しまっている
ド

カマド左右両袖は掻20-30cm程度，厚さ 8-12cm裡度の蔚平な石を立てて芯材としている。燃焼部と l煙道
部の境，袖部芯材の上には長さ45cm，I陥18cm，厚さ18cm設の石が置かれている。焚口前部には，長さ74cm
Ipm20-24cm，厚き19cm程の長大な河原石が置かれている。煙道部はその掘り方の同盟に径15-40cm，厚き
7 -9 cm桂皮の蔚平な石が立てられ補強材となっている。

f持 考
カマド東側壁，煙道部掘り方は，浮石土佐積層を切り込んで構築きれているが，この浮石堆積層は自然、の窪
みに溜った存土問責層の可能性があるヨ
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第 5表第2号住居跡出土遺物観察表

f帝国 出土 法 震(cm) 調 繁 (j也文)

番号 地点
務形 昔日 {立 成形 色調 給土 焼成

ロ筏 体後 E主後 若是正苦 外 ITii 内面

第 2号 i高台
口縁(ロ縁

-"-.ラミカーキ ロクロ オリーブFA26-1 
住居跡 N:I:手 ~底部にか 14.8 ヘラミガキ[フ)

虫色処耳n 水挽き (10Y) 
宇奇 j~ 良好

けて欠損j

26-2 
第 2号

上手 ロ 縁(14.8) ナシ
〈、ラミ ffキ ロクロ ;美女t景色

幸吉 選良好住居跡 黒色処理 水J免き (7 .5Y R) 

26-3 
第 2号

f手 12百 6.1 5 ナシ，ロクロ回転糸切り ナシ
ロクロ

続色 砂キ立を含む 良好住居跡 水J免き

26-4 
第 2号

土手 U---J~残存 (14.2) ( 6.6) 5 ナシ，口クロ回転糸切り ナシ
ロクロ に-"'い穏色

砂粒を含む 良好住居跡 |水投き (7.5Y R ) 

26-5 
第 2号

I手 口 縁 (13.0) ナシ ナシ
ロクロ 燈色

砂殺を含む 良好住居跡 水J免き (7 .5Y R) 

26-6 
第 2号

土手 ロ 縁 ナシ
-，ラミカFキ ロクロ

i受賞燈色 特 ì~ 良好住居跡 占禁色処理 水f免き

26-7 
第 2号

I手 ロ 綾 ナシ
ロクロ にぶい燈色

事古 選良好住居跡 黒色処理 水挽き (7守5YR) 

26-8 
第 2号
!f ロ 縁 ナン i十シ ロクロ j炎際色

砂半立をttむ 良好住居跡 水挽き IU(';:; R) 
26-9 

第 2号
上手 ロ 縁 ナシ

口ク口 i実2聖位色
砂ぷfを含む 良好住居跡 水挽き (7.5Y R) 

26-10 
第 2号

土手 口 縁 ナシ
ロク口 十音色 {肢かにliTl，>

良好住居跡 水J免き (5 Y R i を合む

26-11 
第 2号

王手 ロ 縁 十シ 十シ
ロクロ j美J'¥J音色

liT'f立を含む 良好住居跡 Jlz:ji主き (7.5Y R ') 

26-12 
第 2号

上下 ロ 縁 ナシ 十シ
ログ口 にぷい賞採 調日カ孟与、

良好伎!き跡、 水f生き 色 砂粒を含む

26-13 
第 2号

I手 ロ ~~主 ナシ ナシ
ロクロ 明赤字詰色

形、主主を含む 良好住居跡 水挽き (5 Y R) 

26-14 
第 2号

王手 ロ 縁 ナシ -1 ン
ロクロ j支賞段色

砂粒を含む 良好住居跡 7klitき (7.5Y R) 

26-15 
第 2号

lf ロ を京 十シ ナシ
ロケロ 明赤褐色 {殺かに(!:t'粒

良好f主厨紡: ノ}三役き (5 Y R) を含む

26-16 
第 2号

f手 底 音E 5.0 
へ号サズ 1)，ロアロ回転 dヘラミガキ ロケロ i支寅鐙色

本百 i'ilii良好f主庭跡 糸切り 黒色処理 水J免き (7 .5Y f{) 

26-17 
第 2号

1(下 底 昔日 4.9 
ヘラケズ 1)，ロケロ回転 ヘラミガキ ロクロ j炎黄綬色

幸吉 i'ili 良好住居跡 糸切りの後に再調繁 黒色処理 水ぬき (5 Y R) 

26-18 
第 2号

I下 底 青I1 5.4 ナシ，ロクロ回転糸切り ナシ
ロクロ 燈色

持 選良好住居湖、 水挽き (5 Y R) 

26-19 
第 2号

E手 底 昔日 ( 4.8) ナシ，ロクロ回転糸切り ナシ
ロクロ にぷい賞浸色

キ古 選良好住居跡 水挽き (7.5Y R) 

26-20 
第 2号 r" 底 音日 ( 5.8) ナン，ロクロ回転糸切り 十シ

ロクロ 権e
結 .i'iIi 良好{主厳跡 水挽き (5 Y R) 

26-21 第 2号 上口手 底 音E 5.6 ナシ，ロクロ回転糸切り ナシ
ロクロ 浅黄燈色

幸市 選良好!t主F号銭:! 1 7I¥.筏さ¥ (7 .5Y R) 

26-22 
第 2号

I不 底 音日 ナシ，ロクロ回転糸切り ナシ
ロクロ 褐灰色

精 選 良好住居跡 水挽き (7.5Y R) 

26-23 
第 2号 高台

底 音E ナシ，ロクロ静止糸切り ナシ
ロクロ 淡澄色

砂粒を含む 良好住居跡 {すよ手 水J免き (5 Y R) 

-226 



第8表第2号住居跡出土漬物観察表

t'ii I:RI ili 二 法 E口E (cm) 調整(地文)

f書号 I也点
苦*'If; 宮~ 111: 成 形 色 話司 胎 ゴ二 焼成

口径 {本径 E主役 銭高 外筒i 内耳百

ノj、形 |十デ
被み上げ法

微かに
良好

住居路: の三里 げ間宮E欠f員)I 12.5 I (13.7) 8.2 (13.5) へラ十ヂ ナデ
級砂半立を含む

27-2 
第号

主虫持、 IJ 主主 (21..1) 
十デ

ナデ mみ上げ法 iこ.... :nし寸宣色 砂4立を含む 良好
f士病跨: ヘラケズザ

27-:3 
第 2号 IJ、形

ロ 縁 (14.4)
十デ

ナテ 積み上げ法 明赤褐色 砂粒を含む 良好
住居跡 の~ ~，ラケヌ~:1) 

27-4-
2高2号

手~ [J 縁
ナデ

ナデ 積み上げ法 によい:liU1号色
微かに

良好
住居的: ケズ1) 砂粒を'2rむf

27-5 15再2号
答三室夜、山 縁(19.6) 

十ヂ
ハケメ 干i!(み上I-F法 に.. hい鐙色

i設かlご
良好

住民一跡 指頭庄主主 砂宇立を含む

27-6 
第 2号

受さ 口役-H間宮E (21.4) 
ナデ

ナデ fi'[み上げ法
lこぶし a亥怒色

砂町む|附
{主居跡 ヘラケズリ (10Y R) 

。ム円i 円t 
第 2-5" E必I、Z 口紋-ij同吉E (21.0) (20.0) ナデ ナデ 積み上げ法 (に外(ぶ7)紅5いY将色R色) 砂粒:を含む 良好
り:fiiiR年

自第2サ
住居跡

予~l叫互 口 i:k ナデ ナデ 積み上げ法 鴻灰色 砂粒を含む 良好

9 
第 2号

三控 [1 手:主 十デ ナデ 干ffみとifi.去
に.J;¥斗晋色

E歩卒立を含む? 良好
f主信;跡 (7.5Y R) 

2T~lO 日|茨 口 絞
ナデ

ナデ 続み上if法
にぷい赤禍色

砂粒を含む 良好
1主磁!0l へラケズリ (5 Y R) 

'2.I一一11
ぜy，)号

三E 1:1 t主
ナデ

ナデ 被み上If法
褐灰色

砂粒を含む 良好
ti:取十跡、 f、ラケズリ (7.5Y R) 

ー一一一一一

27--12 
2告ペ生ヨ ムつ:--¥フ

宮き、~ ロ 主ま 十干' 十子' 積み上げ法
t炎主E色

砂殺を含む 良好
千主E奇跡 (2.5Y R) 

27-13 
第 2号

主連 ロ 縁 ナデ ナデ 干員み臼T法
浅紫綬色

砂キ立を含む 良好
ftn奇跡 (7.5Y R) 

27-14 
i;i'iz号

亨~~、 ロ t量 ナデ ナデ 積み上げ法
に_"い燈色

砂絞を含む 良好
{主!否問、 (7.5Y R) 

27-15 
第 2号

き需 ロ 不可正
ナデ

ナデ 被み上i-F法 iこぶい赤褐色 砂殺を含む 良好
{主E奇跡 〈、ラケズリ

27-16 
第 2号

~ 臼 草寺、
ナァ

十デ 積み上げと長
に_"い援色

砂粒を含む 良好
住居跡 ヘラケ7;1) (5 Y R) 

27-17 
第 2号

主主 口 t主
十ヂ

ナデ 千百み上げ法
i斐賀被色

砂キを含む 良好
住居跡 ヘラケズ 1) (7.5Y R) 

27-18 
第 2号
Z主 日 縁 ナヂ ナデ 積み上げ法

4景色
砂粒を含む 良好

住居跡 (7.5Y R) 

30-1 
i;i'iz号

褒 口総一JJI'l音i(21.4) (22.1) (19.5) 
ナデ

ナデ 積み上げi去 灰白色
{数かlこ

良好
住居跡 ヘラケズリ 砂粒を含む

30-2 
第 2~予

禁E ロ縁-J服部 22.3 22.5 
ナデ

ナデ
積み上げ法(後

i受賞桜色 砂粒を含む 良好
住成跡 へラケズリ ロクロ使用)

30-3 
第 2号
Z契 ロ縁-}服部 (22.4) (23.4) (20.8) 

ナデ
ナデ 積み上げ法 続色

微かに
良好

住居跡 ヘラケズリ 砂粒を含む

28-1 
第 2号

2三事令へ直 ロ縁~服部 (29.0) I 28.1 (26.8) 
ナデ ナデ

積み上げ法 に.. hい綬色
{放かに

良好
住居跡 へラケズ 1) ノ、ケメ 砂粒を含む

28-2 
第 2号

杢虫1、E 口縁~服部 (29.5) 29.2 27.2 
ナデ

ナデ 積み上げ法 にぶい紫綬色 砂粒を含む 良好
{主E奇跡 へラケズリ

28-3 
第 2号

~ 口総-}胸部 25.1 25.1 
ナデ

ナデ 積み上げ法 綴色 砂粒を含む 良好
{主E奇跡 へラケズリ

29-1 
第 2-"子

宝5 ロ 総 (17.2) (17.4) (16.0) ナデ ナデ 積み上げ法 灰白色
精選，微かに

良好
住居跡 砂粒を含む



第 7表第2号住居跡出土遺物観察表

挿函 出土
法最 (cm) 調幣(地文)

器形 吉~ (立 J髭 官3 色 二司 胎 土 焼成
番号 地点 口径体径底径 ffif 高 外商 内面

29-2 
第 2号 小形

ロ縁 ( 14.8) ( 13.8) ナデ ナデ 積み上げ法
によい黄径色 微かに

良好
住}辞跡 の議 (lOY R) 砂粒を含む

第 2号
主要
臼縁ー

(20.1) (18.8) 
ナデ

ナデ
干責み tげ法 i:針青色

砂粒を含む 良好29-3 
住居跡 目岡部 .，ラケズ 1) {後， 口苧口使用) (5'1' R) 

29-4 
第2号

言語 口縁 (21.2) (19.0) ナデ ナデ 積み七If法 灰白色
続i墾{t数かに

良好
住居跡 砂粒を含む)

29-5 
第 2号

~ ロ縁 (20.8) 
ナデ

ナデ
積み上げ法 J支賞授色

砂粒を含む 良好
住居跡 へラケズリ (後， 口クロ使用) (7.5Y R) 

29-6 
第 2号

言語 ロ縁 (22.6) 
ナデ

ナデ
積み上げ法 浅草主怨色

砂車立を含む 良好
住居跡 へラケズリ (f圭.ロクロf車用) (7.5Y R) 

31-1 
第 2号

婆
ロ縁~ (30.0) (30.0) (27.8) 

ナデ
+ヂ

積み上げ法
灰白色

i放かに
良好

住居跡 lllol音E ヘラケズリ (後， ロクロ使用j 砂半止を含む

31-2 
第2号

表
ロす:~-

23.1 23.1 ( 9.9) (32.3) ナーア-_ ナ-ア一-
積み上げ法

浅支援色 件、粒を含む 良好
住居跡 腕部 (1ゑロクロ使用)

32-1 
第 2号

玉喜 口縁 (25.8) 
ナデ

十デ
積み上げ法 I炎段色(5Y R) 

砂粒を含む「 良好
住居跡 ヘラケズ I} (後，ーロクロ{生用) ~径色(5Y R) 

32-2 
第2号

褒 胸部
ナデ

ナデ 積み上げ法 1受賞燈色 砂粒を含む 良好
住居跡 ヘラケズリ

32-3 
第 2号

王室 底部
へフケズリ

ナデ 干nみ七げ法 i受賞鐙色
砂粒を含む 良好

住居跡 木葉痕 (7.5Y R) 

32-4 
第 2号

喜連 底部 6.4 
へラケズ I}

ナデ 積み上げ法
j美賀燈色

砂粒を含む 良好
住居跡 木葉痕 (7 .5Y R) 

i 32-5 
主v買，_っ】与， 

主連 I長音E 11.6 
ι ヘーラケズ I}

ハケji積み上げ法 i i美賀澄色 一1告一ら.;"い円 ‘ 良好
住居跡 木薬痕 砂粒を含む

32-6 
第 2号

主連 底部 (10.8) 
へフケズリ

ナデ 積み上げ法
椴色

砂粒を含む 良好
住居跡 砂底 (7 .5Y R) 

32-7 
第 2号

Z書筋、 底部
へラケズリ

ナデ 被み臼f法
澄色

砂粒を含む 良好
住居跡 砂底 (7 .5Y R) 

32-8 
第 2号

主J旬匝、 底部 ナデ，砂底 十デ 積み上げ法
灰白色

砂4立を含む 良好
住居跡 (7.5Y R) 

32-9 
第 2号

E聖 底部 ナデ ナデ ?責み上If法
i完"11¥:1畳色

砂粒を含む 良好
住居跡 (7.5Y R) 

32-10 
第 2号

E実 底部 十デ 十デ 積み上げj法 にY( よ7R5い)Y 授一R指fb)灰(7 色5 砂殺を含む 良好
住居跡

32-11 
第 2号

玄2結pこ 底部 ナデ ナデ 干iiみトげ法
にJ、いt笠s

砂粒を含む lM1良1込H広鉦T 子

住居跡 (7.5'1' R) 

32-12 
第 2号

奈 底部 7.，1 ヘラケズリ ? 積み上lfi去
}夫褐色

砂粒を含む
住居跡 (7.5Y R) 

34-1 
第 2号

鉢
口幸吉~

( 25.8) (26.oi RL縦{す ?長みr-H法 f外青色褐(7色5Y R) 五:t粒を含む住居跡、 胸部

第 2号
長七 底吉11 8，6 

ヘフケズリ
被み上げ法

億色
調H砂粒を含む iミ好34-2 

住居跡、 LR宗十{立: (5'1' R) 

34-3 
%2号

鉢 底部 ( 9.8) 9 ワ 新みヒけ 1.去
に_hい黄緑色

砂粒を含む 良好
住居跡 (10Y R) 



第8表第3号住居跡観察表

第 3号住居跡
挿図 35， 36， 37， 38 

図版 9， 10， 20 

検出区

法 壁長

壁高

周溝幅

量 周溝深

面積

主軸方位

確認状況

覆 土

壁

床

ピ 、、J

位置

カ
覆土

? 

遺

14-C， 15-C， 15-B 

東 壁 西 壁 南 壁 i七 壁

332 320 388 378 

44.5 19 4.5 

1l.98m' 

N-19.50-W  |形態| 方 }ち

14-C， 15-Cグ1)ット掘り下げ中に，笹山-20cm程の礎2個と焼土及び炭化物の広

がりを確認した。また付近から完形の午 1個が伏せた状態で出土した。

1.7.5YR}{培掲色砂質ノfミスを僅かに混入する

2 7 .5Y RK暗褐色粘質パミスを混入する

3 . 7 .5Y R対掲色粘質孔践少なく締っている

遺存状態の良好な東壁で108
0

の傾斜を見せる。西壁の全体及び南壁・北壁の大部分は，

壁の立ち上がりは耕作のため壊されており，床面から僅かしか残っておらない。壁材

等の遺材は確認されていない。

覆土に比較すると僅かに硬いという程度で良好な床面とはいえない。カマド付近は炭

化物を多量に混じえた層が分布している。

検出できず

南壁商寄り

1.10YRJ{.褐色粘質やや孔隙有炭化物僅かに含む

2. 5 Y RYs赤褐色粘質焼土

耕作のため壊されており遺存状態は非常に悪い。おそらくは左袖部分芯材と思われる

径10-30cm程度の礁を中心に東西に広がる炭化物層が検出されてた。煙道及び煙出し

孔は検出できなかった。

カマド本体の位置から 1m程東側に完形のヰがl箇出土している。その他に，邦破片，

カマド本体内からは護破片が出土している。



a 
9一一一一

。

第35国 第3号性麗芸事

230-

co 

b 
一一ーモ:

一~



a 
e一一一

巳

G-一一

第36図第3号住居跡カマド

b 
一一ーや

d 
一一--;)



欝竿芋照明謹~J.告 Ei韓 国民議

Pl¥ 
91 

A'
枝一ご

J
a
ゆ
d
1
1剣
山
.
一
/

f
d
y
a戸
川
ト
い
川
主
主
~
/

d
yが
附

則

刊

/

/

引

〉
ι

「

Ol 

ょコーーに s 

c司¥
ぷ二~ ¥¥ 



1宅3F12引
2 34  5 

tど四毎0Q吋3
課

t~
努

rf二生j
日
ハ
日

U 10cm 

8 
第38図 第3号f主居跡出土土器拓影

第 9表第3号住居留l出土遺物観察表

符i 図 出土 法 f歪 (cm) 言湾 設(:t也文j

苦手 号 :ll!l点
告ま形 部{立 成 膏3 色調 胎土 焼成

口径 体径 底径 主
t白旦川
τ
酒さ" 外 面 内面

37-1 
第3号
fi' 13.3 5.0 6.5 

ナシ， ロクロ回
ナシ ロクロ71d克き 4景色 砂粒を含む 良好

住居湖、 転糸切り

37-2 
第3号

土下
口縁，服部

14.9 6.0 6.6 
ナシ，ロクロ図

ナシ ロクロ水挽き
j長責務色

事古 選良好
{主庶齢、 (対欠H!) 転糸切り (7.5Y R) 

37-3 
第3号

I手 ロ 縁 ナシ
ヘフミガキ

ロクロ水挽き
浅:l!l{登色 微かにお11砂

良好
{主居跡 黒色処理(1) (10Y R i 粒を含む

37--4 
第3号

口 を主 十シ ナシ ロクロ水筏き
怨色 微かに砂粒

良好
住居跡 (7.5Y R) を合む

37-5 
第 3号

土手 ロ 縁 ナシ ナシ ロクロ水挽き
浅草主燈色

砂粒を含む 良好
f主属関: (7.5Y R i 

37-6 
第 3号 土手 底 苦11 ( 5.7) 

ナシ，ロクロ図 へラ三 i!キ
ロクロ:水J免き

i受賞綬色
宇青 選良好

住居跡 転糸切り 主黒色処理 (7.5Y R) 

37-7 
第3号 1(- 11王 古E 5.6 

ナシ，ロクロ図 ヘフミガキ
ロクロ水挽き

i炎樺色
続 選良好

住居E昔、 転糸切り 茶色処理 (5 Y R) 

37-8 
第3号 :q; 底 音11 5.4 

ナシ，ロクロ郎 ヘヲミガキ
ロクロ水J免き

i支主主主桜色
持 選良好

住居跡 転糸切り 黒色処.ell (7 .5Y R) 

37-9 
第 3号

I手 底 音E 4.8 再転ナ調糸シ.切艶あロり クり(後)
ロI回 ヘラミガキ

ロクロ水J免き 灰色 絡 選良好
住居跡 黒色処理

37-10 
第 3号 t平 1怠 昔日 5.4 

ナシ，ロクロ図
ナシ ロクロ水挽き

積色
砂半立を含む 良好

住居跡 転糸-t;J]り (7.5Y R) 

37-11 
第 3号 rp、 E主 音1I ;).0 

ナシ.ロクロ図
ナシ ロクロ水没き

i実焚綬色
F詰 i設良好

住居跡 転糸切り (7.5Y R) 

37-12 
第 3号

問、 底 吾日
ナシ，ロクロ倒

十シ ロクロ水投き
;美葉澄色

精 選良好
住居跡 転糸切り (7.5Y R) 

37-13 
第 3号 高台

草主
ナシ，ロクロ問

ナシ ロクロ水挽き
I炎綴色

車高 選良好
(ヒE奇跡 fJl手 転糸むf]リ (5 Y R) 

37-14 
第 3号

車宮t、E y2欠損 18.0 
ケイ (15.8)

9.2 28.1 
ナデ

ナデ 積み上げ法
綬色

砂殺を含む 良好
住居跡 ドウ(20.5) ヘラケズリ (5 Y R) 

37-15 
第 3号

護 ロ 縁 ナデ 十デ 積み上げ法
経色

li't宇古を含む 良好
住居跡 (5 Y R) 

37-16 
第 3号

* 日 総: ナデ ナデ 積み上げ法 j美賀燈色 精 選 良好
住居跡

37-17 
第 3号

主点b、， 底 吉日 e司、ヲヶてリ ナデ 積み上げ法
i美武穫色

砂村fを含む 良好
住民跡 (7 .5Y R) 

37-18 
第 3号

鉢 底 音11 (8.8) 7 ? 積み上げ法
によい槌色 殺II砂粒を含

良好
住居跡 (7.5Y R) む

37-r9 
第 3号

事本 底 吉E 5.6 LR街位 'ヨ 積み上げ法
明資潟色

砂粒を含む 良好
住居跡 (10Y R) 



第 1号土壌
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第39図 第 1号土噴~第ヰ号土構

イ.土壌(第39図)

計 4 基検出している。第 1 号土墳~第 3 号土壌は，径45~ 112 cm程の円形フ。ラン， 第 4号土

墳は， 長径260cm，短径160cmの張出しをもった楕円形プランを呈し， いづれも浅い血状の断面

形をもっ。各土壌とも覆土中の焼土中に焼土及び炭化物の層が認められ， 土師器片， フイゴ羽

口令鉄j宰を出土している。

覆土注記は， 以下の通り。

第 1号土壌(検出区 14-D) 

1 . 10Y R%暗褐色， 孔隙多い， 炭化物，焼土を僅かに含む。

2.10YRl・X黒色，梢粘質，炭化物層であるが焼土を僅かに含む，若干の灰も混入する。

3. 10Y RM掲灰色， キメ細く梢粘質，灰層であるが， 暗掲色土， 炭化物も若干混入する。

A
t
 



4.7.5YR%明褐色，粘質，焼土層

第2号土境(検出IR 14-D) 

1.10YR%黒褐色，粘性弱く，孔隙多い。多量の炭化物及び僅かながら焼土を含む。

2.7.5YR%明褐色，粘質，焼土層，暗褐色土，炭化物僅かに混入する。

3. 10Y R%灰白色及び， 10Y R 1・冗黒色，キメ細く粕質，上部灰層，下部炭化物層。

第3号土壌(検出区 14-D) 

1 . 7.5Y RJd明褐色，粘性弱く孔隙多い。多量の炭化物，暗褐色土を含む。

2.10YR%黒褐色，粘性弱く孔隙多い。僅かに炭化物を混入する。

3.10YRl・K黒色ヲ炭化物層。

第4号土墳(按出区 13-B) 

1.10YR73黒鵠色，パミスを僅かに混入する 0

2.7.5YR%極暗褐色，パミスを混入する。

3.10YRl・yi黒-B.キメ細く，粘質，薄い炭化物層。

4.7.5YR 暗褐色，粘性強く締っている。

ウ.掘立柱建物跡(第的思)

17-D， 18-Dグリッドで検出された。検出荷はヲ第W層上面であるが，一部柱穴は第N層

を掘り下げた後に検出している。

径15~40cm程度，深さ 5 ~ 18cm程度の合計9個の柱穴からなるが，各柱穴の間隔は， 160 cm 

~ 180cm程である。各柱穴内覆土には，灰白色の砂質土が認められた。

南側柱列を規準としての磁北とのずれはN-7
0

-Eである。
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第10表遺構外出土遺物観察表

J中図 土 器
主長 王立 (cm) 3時 理主 (地文)

色務|胎

番号 地
lf; 苦11I立 成 lf;: ニ仁 焼成

L'r 
口{歪: {本{壬 Eま f歪i 銭高 外 回 内部

41-1 
9-C-

t手 日総 (13.2) ナシ
へラミガキ

ロクロ水挽き
灰縄色(?)

キff 選 良好
11-C 泉色処理 (2.5Y R) 

41-2 14-A 日草ま (16.2) ナシ 十シ ロクロ水挽き
綬色

砂粒を含む 良好
(7 .5Y R) 

41-3 13-B E手 口縁 ナシ
ヘラミガキ

ロクロ水挽き
j究賞授色

精 j@ 良好
黒色処現 (7.5Y R) 

41~- 4 
Aトレン

I下 i主主 ナシ ナシ ロクロオ介主き
経色

砂粒を含む 良好
ナJ (7.5Y R j 

41-5 14-0 n 1滋 十シ ナシ ロクロ水挽き
に_.，い綴色

紛l砂殺を含む 良好
(7.5Y R) 

41-6 14-0 口縁 十シ ム"/5，.ァ ロクロ水J免き
i美古t燈色

砂粒を含む 良妻子
(7. Y R) 

41ー 15-0 .11く ロ縁 ナシ ナシ ロクロ水J克き
i受賞槌色

剥11砂殺を含む 良好
(7 .5Y R) 

15-E i手 ロ綾 1 ンf ナシ ロク口水筏き i受(7紫A綬5Y色R，l 翁H砂粒を含む 良好

日目-E jf; u すま ナシ ~j♂しシ'/ ロクロ水挽き
j支寅援色

砂粒を含む 良好
(7.5Y R) 

16… P i手 口線: ナシ 十シ ロクロ水挽き
i受賞後色

細砂殺を含む 良好
(7 .5Y R) 

41-11 16-0 勾: 日縁
ナシ(口縁に

ナシ ロクロ水J免き
に.J:い燈色

砂粒を含む 良好
鉄粉を含む) (7.5Y R) 

41-12 4-C J手 成fip! (5.5) 
ナシ，ロクロ ヘラミヌゲキ

ロクロ水挽き
浅黄綬色

砂宇立を含む 良好
間転糸切り) 黒色処理 (7.5Y R) 

41-13 15-0 I手 底部 (5.3) 
十シ‘ロクロ ヘラミカゅキ

ロクロ水没き
1芸賞鐙色

lf， 選 良好
回転糸切り 主主色処:f!il (7.5Y R) 

41-]4 18-E I I手 成音11 (G.lj 
ナシ， ロクロ -，ラミガキ

ロクロ水J克き
1射音色

砂粒を含む 良好
回転糸切り 黒色処理 (7.5Y R) 

41-15 16-0 協会イ寸J手 底吉1I (9.2) 
ナシ，ロクロ 九、フミカーキ

ロクロ水挽き
i実賞授色

務 選 良好
副車王糸切り JJ:，色処浬 17.5Y R) 

'11-161 14-0 I手 !ま百E (6.1) 
ナシ，ロクロ

寸シ ロタロ*-投き
害まも

:f.青 二J豆~ 良好
回転糸切り (7.5Y R) 

41-17 
15-0 

fr; 底部 (6.1) ナ回転シ，糸ロ切クり ロ ナシ ログロ水J免き
浅黄澄色

宇毒 選 良好
16-0 (7 .5Y R) 

11-18 16-F I手 底部 (5.0) 
ロクロ

ナシ ロクロフ'l<.N:.き
に-~;い賞符

結 選 良好
回転糸切り

41-19 16-F t干 底部 5.1 
ナン，ロタロ

ナシ ロクロ水挽き
j炎捻色

精 ~ 良好
回転糸切り (5 Y R) 

41-20 17-0 I手 底部 (5.9) 
ナシ，ロクロ

ナシ ロクロ水挽き 浅草t夜色 紺砂粒を含む 良好
i国転糸切り

41-21 17-E .t(- 底部 5.8 
ナシ，ロクロ

ナシ ロクロ水娩き
浅草tt在色

精 j~ 良好
回転糸切り (7 .5Y R) 

41-22 17-E 
手提ねミ

3.5 5.0 4.5 3.1 へラケズリ ナデ 手t.'Eね 極色 新ザ 選 良好
ニチュア

41-23 15--B 褒 ロ縁 (16.4) ナデ ナデ 積み上げ法
褐色

砂粒を含む 良好
(7 .5Y R) 

41-24 13-B 褒 日総 (16.4) 
+テ

ナデ 積み上げ法 i美賀糧色 寺市 選 良好
A、ラケズリ

41-25 13-B 小形の~~ 口縁 (12.6) ナデ ナデ
積み上げ法

灰褐色 持主 j@ 良好
(後ロクロ使用)

41-26 13-C 5建 口捻 (20.5) ナデ ナデ
積み上げ法

に.d....い桜色
1 mm伎の砂紋

良好
{後ロクロ使沼) をt設かに含む
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第11衰遺構外出土遺物観察表

挿図 出 ニ仁 若草
法 m: (cm) 調 主主(地文)

番号 地
形 部{立 成 lf~ 色 調 総土 焼成占

口径 体径 底後 苦器高 外 溺 内部

42-1 
15-B 

~ 口 去最 ナデ
ナデ 積み上げ法 i受賞燈色 砂粒を含む 良好16-B ヘラケズリ

42-2 室主 採 ~ 口縁 ナデ
ナデ 積み上げ法 I支黄綬色 砂絞を含む 良好へラケズリ

42-3 
Aトレン

王英 口縁 ヘラケズリ ナデ 積み 1-.げ法 褐灰色一燈色 砂殺を含む 良好チ

42-4 20-D 5三信1、夏， ロ縁 ナデ ナデ 被みよげ法 続色 精 選 良好

42-5 13-C 主翼 口縁 ナデ ナデ
緩み tlf法

1美賀燈色 {砂粒を含む 良好(後，ロクロ使用)

42-6 16-B 主主 口線 ナデ ナデ 積みt二'f法 に，;，いf，J音色 砂粒を含む 良好

42-7 16-B 瓦~~、 口縁 ナテ ナデ 絡み上If法 浅会i位色 砂粒を含む 良好

42-8 17-D 裂 ロ縁 ナデ ナデ
積み上げ法

様色 砂絞を含む 良好{後，ロクロ使用)

42-9 13-B 主翼 1底部 ( 7.5) 
ヘラケズリ

ナデ 積み上げ法 砂手立を含む 良好本業主主

42-10 
15-B-

主契 底部
へラケズリ

ナデ 積みJ-.げ法 補!夫色 砂粒を含む 良好16-B 木~痕

42-11 18-E 主契 底部
r、ラケズリ

ナデ 干貴みI-Jf法 砂粒を含む 良好木三長痕

42-12 
18-E 

裳 底部
ナテ回転へ

ナデ 積みjニげ法 j災被色 li't宇立を念』む 良好ベルト ラ切り(7)

42-13 
16-C 4、形の褒(?) 底部 5.6 寸翻明転シ，糸切ロクり 口 ナシ ロクロ水J免き 灰色 (N) li'Jl幸を含む 良好17-D 

42-14 
15-E-

高温旬、ー }ま音E (13.0) 千ttみ上I-Y法 に，;.い主!tt在色 l耳、粒を含む 良好16-E 

42-15 
F3トレン

要事I、毒 底音11 ナデ ナデ 手立みJュげ法 浅~W織色 砂絞を含む 良好チ

42-16 
F，トレン

主要 底音11 ナデ ナナ 積み I-_I-F法 t笠色 守む、 良好チ

42-17 14-E 褒 底部 ナデ ナデ 被み上げ法 i芙f者十守色 Ji財ーを含む 良好

42-18 J:)-A  ~ 底部 ナデ ナデ 絡み上17法 浅筑波色 li'tキ立を:3-む 良好

42-9 
15-8 

須.'!!.?l~牽(?)
胴古'11-

(14.9) 6.6 ヘラケズリ ナデ
積み上げ法

灰白色 精選 良好16-B 底部 u丸ロクロ使別)
42-20 

Aトレン
須~ JJI号部 011き隠 千ittみJ::げ法 灰色N% 結.iiI1 良好チ

42-21 14-C 須，宝E胸部 011き悶 fj'1み j二げ法 灰色N% :m選

42-22 15-B 須';聖 目阿 部 011き日 積み kげi去 灰色N% 総選 良好

42-23 15-B 須 ， 主主 目悶 古E 日Pき自 積み上げ法 灰色N% 精選 良好

42-24 
15-D 

須 ， 王星 綱吉I1 onき日 積み上げ法 灰色N% tl'l i1!l 良好16-D 

42-25 15-E 2頁，苦E胴告11 日J1き呂 積み上げ法 灰色N% 宇占 選 良好

42-26 
18-E 
須"霊 1阿部 onき臼 積み上I-f法 灰色N% 字書 ill 良好ベノLト

42--27 16-C (陶器)1lIl 底部 ロクロ使用 精 j!! 良好

42-28 16-F (陶器)血 底部 口クロi9Ufl 精i1!l 良好
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6. まとめ

駒林遺跡は，米代打!の右岸に形成された河岸段丘上に営まれた遺跡であり，主な生活の場と

して使用された時期は概ね平安時代である。

平安時代住居跡は計3煉確認されている。

個々の住居跡のその構造的な復元は，遺存状態が必ずしも充分で、あるとは言えず，要約するの

に困難な点も多いのであるが，可能な限り観察し得た項目を列挙すれば以下の通りである。

1 .カマドの構築壁を基準にした主軸方位は最大でも20度程度ずれているだけではぽ磁北と一

致している。

2. カマドは，その本体部分に芯材として礁を用いておりヲ煙道部分は，畏いトンネノレ式のも

のである。

3.壁構は，確認できなかったが，住居跡には板材が用いられている。

4.第2号住居跡周辺のピット，第 1号住居跡カマド煙出孔周辺のピット等に示されるように

住居跡外周にも上屋を支えたり，カマドを覆う構造物を支えたりする柱を想定できる。

また，住居跡内から出土している土器は，嚢，坪がその組成の主体をなしているが，棄につ

いては，

1 .器高が30cmを越える大形のもの， 15cm程度の7J、形のものと，その大きさにバラエティが

あること。

2.最大径は，腕部にあるものが殆どであるが，器高の大きいものになると器高の76'以下の

口縁部が外反し，最大径z 口径となるものもある。

3. 口縁部の外反するものでは，口縁全体が弧状に反りかえるものと，口縁部中程に屈曲部

をもつものがある。

4.成形は，粘土帯の積み上げによって行われるが，その後の器面の調整は，全体にロクロ

により水挽きの調整のされたものと，その後に縦位のへラケズリの施されたものがある。

5.底部は，野しい砂粒の付着する「砂底」のものと，木葉痕のものがある。

土手についてはヲ

1 .器形全体のバランスを決定する口径，底径，器高の測定値割合は，凡そ 2. 1 1の比

率を中心に分布し，また，ゆるやかに張り出す体部曲椋は，その最大曲率点が体部下半に

求められることが多い。

2.成形はロクロ水挽によるが，調整について外面は再調整されることはない。内面はへラ

ミガキの施される場合と，再調整の施されない場合があり，前者で、は黒色処理の行われた

4
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ものも多い。

3.底部は，回転糸切りによるもので，その後の再調整は認められない。

また，護，土手といった組成の主体をなす土器の他に第 l号住居跡、出土例の土師器査がある。

この土器の胎土は非常に精選したものが用いられており，砂粒を殆ど混えない。胎土の点では

ヰによく似ており，畿の胎土が粗い砂粒を著しく混入しているのと対照的である。壷形の土器

では， f也に遺構外からではあるが，色調の灰白色を呈する須恵器と認め得る 1点の出土例があ

り，色調を除いては胎士，成形，調整等前述の壷形の土器と大差ない。

すなわち，住居内出土土器に於いてその組成の中心をなす，護とよ孔それに付随した査の三

者では，製作過程の第 1段階である粘土選択の時点で斐に使用される粘土とヰ及び査に使用さ

れる粘土とに分けられていたことが看取される。

またラ同じ平安時代の遺構としては， 4基の土壌があるが，これらの土境は覆土中にかなり

の量の炭化物と焼土を混じえており，フイゴ羽口，鉄洋が出土していることを考え{井せると，

小規模な鍛冶工房的な役割を果していたのではないかと思われる。

掘立柱建物跡については，各柱穴の遺存状態が必ずしも良野ではなしまた時期を決定する

遺物も欠けている。ただヲ磁北との振れが 7度程度と小さし三基の住居跡と方向は一致して

いる。その点では，住賠跡、と同時期に住居と何らかの関連をもって構築された遺構と考えるこ

ともできる。

遺構外からはラ縄文時代各時期の遺物が出土しているが，調査医内で見える限りこれらの害

時期の生活の痕跡を残しているものとは思われず，他所から調査区域へ流れ込んだと考える方

が妥当である。したがって駒林遺跡が生活の場として選定されたのは，検出された遺構・遺物

が示す平安時代のある一時期に特定できる。
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付

本遺跡第 1

通りである。

出土炭化物の 14C ~NiJ定を日本アイソトープ協会に依頼した。結果は以下の

測定結果報告書

昭和56年 1月23日に受取りました C-14試料24悩の測定結果がでましたのでご報告します。

コード

N -4134 

依頼者のコード

TW14 14B15B S X(l) 

001 

C-14年代

1240土75yB.P. (1200土70yB.P.)

年行、ーは 14Cの半減期]5730年(カッコ内は Libbyの{直5568年)にもとづいて計算され，西暦1950

年よりさかのぽる年数 (yearsB.P.)として示されています。付記された年代誤差は，放射線計

数の統計誤差と，計数管のガス封入圧力および温度の読取りの誤差から計算されたもので， 1
4C 

年代がこの範囲に含まれる確率は約70%です。この範囲を 2倍に拡げ土すと碍率は約95%とな

ります。なお 14C年代は必ずしも真の年代とひとしくない事に御注意下さい。(御希望の方に

はこれに関する参考文献を差し上げます。)
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誠査参加者

高山末治 神田良勇 井上政治 奥村

川又武両

格戸正次郎 )11又秀也

田 よ里 浅石 恵留子 相)11 金子 )11又ヤエ 兎沢 キヨエ 輿村初恵

中西 1 )チ 相)11 1)ヨ 賀)11 政子 石鳥谷妙子 柳沢ヤス コヵ回

田中 ヨシエ 作Il! ミエ 苗代沢 ノブ 津江和子 金沢ハルエ

小田島 礼子 畠山 陽子 阿部 シカ、、 小田島 キク 斉藤キヨエ

浅石 タミ 井上 トミエ 工藤 ノマ¥ 、ミ、 工藤キヌ 工藤 イツ 阿部 ごザ/干 -γ 苧

佐藤 キエ 松岡 トキヨ 高畑 サキ 阿部 シモ 二上 三上 トヨ

柳沢ヤス 安保柳
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II 遺 跡

No.19 

鹿角市花輪字案内

昭和55年 9月16日-12月5日

5，724m' 

5，550m' 



1 .遺跡の概観

遺跡、は，国鉄花輪糠陸中花輪駅東北東2.25kmの標高約 210m前後の台地南端近くに位置する。

遺跡の立地する台地は，花輪盆地の東側に広がる標高200~300m の一連の台地の一つであり，

南側 1km程には福士)11が西流する。

調査区は，南及び西側へ向う緩斜面上に設定された。調査以前は，上部平坦iiiは畑地として

耕作きれ，斜面はアカシア等の雑木林となっていた。また，調査区南側斜面を降りると標高2
00

m前後の比較的緩い斜面があり，杉林として利用されていた。

遺跡地に隣接する遺跡としては，標高185m程の水田を狭んだ南側の標高200m前後の台地上

に，縄文時代後期と平安H寺代の捜合遺跡である案内 I遺跡(東北縦貫自動車道関係遺跡番号No.

18， 55年度調査)があり，本遺跡と同ーの台地北側 400mには，縄文時代後晩期の猿ヶ平 I
遺

跡 (No.20，55年度調査，本報告書所収)がある。また，西方1km程の標高 170m前後の台地に

は，縄文時代と平安時代の複合遺跡である御休堂遺跡(鹿角市教委， 55年度調査)がある。
さ

らに，東北縦貫自動車道関係遺跡では，本遺跡調査中に南側斜面下の緩斜面が，縄文時代と
平

安時代の複合遺跡であることが確認され，案内III遺跡 (No.34，56年度調査)として加えられている
。

2.調査の方法

日本道路公団設置の，東北縦貫自動車道予定地内道路中心抗ST A139とST A140を結ぶ車

線を基椋とし， S T A 139を基準点として方眼抗を設置し， 5mX5mのグリッドを設定した
。

グリッド設定のためにヲiいた各ラインには，南から北へ 3~30までのアラビア数字，東から西

へD-Yのアルファベットを付し，各グリ y ドはその東南隅の方眼抗によって呼称した。

遺構等の実測は，設置した方眼坑を利用しての簡易遺方測量によったが，配石遺構の実iWJに

は本遺方測量を用いた。また，遺構外出土の遺物のとりあげも各グリッド毎に行った。

調査包がアカシア等の雑木の多く生えている所であうたのと，全体に緩い斜面であったため

に入力による粗掘作業以前に抜根を兼ねて重機による除土作業を行つこととした。その際失
わ

れる表土から地山田までの土層観察は，調査区東際の畑地での観察で補うこととした。

粗掘作業以後の地山田の精査は，本調査に入る以前の踏査等により縄文時代土器片を確認し

ていた上部平盟国から遺構確認を目的として行った。また，北{閣の23~30， Q ~ yの各ライン

のグリッドは，遺構確認後の拡張を想定して東西方向に計5本のトレンチを設定して調査を行

った。

「ひ
門

i



3.調査経過

昭和55年 9月16日から開始しているが， 7月23日から 1j墨田，雑木及び下草めがj

払いと重機による除土作業の目安とするため， トレンチを設定して試掘を行った。また， 8月

23日から約 1 9月11日には抗設置 を行って

いるの

ヲ月16日

9 月 16 日 ~9 月 23 日

9月24日~

10月3日

10月6日

は1既ね以--r~(Iワ通りである口

上部平坦面から

10月7日

10月118

第l

トレンチ設定

配石遺構確認，精査開始

第2号住居跡確認

10月17日 第3号第4号住居跡確認

10月24日 北側調査匿トレン

10月 31 日 ~ll 月 8 日第 l 号， 2号、 3号， 7号， 8 -'lJ.， 

11 月 5 日 ~ll 月 22 日 第5号， 9号， 11号土墳確認精査

12月2日 調査区域全体写真撮影，調査終了

調査全行程には78日間を費しているが，この間11月10日には南側斜面下の綬斜面に 7本のト

レンチを設定， 11月27日までの間に平安時代竪穴住居跡 2t東じ縄文時代竪穴住居跡 1棟を検

出し，案内m遺跡(遺跡番号No.34) として翌年度本調査を実施することを決めている。

4.遺跡の層位

本遺跡の土膚堆積状態を観察するため，調査区の東側にトレンチを し， 断面図を作

成した。本遺跡層位は基本的にはヲ 4層に される。ただし，立!層は生成閣が同じと思;われ

るが守砂粒の大きさが異なるため，あえてIIIa J忌 IIIb層の 2つに分けており(ところどころ

IIIa， IIIbが逆転している)これらを含めた分類では， 1， II， IIIa， IIIb， N層の 5つに分

けられる。

I層:色調は黒褐色を呈する。 広がる耕作土であり，有機物を 宇品
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第 2図遺跡の層位

た，かなり粒径の大きい(7 ~ 10mm程度)のパミスが僅かに混じる。

II層:色調は黒褐色を呈するが，貰褐色土及びI層の黒褐色土がブロック状に入り込むため，

かなり明るい印象をうける。また，耕作や植物根による撹乱がかなりはいる。

IIIa層:色調は黄褐色を る。砂質であるが，かなり良くしまっており，層自体は非常に

石更い。

IIIb層:色調は寅褐色を る。砂喋層であり，径0.1~2.0mm程度までの砂及び礎よりなる。

かなり部分的にしか認められない層である。

W層:色調はにぶ、い黄褐色~明褐色を呈する。非常にキメ細かし粘性に富む。 W層下部に

は色調，明掲色を呈する酸化層が存在する。

以上，各層のうち，遺物は主にII層中に包合され，遺構の確認は， III a層上面及ぴW層上面

で行われ，特に竪穴床面，フラスコ状土;横壁面等はN層よりなっている。



5.遺構と遺物

ア.住居跡

第 1号住居跡

く検出区> 5-H 

く規模〉 長径320cm 短笹268cm

ど形状〉 楕円形

く確認状況〉

南側斜面に於いて局間よりも柏、暗い色調を呈し，炭化物，焼土，土器片を含むプランを検出

した。プランを示すラインは不明瞭で、あり，正確な形状を把握することはできなかった。

土〉

1 . 10Y R7i3，黒褐色，梢粘質，孔!擦は少ない，怪 5~ 12mm程度の炭化物，焼土粒を混入する

2. lOY R%，黒褐色，粘性弱，孔践は比較的多い，炭化物，僅かに混入する。

3. 10Y R.%'，暗褐色，粘性大，孔隙少，黄褐色土粒，黒褐色土粒の混り合ったもの，炭化

物，焼土粒僅かに混入する。

4. 10Y R%，黒褐色，粘性大，孔隙少，キメ細かく比較的均質事炭化物僅かに混入。

5. 10Y R%'，褐色，梢粘質，壁の崩落土と思われる。

く壁〉

住居跡が斜面上で確認されたため，南側壁の遺存状態は悪い。残存する壁高は北壁で、約24cm，

南壁で約 9cm，東壁で、27cm，西壁で11cmを計る。傾斜角は約1180-1280である。

く床〉

全体に軟弱であり，根による撹乱も数箇所に認められる。

く柱穴〉

P122X24X9.6cm， P220X16X 5cm 明確に柱穴と判断できるピ、ソトは少なし図面上に記さ

れた他のピットは根の擾乱痕跡の可能性もある。

く炉〉

床面上に焼土が確認されただけの所謂地床炉である。

1 . 10Y R.%'，暗褐色，粘性大，孔I~軍少，多量の炭化物，焼土粒を含む。

2. 10Y R対，赤褐色，粘性大，孔隙少，最も良く火熱を受けている。

3. 10Y R%'，褐色， 粘性大，孔際少，僅かに炭化物を含む， j也山層へ漸;移する。
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第 4図 第 1号住居跡出土土器

く遺物〉

z暗号治虫ト或民 11
当事部記島三戸;I 1 
二時事霊長 U 

11 

10cm 

遺物は全て土器片であり，平田分布は若干東側へ偏る傾向が認められるものの覆土全体に含

まれる状態で出土している。

土器片は，東北地方縄文時代後期後葉を特徴づける貼溜文土器を主としている。

第4図 1-3は同一個体である。口縁上に魚尾状の突起が付される。文様帯は口縁部に限り

上下限は刻呂帯で画される。文様帯中には磨消縄文手法で入組文が描かれ，入組部分には縦位

に2個の溜が貼付される。文様帯下にはI隔1cm程で、無文帯が設けられ，以下縄文が臨きれる。

使用された原体は LRである。 4は1-3同様，突起をもち入組文の描かれたものである。 5

は，無文地の上に沈糠によって入超文が描かれている。 5は， D綾上に付された突起に対応し

て所謂玉抱きの三叉文が描かれている。 7-12もやはり入組文の描かれる破片と思われるが，

誌のように地に無文が選ばれる場合もあるようである。 13は全面縄文の施されたものであるが，

後期後葉に伴出する粗製土器と思われる。はは遺跡中唯一の破片であるが，安行2式に比定で

Q
U
 

つω



きる。口縁上にはこ又に分かれる小突起が付されラ口縁斑下から曲娘的な磨消縄文が描かれ，

l偲所に所謂「ぷた鼻」状の溜が貼付される。地文に使用される原体はLRであり，器形は口縁

の内湾する小形の浅鉢と思われる。

第 2号住居跡

く検出区〉

〈規模〉

〈形状〉

く確認状況〉

斜面上の暗褐色土除去の際，炉である焼土の検出によって確認された。プランが甚だ不明瞭

でヲ覆土を掘り込んで壁を検出しながら形状を確認した。

7-K 

柱穴から推定した長径316cm，短径298cm

楕円形

く覆土〉

1. 10Y R7i，黒色，粘性弱，子し隙大， 2 ~ 3 m程の比較的大粒のパミスを多量に含む0

2. 10Y R%，黒褐色，比較的粘質，孔隙少ない。

3. 10Y R%'，暗褐色，粘質，孔隙少なく，ノfミスを僅かに含む。

4. 10Y R%，黒褐色，粘質，孔際少なく均質，炭化物僅かに混入。

5. 10Y R冗，褐色，粘性弱，孔陳は少ない。

〈壁〉

斜面上に位置するため，南壁は表土除去の際取除かれている。残存する壁高は北壁で2.4cm，

東壁で19cm，西壁で10cmを計る。傾斜角は， 1160程度である。

〈床〉

比較的良好な床面である。根などによる撹乱も殆どなく，平坦で、ある。

く柱穴〉

H28X28Xllcm， H28X22X11cm， H25X27X18cm， R20X20X 7cm，日20X18X8cm， 

北壁及ぴ東西壁襟では柱穴と思われるような良好なピットを検出できなかった。

く炉〉

床面中央部にほぼ、円形の焼土プランが確認された。

1. 5 Y R.%，赤褐色，粘性強，孔隙少，最も良く火熱を受けている。

2. 10Y R%，黒褐色，粘性弱，子L[涼比較的多

3. 7.5Y R%，明褐色，粘性強，子しi環少，地山層へ漸移する。

く遺物〉

全面縄文の施された土器片が数点出土している。

つ山。。



bゲ----

@ 
@ 
⑨ 

⑪ 

⑨ ⑪ 

一一--0a

ao一一一 一一-0a

。
m
 
.，E-

be-一一 一一一ub'

_.-----o b' 

C0-一一一 一一-BC

ーミ立ζ 二手〉ー
炉平蕗 炉断面

第 5図 第2号イ主麿臨1

。。



第3号住居跡

〈検出広> 5 -1 

く規模〉 長径311cm，柱穴位置から推定した短径265cm

f背3 :伏〉 才青円形

〈事在認状況〉

住居の掘り込みが比較的深いせいか，プラン検出は容易であった。また確認面で焼土の

に混入する層の広がりを検出した。しかし，斜面下方である南西側のプランは不明瞭で、あったc

〈覆土〉

1 . 10Y R%，黒褐色，柏、粘質，孔際は比較的少ない。若干の焼土粒，炭化物を含むが，下

層程混入割合が大きい。

2. 5 Y RYs，明赤褐色，焼土層，固くしまっており，孔隙は少い。炉の焼土と関係するも

σ1台、c

3.10YR%，黒褐色，柏、粘質，孔際少，若干の炭化物ロームブロックを混入する。

4. 10Y R%，暗褐色，梢粘質，孔際大，ローム粒が多量に混入しており壁からの崩落土と

思われる。

く壁〉

他の住居跡同様，斜面下方の南西側の壁は検出できなかった。残存する壁高は北東壁で、26cm，

北西壁で13cm，南東壁で21cmを測る。

く床〉

床面の遺存状態は概して悪い。植物根等の撹乱が床面まで及び凸凹が著しい。

く柱穴〉

H26X30X35cm， P224X20X42cm， P322X22X 5cm， P420X22X12cm， Ps26X24X44cm， 

Ps20X17X23cm， P726X26X36cm， P818X20X21cm， Pg18X18X22.3cm 

住居跡、壁内周にめぐるように柱穴と思われるピットが検出された。他の住居跡のものに比較

して掘り込みも深く， しっかりしたものである。

く炉〉

床面中央部に焼土の広がりを確認した。所謂地床炉である。焼土層は l層で土色，土質とも

住居跡覆土第 2層と同じである。

く遺物〉

全て縄文土器片である。覆土中全体から出土したもので，平面分布に偏りは認められない。

第 7 図 1~3 は，磨消縄文手法により縄文帯と無文帯が重なるものであるが，全体では入組

文での構図をとると思われ，縄文時代後期後葉に位置づけられる。 4~10は全面縄文の施され

4
 

Q
O
 

ワ
ω



b' 

戸'⑬

ら------
// @ / 

dへ ⑧ 
⑬ c々__sC
¥¥ G紗@。

/
/
/
φ
 

a
 

a0-一一 一一一一oa

一一一ob'

n
 
r
 
-

Co-一一 一一--0C

~ぷここ二プー

do-一一 一-oa

炉断面

第 5国第3号性器跡

285 



斤

υパザ

4

袋
駅

1 

6 
7 

11 

10 

斤
パ
ハ
叩

3

出器
w

伏、nt，~~，...... 1 A' ¥"":. 

qを437H 414議パ
υ 敬持主 JJ

";"f;_:，. 'fY 鴻 瀞U
4 -~ ， 

2 s 

第 7図第3号住居跡出土土器

た破片であるが，やはり同時期のものであり，縄文の粗いことから判断して粗製土器と思われ

る。 11~13は無文のものである。

第4号住居跡

〈検出区〉

〈規模〉

〈形状〉

〈確認状況〉

先ず周囲よりも若干暗い色調を呈する暗褐色土の広がりが検出され，次いで炉と思われる焼

7-G， 7一五

柱穴位震から推定した長径525cm，短径350cm

長円形

土が検出された。しかし，住居跡東側は倒木痕によって壊されており，全体の規模，プランの

確定には，住居跡内覆土の除去を必要とした。

く覆土〉

1 ~ 4は倒木痕覆土， 5は地山!昆 6~8 が住居跡内覆土である。

1.10YR%，黒褐色，粘性弱，孔隙は比較的少いラ若干の土器片を出土する。

2.10YR，%ヲ黄褐色，粘性強ラ通常 5層の下に認められるが倒木により逆転したもの。
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第 9図

18 

19 

4号{主農跡出土土器 o 

22 

20踊

3. lOY R%，暗褐色，粘性強，孔!環少，ロームブロックの混入著しい0

4. lOY R先，褐色，粘性強，稿、孔i環有，時掲土粒混入。

5 .土色土性とも遺跡基本層位第IIIa層と同じである。

6. 10Y R%，黒褐色ラ粘性弱，孔際大。

つ臼



7. 10Y R%，黒褐色，粘性弱，孔隙柑有，出土した遺物は主にこの層中に包含される。

8. 10Y R%，暗褐色，粘性弱，孔i環少，地山層へj斬移する。

く壁〉

斜面上に位置するのと倒木痕のために，半分以上の壁は失われている。残存する度高は，北

東壁で14cm，北西壁でl1cmである。

〈床〉

全体に遺存状態は惑いの

〈柱穴〉

る住居跡北側でも笹IJ木痕のため床面は円

Pr30X36X12cm， P242X34X45cm， H30X32X14cm， P422X28X23cm， Ps36X32X50cm， 

Ps30X24X16cm， P732X27X51cm， Ps20X18X 6cm 

ピットは全体に掘り込みが深く，柱穴と認め得るものが多い。 P2，P4， PS， gが主柱穴に相

当すると思われる。

〈炉〉

床面中矢部に確認され， ft包の住居跡と問機の地床炉である。

〈遺物〉

他の住居跡と悶様貼1留の入組文土器が主体をなす。

第9図人 2は向一個体である。口縁に突起をもち，口縁直下に入組文の施される文様帯を

もっ。入組文自体は簡略化されたもので¥ 入組部分は殆ど上下を結ぶ一本の沈静tと化している。

地文に使用された原体はLRである。 3はやはり口縁に突起をもち，文様帯内に入組文の施さ

れるものであるが，口縁と文様帯間に刻目帯が設けられている o 4は貼溜の施された破片であ

るが，溜上には刺突がなされている。 5は時期的に梢異なるものである。口被に刻みが施され，

口縁下の文様帯には，平行沈線開に C字状の刻自，点手IJ等が充填される。 6~19， 21， 22は

面縄文の施された粗製の土器である。

イ.土壌

く各土壊内出土遺物〉

第15罰 1は，大j問B式に比定可能な無文のj主口土器である。全面横位のミ力、、キが丹念に施さ

れている。 11佐ーの文様として注口部分を中心に渦巻状の浮彫文が描かれ，注口部に向う三又~I犬

陰友IJが中に入れられる。 2~4 も同様大洞 B 式に比定できる鉢形土器である。ヰは口縁音ISに所

謂B突起をもち，口 は入組三叉文が描かれる。胴部以下には撚りの緩い LR原、体

が横{立に回転押捺される。

5は口縁に突起をもち，平行沈練I留に刻自の施されたものである。全体としては入組丈の構

-292 



第 1表第 1号土境観察表

10 

検出区

'* f'T {;来 うえ {頃斜角

iま 土色

96X 96 4') 93" ~100" 

1 0 10Y R%陪褐色粘質孔i環少い若干の炭化物混入

2 0 lOY R31 時褐色料i性強孔隙少い炭化物褐色土粒傑かに青む
I 3 0 10Y RU  I培褐o粘質孔!理多いキメ細かく揚色二c_多く含む

覆 -L I 4 0 10 Y R){ 褐色岱i~質孔隙多く i主かに nii褐色土含む

5 0 lOY R月黒褐色粘質孔|環少褐色土粒含む

6 0 10Y RU時褐色粘質孔隙多キメ粗い

7o 10Y R%褐色粘性強孔隙少キメ細かくよ勾賀

tHj--j立物 l全itli縄文の施されたこi二器数片が出土している

第2表第2号土壌観察表

A-一一、バロ
}七3

3王

関口部径

152X 136 

!主主 径
よヲロ

{コヰミ
U
J

」」 傾 斜角

132X 124 76 900~910 

覆

1 0 10Y R巧 11音掲色粘質孔隙少い黄褐色土粒混入する

2 0 lOY R){褐色粘質孔際多い炭化物浪人する

3 0 70SY RU暗褐色粘性強い孔隙多い

4 0 10Y R先黒褐色粘質炭化物褐色土粒混入
土 i
5 0 10Y R){褐色料i質孔隙多い黒褐色土混入

6 0 705Y R%暗褐色粘性強孔隙多いキメ粗い

7 0 705Y R73'極時褐色粘質孔隙少ない撹乱

8o 10Y RYa黒褐色粘質孔際少ない炭化物僅かに混入

出土造物|床面i直 l二回iHIJ慰近くから注口土器(第15図 1)が倒立した状態で出土している

第3表第3号土境観察表

10 10 

底 (壬 深 去、』 {頃 ~;;I 角

j去量
164X 158 146 X 154 48 69

0 
~1280 

7重

1 0 10 Y rr U II音褐色梢粘質子しl法比較的小黄褐色土粒がj弘人する
. lO''{ R 克明褐色粘性大子L[i京小Jt]質キメ細い

.3. 10Y R 73'黒褐色符j粘質孔路大炭化物若干含む貰掲色土粒若 j二 ìL~ 入

401υYR%黒褐色粘tt:大孔i理小キメ細かく僅かに黄褐色土粒の混入するものの均i二-r ~ J..V l.. ..l¥.-./ 

日. lOY R:Y.主

6 0 10 Y R Y;褐色料i'I宅大子し際比較的大キメ比較的大黒褐色土粒混入する
7. 10 Y R元禍色粘性 1L路大キメ荒い

明褐色粘'I"t)~均質であり底面i黄褐色土へi斬移
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第4号土壌観察表第4表

|挿図111，15一(2 ~ 4 ) 国第 4号土境

ト底径|

町四 l 
1.10YR%暗褐色棺粘質孔隙小僅かに炭化物を含む

2.10YR.%黒褐色粘性小孔際粁i有寅;褐色土粒子僅かに混じる

3. 10Y Rガ褐色粘性干ri有孔際大
4. lOYR.%黒掲急棺粘質孔際小

5. 10Y R%黒褐色粘性弱孔11軍柑有黄褐色士粒若干含む

6.10YRU褐色粘性大孔i涼梢有黒色土粒褐色土粒のまじったもの

H， 7 検出[R

角斗
非
i

b
中小傾台、

品グロ
ー関口部筏

490~52C 46 118X 112 

区ヨ

長主

土

法

覆

第 5号土境観察表表
一
R
h
d

一

吟

一

回

1
1

ム一

第

「

日
一
図
一

一
持
一

l図版 10

覆

|底在|深きi
l114X  106 I 68 寸

10Y RX暗褐色孔隙小粘性強炭化物怪 1~ 2 mmが 1~2%混入かたくしまる

10Y RU 褐色孔隙中粘性弱炭化物10~12mmが 1%混入

10Y RU褐色孔隙小粘性やや有しまっている

10Y RU褐色孔隙中粘性やや有炭化物3~ 4 mm 1 ~ 2 %混入

10Y R%培褐色孔隙小粘性弱比較的もろい 10YR% 褐色土が25~30%回状に

混入

6. 1CY RX 暗褐色礼隙大粘性弱非常にもろい炭化物 1~2%混入

7.10YR%褐色孔際小粘性強

8.10YR%褐色孔隙小粘性強非常にかたくしまって均質である

角宗寺?頃関口部在

94X96 

第5号土境

7-M 

1

2

3

4

5

 

検出区

主在

土

法

第 6号土境観察表

M
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図第 8号土境

7-L， 

覆

底 径|深さ l
m 凶 124

1 . 10Y RX時褐色孔隙小粘性強炭fじ物在(5 ~ 6 mm) が 1~2%混入植物根混入

2. 10Y R兄貴褐色孔|理中粘性小もろい径3~ 4 mmの石がj見入

3. 10 Y R対褐色孔|革大粘性弱 10YR%の黒褐色土が 2~3%混入もろい

4. 10Y R対褐色孔隙大粘性弱控7~ 8 mm小石全体に混入に非常非常にもろい

5. 10Y R括責褐色孔l事大粘性弱砂質土径 1~ 2 mm炭化物 1~2%混入ややもろ

6 . 10Y R}'[暗褐色孔11京大粘性強炭化物 5層とのきかいに部分的に混入もろい

角

540~720 

宗寺{填関口音日 径:

169X120 

検出区

E宜

主主君ー

土

法
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Q
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第 7号土壌観察表

一τ
18 

覆

田

| 底筏|深さ

山山 1 84 

1. 10YRYi N~褐色干し!事性小粘質性やや強m.化物(径 5 ~ 7 mm) を 1~2%含む国物担を含む

2. lOYR.%孔隙性少なく 7.5YR;li褐色土が塊状(径 5~ 6 cm)に含まれる(フラスコピットの崩れたもの
と忠われる)粘質性強植物根を含む

3.10YR%黒褐色孔際性が少ない粘質性弱て''"i)':'ソポソした所も感じられる

'1. 10Y R先褐色粘質性弱孔際性大 7.5Y R;k;褐色土を5u9-G含む(フラスコピットの崩れたものと，也、われ

る。

5. lOY R克黒褐色粘賀子1:弱ボソボソしている炭化物(出 3~ 4 mmj を 1~2%含む
6.7.5YR汚黒褐色粘質性弱任 2~ 3 mmの粒子(磯土)層である孔際性大炭化物(径 4~ 5 mm)が 3~5

%含まれる

7.7.5YRU黒褐色孔1I安1"1:ノj、粘質性強て弘J質

8:7.5YR%， 1市褐色孔際性大粘質性+， (壬 2~ 3 mmの粒子が全体に出入しており非常にもろい
9.7.5YR封筒色孔階性小粘質性やゃあり均質(フラスコピットの崩れたものと忠われる)

角斜

61 ~66 

傾

12， 15-5 ¢村
γ

ふ
M
Y

径

1l0X 108 

ロ

第7号土壇

5ーし

H
刊
A
4

ヲ

Hl 

検出区

法

覆 t-.r!'から後期後葉の土器片を出土している。出 t-.遺物

!氏而東1ft1]に径60X40cm，i菜さ 10cm程度のピットをもっ。京
J z

j
 

A
川
町
市(
 

第S号土境観察表

一τl底径
l170X  196 

lOYR月黒褐色粘質性で孔隙やや有炭化物貫褐色土粒若子混入

10 Y R 7f黒褐色粘質性で孔階大賞褐色土粒混入一部かたくしまる

10Y R%褐色粘質性でほそぼそしているロッムブロック混入

lOY R対日音褐色粘質性でほそぼそしている黄褐色土粒混入

10Y R 7f粘質性でキメが荒いメが荒い

10Y RU  陪褐色粘質性キメこまかいしまっている

10 Y R _%にぶい寅褐色粘質性しまりかたい
10Y R%  11音褐色粘質性でキメ細かい黒褐色土炭化物若干混入

13 ド反12 4
間

T

z
t寸
，第 8号土境

5-L 検出区

音Ei沼 角事!I

40. ~53。

jt京さ

84 

深f壬

l44X 148 

IJ 

1
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q
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4
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O
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Q

O

1'11 

二仁

法

覆

第 9表第9号土壌観察表

|挿図 I12， 15一(6~ 9) 図版 l

|底径|深さ 1

1 168 X 168 100 I 

1. lO YR% 黒褐色梢粘質孔時小耕作土からの沈下と忠われる 10~20mm程度の礁を含む

2. 10Y R 五時褐色粘質孔隙小径 2--7 mm程度のロ ム粒及び炭化物粒を含む

3. lOY R五時褐色粘質孔隊大賞褐色土粒子と暗褐色ニ仁粒子の混じり合ったもので土境顕音1¥の崩落土

，1. 10Y R封黒褐色梢粘性孔隙比較的小 1bに比較してキメ細く 2~ 7 mm程度のローム粒炭化物粒を含む

む

5. 10Y R 巧黒褐色梢粘質孔時小賛褐色二仁村ーの if~ 人がf生かなため全体に黒色に ìli く見える
6. lO YRU 晴褐色粘質孔隙梢有ローム粒(賞褐色土宇~L)とil斉褐色土粒の混じり合った崩落土
7. 10Y RU暗褐色粘質孔li京極端に多いローム粒暗褐色土粒の混じり合ったものであり炭化物若干量合
む

8.10YR;五黒褐色粘性弱孔臨梢ありキメ細かいキメの卒跡、黄褐色土粒-fが少量炭化物雀かにiMA.
9. 10 Y R対褐色粘賀孔路大殆ど地山(ニ仁墳掘り込み層)土のブロック監かに時褐色土が混じる炭化物

様僅かに混入

1O.lOYRU然褐色粘質弱孔瞭;梢有炭化物が傑かに出入する

角事ヰ

44" ~50 

{頃

18 

fA 

174X 130 

部口開

第9号土境
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主11
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法
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第10表第10号土境観察表

14fJ 仁I (ill 怪 底 {壬 j栄 さ 傾 斜
法 E長tヨl 

210X 204 196 X 172 100 36
0 

-45
0 

1. 10Y R31京協色粘官時くしまっていて均質

2. 10 Y R.% 黒潟色粘賀利孔院がある炭化物を ir~入する

3.10YR;l{n音褐色粘質孔15京がある f置かに炭化物混入する
4. 10Y R巧IlIf褐邑粘'ft孔隙は少くしまっている

f妥
5. lO γR% 溺色枯~i 孔隙ある壁の崩落十- ? 

土 i6 10 Y R%黒褐色粘性強い干しi理あり炭化物ノ ξミスを合ーむ
7. 10Y R~/:í 暗褐色 キ村粘11占li'討討咋'1↑干性1'1

8. 10Y R対黒褐色粘性強し、孔|涼あ 1) ローム粒若干混入

9. 10Y RH  u古掲色粘性非常に強く孔隙は少い多量のローム混入
10. 10Y [{対褐色粘性 5J~J <干し践は多い非常にもろい

第11表第11号土壌観察表

第11号土壌 13， 15一(10-18) i図版| 18 

検出区 7-N， 

日 立口l1r3 411ごく二 底 {壬 ì~長 c: {頃 手"1
法 量|

200X 190 174 76-77 

1 . 10Y R3{ 黒色粘質孔|環は少い細l殺を僅かに含む

2. 10 Y R先日吉褐色粘質孔隙少褐色土黒褐色土のi昆り合ったもの
3. 10Y R;l{暗褐色粘性強孔i涼少キメ細かく比較的しまっている。
4. lOY R;l{暗褐色粘質孔隙あ 1) 色調;梢l明るく炭化物が混入する

5. 10Y R 五時褐色粘質孔Ii車あり色調は日郎、炭化物侵かに混入する

6. lOYR%褐色粘性孔i諜あり暗褐色土がブロック状に混入する 質

7.10YR;l{陪褐色粘性強くよくしまっている

R.IOYR%旦褐色半ii't1{ 孔隙多い炭化物少量出入
覆 土 19.10YR対褐色粘質孔|謀少なくよくしまっている

10. 10Y R%黒褐色粘質孔隙多く炭化物少量混入

11. 10Y R対褐色粘質孔践小よくしまったブロック状部分と孔|環の多い部分に分けられる

12. 10Y R% 時補色宇I~質孔i環多い褐色土粒混入
13. 10Y R%黒褐色粘質孔隙多い

14. 10Y R%褐色ブロック状であり暗褐色土が|壊を埋める

15. 10Y R対褐色孔隙は多いが均質である

16. 10Y R.%黒褐色粘質で孔隙多い炭化物多〈混入

第12表第12号土壌観察表

1 . 10Y H五黒褐色半ISTI孔15Jti少なく少量の fてミスを含む
2. 10 Y H:}[褐色粘賀孔隙少なく炭化物極く{草かに含む

寓 土 3.10Y R3{黒色粘質孔隙少なく炭化物僅かに含む

4. 10Y R%黒褐色粘質孔1;京少なくパミスを台む

5.lOYH，%'l培褐色粘n孔防:多い地山!自へi中止移する
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第14図第12号土壌

図をとるものであり，後期後葉に位置づけられる。 6-20は全面縄文の施された破片であり，

後期後葉から晩期にかけての粗製土器と思われる。
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12 13 14 

10 

15 16 17 18 

1 第 2号土墳 6~9 第 9号土壌
2~4 第 4号土壌 10~ 18 第11号土壇
5 第 7号土墳 19~20 第12号土績

19 20 
各土境内出土土器第15図
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ウ.埋設土器遺構 (第16悶，第17図)

第1号住居跡南側 4-Hで検出された。

21屈の埋設土器とも押演された状態で確認された。

S X(U)Ol :全体の%程度が欠失した状態で検出された。断面では，押j賞されて大きく開いた

形状を呈する。理置のためのピットは殆ど浅くしか掘り込まれておらない。覆土は，色調10Y

R%碕褐色を呈し，下部では地山層に漸移する。

土器はヲ口縁に12単位の突起をもち胸部半ばに屈曲部をもっ鉢形土器である。口縁の突起はラ

山形のものと頂部が二叉に分かれるものとが6単位づっ交互に配置され，突起下に沿って亥IJ日

常がめぐる。文様帯は，胸部半ばの屈曲部を境として上段と下段に分かれるが，上段では刻自，

下段では縄文による入組文が捕かれる。いづれも無文部分にはミカ守か施されているが，沈線

自体の描き方は非常に粗雑で、ある。縄文はLR原体を使用している。

S X(U)02 :口縁部から胴部上半にかけての破片が，胴下半の破片と重なるように沈下してい

る。特に南側の胴下半部は大きく内側に陥没している。埋置するために用いられたピットは埋

設土器と殆ど同じ程度の規模しかもっておらない。ピット内の覆土は色調10YR%暗掲色を呈

し，粘質で僅かながら炭化物を含む。

土器は，口縁部に 8単位の 3個 1組の突起をもっ鉢形土器である。各突起頂部は二叉に分か

れる。文様帯には平行沈糠と刻呂によって入超文が描かれるが，左傾する入組文の各入組部分

は口縁部突起と対応する位置に設けられる。柄部はRL原体が横位に回転押捺されるが，底部

近くの 7cm程は無文となる。鹿部はその中心で 1cm程扶り取られ棲端な上げ底を呈する。

エ.配石遺構(第18図，第19図)

く確認状況〉

調査区のほぼ中央10-J，5-Jで確認された。

環状に礎を配した礁のまとまりと，その外周を弧状に囲むように配された10数値の礁からな

る。中央部に位置するまとまりは長窪が250cm前後，短径が190cm前後の範囲に磯の配されたも

のであるが，外縁に比較的長大な礁を並べた後，内部に肩平な礁を西側から重ねるように立て

て充填している。

外周を囲む礁は，中央部に位置する礁のまとまりの東側の東側に弧状に配されており，西側

では確認されなかった。礎自体は比較的大きいものが用いられている。

配石を取除いた後には，礁が震かれた浅い窪みが認められた程度で土境等の施設は検出され

なかった。

配若の覆土註記は以下の通りである。
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1. 10Y R7i'，黒色，粘性弱し孔隙多い，粒筏の大きいパミス(径7~ 10mm)が若干量含ま

れる。耕作によると忠われる有機物の混入も甚しい。

2. 10Y R%，黒褐色，粘性弱く，孔[5京も多い。粒径の小さいパミス(径 3~ 5 mm) 

含まれる。

3.10YR%，黒褐色，粘質，キメ細かく，子し隙も少い，混入物も殆どなく

4. 10Y Rガ，褐色，粘質，孔隙少なく，地山層へj斬移する。

〈周辺

土器は配石の周辺及ぴ礁の間等から出土している。

石自体の構築時期を決定できるようなものではない。

であり宅出土の状況も自己

L 
第19闘し 2は同一個体である。 R1Lと思われる多条の原体を用い，回転方向を変えて羽状

L 

の効果を出したものである。器厚は厚手で胎土に繊維を混入する。前期のものであろう。 3~

12は全面縄文の施された破片である。原体は LRが多い。後期~晩期にかけての相製土器と思

jつれる。

オ.遺構外出土遺物

遺構外からの遺物出土量はそれ程多くはない。時期的には，縄文時代前期，後期首iJ葉，後期

中葉に大きく分けられる。

第20臨し 2は，配石遺構周辺からの出土であり第19図上 2と司…個体である。 3はトレ

ンチ調査区からの出土である。全面LR原体が横位に回転押捺される。胎土には繊維が含まれ

ており， 1， 2同様前期のものであろう。

4 ~11 は，地文としての縄文が施された後に比較的太い沈線で，平行沈線文，曲線文が描か

れたものである。後期前葉に位置すると思われる。 12，13は，無文地の上に 2本 l組の沈線で

幾何学的な文様が拍手かれている。沈線開は微隆帯となる。十腰内I式に比定される。 14，15は

地文として細かな LR原体が回転押捺された上に，細い沈線によって平行沈線文の描かれたも

のである。やはり後期前葉に位置すると思われる。

16~22は，住居跡等からの出土しているのと同様の入組文の施された土器である。入組文中

には縄文の施されたもの，刻百の施されたものがある。 23は無文の蚕形土器口縁部から頭部に

かけての破片である。口縁上にはヲ山形の突起が付され突起上には刺突がなされる。後期後葉

~晩期前葉のものであろう。

24~33は，全面縄文の施された破片である。後期後葉~晩期前葉にj半出する粗製土器と思わ

れる。

34は， トレンチ調査区内で出土したへラ状石器である。 を素材として両面が丹念に剥離
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され，母岩からの第 l次剥離の際の主要剥離面は残っていない。 35もやはりトレンチ調査区内

11 

第19図 配石遺構周辺出土土器

で出土した荷匙である。やはり頁岩を素材としている。つまみ部分には第 1次剥離の際の打面

が残り，左側縁及びつまみ部分のくびれには背面からも調整剥離が施される。





6. まとめ

案内II遺跡からはヲ住居跡，士墳，埋設土器遺構及び配石遺構等が検出されている。これら

遺構は台地上部の平坦面ではなく，南及び南西側に面した緩斜面上に検出されたものである。

配置図が示すように， 4棟の住居跡は半佳10m前後の円弧上に載る形で配置されているが，

これは住居跡の占地する台地地形，即ち図面上で見る等高線に沿ったものではない。 4棟の住

居跡を通る円弧は，むしろ等高線に交わる形で引くことができる。また，案内II遺跡で検出さ

れた遺構の中で数量的に大きな比重を占める土壊は，第 1号~第 3号，第 7号，第 8号，第10

号の 6基からなる群と，第 5号，第 6号，第 9号，第11号の4基からなる群という 2つの群に

分かれて，住居跡を通る円弧の外側，西側のより下位の斜面上に脊在する。

このような遺跡における住居跡の占地形態を，県内の他の遺跡について比較のため見てみた

い。能代市杉沢台遺跡は，縄文時代前期の大型住居跡4棟を検出した遺跡であるが，大型から

小型のものまで計44棟の住居跡，ほぽ向時期とされる108基のフラスコ状土壌を検出している G

杉沢台遺跡の調査区は北東へ向う台地とその斜面が選定されているが， 4基の大型住居跡は台

地の中央寄りに，他の中型・小型の住居跡は台地縁辺部に，フラスコ状土壌は斜面上に位置し

ている。 4棟の大型のものを除いては台地縁辺部に住居跡が並ぶため，住居跡全体の配列は弧

状を呈する。

また，男鹿市大畑台遺跡は，縄文時代中期の住居跡51棟，フラスコ状土壌10基を検出してお

り，計6基の変遷が考えられている遺跡である。 遺跡の調査区は舌状に張り出した台地lつが

選ばれており，各期の住居跡、はほぼ、台地縁辺に環状に近い形で配列されている。フラスコ状土

墳は 6期のうち前半期に限られるが，主に住居跡の並ぶ円周の外側，南東側の縁辺部に群をな

して存在している。

案内II遺跡の場合はどうであろうか。前述したように案内II遺跡の 4棟の住居跡、は等高線に

沿った配置がとられていない。つまり，地形に応じての住居の占地が行われてはいない。そし

て，遺跡の立地する台地全体の中にあって， {主蔚跡の配置から求められる面的拡がりとしての

空間の割合は極く小さなものとなっている。このような住居跡の占地形態では，台地全体で住

居の密集空間がその内と外を画することなししたがって「広場J的な空間が形成されること

もない。

縄文時代の住居跡は，概して舌状に張り出した台地縁辺部で検出されることが多い。したが

って住居跡の配置自体は台地の形状に応じて弧馬蹄形ヲ環状といった形をとることになる。

さらに，このような住居跡の配置がとられると，向ーの台地(1つの集団の共通の生活領域の

一一つ1つ一-d よU



核的存荘と考えることも可能である)の中で住居の密集する空間とそうではない空間とが生ま

れてくる。そして住居跡の検出される遺跡にあって，後者のような空間は「広場」とい概念が

与えられ，集団の構成員が共用しうる空間とする見方がある。そうした考え方に立脚した

杉沢台遺跡，大畑台遺跡とも地形に応じてそれぞれ弧状，環状といった形で住居跡の密集する

空間が形成され，それに閉まれた住居の非密集空間として前者では 4棟の大型住居跡，後者で

は文字通りの「広場J 的な遺構の存在しない空間が形づくられているのである。

しかし，このような「広場」的な空間の形成にはある程度の長期的な台地の利用を前提とし

ている。大畑台遺跡の場合はVI期の変遷があって成立しており，杉沢台遺跡の場合も 6期の変

遷が認められている。翻えって案内III遺跡の場合には出土する遺物から見る眠り，長期に亘っ

て台地が利用されたとは考えにくく，時期は縄文時代後期後葉の一時期に限定することができ

る。したがって確認された住居跡も少なく， 占地する空間も狭少なものに限られていると思わ

れる。一つの可能性として留めておくが，案内II遺跡の 4棟の住居は同時に存在した単位とし

て認識し得ると思われ，その単位が何時期かを経ることにより最終的には杉沢台，大畑台のよ

うな住居の占地形態に発達すると考える。即ち，検出された 4棟の住居跡は縄文時代後期後葉

に営まれた 1つの単位であり，このような単位が，何期かを経て後に地形に即応した住居跡の

配置をもって検出されるようになると思われる。無論，縄文時代遺跡の住居跡、群の形成には様

々なパターンがあり，弧状，馬蹄形，環状の配置をとる遺跡であっても，案内II遺跡から推測

されるように結果として「広場」的空間が作られる場合じ遺跡が生活の場として選定された

当初から「広場J 的空間を作りながら住居跡の数を増す場合等々あろう。また，時期的な特徴

が住居群の占地形態に表われる場合も考え得る。

いづれ遺跡に於ける住居群の占地形態という現象は，その背後にある遺跡、を担った人間集団

を考える時大きな手掛りとなり得るものであろうし，そうした問題を含めて今後課題としてゆ

きたい。
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付

本遺跡第 l号住居跡、(コード S1 003)，第10号土墳(コード SK((XH8)出土炭化物の14Ci~IJ 

を日本アイソトーブ協会に依頼した。結果は以下の通りである。

測定結果報告書

昭和56年 1月23日に受取りましたC-14試料の測定結果がでましたのでご報告します。

N… 4135 

N -4136 

TW19 S K(f泊18

TW19 S 1003 

2800土80yB.P.(2720土75yB.P.) 

2980土80yB.P.(2900土80yB.P.)

年代は14Cの半減期5730年(カッコ内は Libbyの値5568年)にもとづいて計算され，西暦1950

年よりさかのぼる年数 (yearsB.P.) として示されています。付記された年代誤差は，放射線

計数の統計誤差と，計数管のガス封入圧力および温度の読取りの誤差から計算されたもので，

14C年代がこの範囲に含まれる確率は約70%です。この範囲を 2倍に拡げますと確率は約95%

となります。なお14C年代は必ずしも真の年代とひとしくない事に御注意下さい。(御希望の

方にはこれに関する参考文献を差し上げます。)
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猿ヶ平 I 遺跡

遺 跡 番 でEコ7 No.20 

所 在 地 鹿角市花輪字猿ヶ平26の93他

調 査 期 間 昭和55年10月4日-12月68 

発掘予定面積 6，199m' 

発掘調査面積 4，100m' 

'" 



1 .遺跡の概観

猿ヶ平 I遺跡は秋田県鹿角市花輪字猿ヶ平26の93他に所在する。この地は国鉄花輪線陸中花

輪駅東北東2.6km，花輪東山住宅団地の北0.7kmの地点で，北緯40度11分45秒，東経140度48分

45秒，標高は200~204m である。

遺跡地は奥羽山脈のー峰をなす二ツ森(標高 895m)の西側斜間よりなだらかに延びる馬の

背状の地形で，雑木林と原野から成り，地形学的には花輪中位段丘と呼ばれる面である。原野

は終戦後関畑されその後放置された経緯を持ち，地続きの南方 0.5kmの地点には案内日遺跡(遺

跡番号No.19)_が位置する。

2.調査の方法

グリッドは遺跡の調査対象区域に設定されている東北縦貫自動車道の路線中J心杭ST A 143 

とST A 143 +60の2基点を結ぶ直線及ぴその延長糠を基準にし，これに直交する線を設け 5

mX5mのものを設定した。グリッドの呼称は東西軸にアルファベットで東から GからYまで

南北軸にアラビア数字で南から 3~15 を付し， 3-Gグリッドの如く両者の組合せにし，グリ

ッド南東隅の交点(杭)をグリッド名称とした。

発掘調査によって確認された遺構には，その性格ごとに確認順に通し番号を付し，実測図作

成は簡易遺り方測量に依った。

3.調査経過

8月6日から 3日間，調査対象区の刈払いと試掘を行い， 9月下旬に重機を投入して表土除

去を行う。

10月3日北の林遺跡、から移転して来た調査員，補佐員，補助員，作業員によって発掘現場に

到る農道の整備をし，プレハブに器材を搬入す。 10月4日調査区北東隅の13-Gグリッド部分

から地山面まで黒色土の掘り下げを開始す。 10月15日この日までの調査では黒色土層中に部分

的に大湯浮石層の広がりは認められるが遺構と遺物の検出は無い。

11月4日調査区南西部の発掘に入り多数の縄文土器片の出土を見る。 11月5日発掘区の下方

斜面に排土の流出を防ぐ「しがらみJ を構築ヲl1-S，12-Sグリッド地山面に竪穴住居跡と

考えられる円形の黒色土の落ち込み(S I 001)を確認す。 11月10日にはフラスコ状ピット(S 

-4 



K FOl) をヲき見守 11日にはHil.設ご!二号tF1 

いノトが数多く 4噴出き jノLるつ 11月 Ffに

ため発iltl¥l乏の全止と

12月1Ff寒荒つのりー

.? 
，ヶ-
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フ ラスコ:1た

了 11JJ 29 H 

、っ一γj
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J
l
 

ネ」

γ~ S K 016 )を

12)1 4日掘り iごげた

中で:Ji;'WJ士続行。 12月6日

し調査を終了するの

くから 11免期大j同B

(S KOl(3)グ)突出1)と万:点在えを ー 洩ったゴ 6}?=f1' 婦問一〈

4.遺跡の層位

遺跡、は北iflUから南側に綬傾斜の地形を示しており，北本l'j(JJ面白:は 2lHに分lHきhる

第 I層:

第II層:黄褐色土で地山を構成している。

位は以 kの如くであるが，部分的に第 I層r[:I仁川れ、大i日ii'?行の JIí~fu 11/1: 1); It~、めん hlニ

遺物は第 I と遺構内からの出土である
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H =200.60m 

2m 

層 土 色 {藷 考
トー

皇 色 (7.5YR;O 炭化物、黄褐色土粒子微量混入

2 極暗褐色 (7.5YRYa) 炭化物微量混入

3 褐 色 (7.5YRYs) 炭化物微量混入

第 3図 SI 001霊宍イ主麗跡実測図
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第 表

構名 S I 001竪穴住居跡 検出地区 ll-S， 12-S 

J帝国番 3 図版番

背3 有色 円 青5 主軸 向

長軸 373cm 短軸 338cm 

法 主E主ヨ主

壁 高 3 -15cm 面積 10.3m' 

確 三口4刀仏、 地山上面で確認した。

東西南壁で10-12cmの壁高を計り，ほぽ垂車に立ち上がるが，北壁におい
壁

ては，地山田からの掘り込みは浅"'0 

平坦で、堅くしまっている。
床 面 | 床面中央部に焼土 (80似加)の広がW みられた。

床面に I個， 2個，住居跡外に 51闘のピットを確認した。
ピ 、、/

各ピットは床面より 10cm~20cmである。

住居跡西側に大小の石 6個を使用し， 「こ」字状に組んだ炉が存在する。
士戸

遺物とその 理土中に散在して出土した。

出土状態 縄文土器(後期初頭)が十数点

当住居跡は， S K020を切って構築している。

f蒲 考

4ム
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ヤOO}jS 骨 800}jS 
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V←ーー ?さ←一一 一一→可

，'fj←ー
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縄文土器(後期)

考
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出
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遺
物
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考
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@ SKOO自
SK005 

A‘一一 一一4 A' 
_..A' 

~ 
A←ー 一一A

A--ー -A' 

ぷぶ
8 1m 

!言 ニiニ 色 協1 今与ー

I 証音褐色(lOYRYal 石密度・弱賛褐色粒子 炭化物微量:泌入

2 褐 色(lOYRYs) 硬度:弱炭化物、機微量混入

3 褐 色 (7.SYRY.l 炭化物微量混入

4 褐 色 (7:SYRYJ) 主主褐色粒子、炭化物微量浪人

5 I j電褐色(lOYRYa) 粘性.強褐色土粒子微量ま混入

SK007 

一-.A' 

@ 
SK008 

A←ー 一→ A'

、~

A和一
一-<>/1: 

A← H =200.400m 一一A'

1m 

1m 

第5函 SK005， 006， 007， 008土議実j期間



長

第
「
剖

N ゃー→ S 量 148cm 



ED SKOI0 

A←一一

kJ 
一一~A'

A←一一 一一噌A'H =200.200m 

J 1m 

。

⑧ SK011 

⑮ 
SK012 

A←ー 一一A'

一一A'

A←ー 一一 A'

A←ー H =201.500m 一一.A' 。
m
 
-

土 色|備 考

賞褐色粒子、小石微量混入

2|黒褐色 (10YR!'i) 糞褐色土少量混入

3 I褐 色 (lOYR%) 小石微量j昆入

1嘗 土 色 f緒 .考

1 黒 色(lOYR 1ガ) 賞縞色粒子、炭化物、小石微量混入

2 黒褐色 (10YR73') 硬1支:~皇賞褐色粒子、炭化物、小石微量混入

3 黒褐色 (lOYR73') 硬度:強炭化物、小石1敬愛混入

4 時褐色(lOYR%) 石垣度:強炭化物、 'J、石微量混入

5 I ff音燭色 (10YRXJ

6 褐 色 (10YRYsl 硬度:強粘性:強火山壌出物微量混入

7 I Ul'i渇色 (10YRY.l 硬1支強小石微量混入

8 I J電褐色(lOYRYal 石重度 強宇占f雪-.強

第S国 SK009， 010， 011， 012土議実測国



平面形，円形宅断面形， $fi形

第 11表|遺構名 IS K 0 1 I 1日 l挿図番号[ 第 6図 |図版番号|
法 長 軸 同 1 さ Jf_; 台忌 平面形，円形，断面形，台形

量 116cm l08cm 66cm 主軸方位 を一一一一歩

出
土

遺物

イ持

考

第 12表|遺構名 ISKOll 出土地底 I11-J I挿国番号| 第6図 |図版番号|

法 長 軸 短 軸 深 さ 背3 肯，'-'包，、 平面形，不整楕円形，断面形，箱形

軍 133cm 111cm 38cm 主軸方位 N ←→ S 

第 13表|遺構名 ISK012 出土地区 IlO-K I挿図番号| 第6図 |図版番号|

j宏 長 車由 究旦 軸 1菜 さ 背三 自，"-伝，、 平面形，円形，断面形，台形

量 149cm 143cm 120cm 主軸方位 ←-→ 

土出

遺物

{藷

考



A←ー

層 ニt 色

l 泉 色(lOYR'}i')

2 I ~黒 色 (lOYR3.i) 

3 黒褐色 (lOYR3{)

4 黒褐色 (10YRXl

5 黒褐色 (lOYRYz)

6 L褐色 (10YR.%) 

一→ A'

H =201.300m ~A' 

1m 

f結 考

炭化物、焚褐色粒子、小石微量混入

硬度:強策褐色粒子、ノj、:0微量混入

硬度:強賞褐色粒子微量混入

炭化物、賞鵠色粒子微滋混入

賞褐色粒子微量浪人

硬度:強小石微量混入

~A' 

1m 

A←ー

層 土 色

l 蒸 色 (lOYRX) 

2 塁主 色 (lOYR';7il 

3 黒褐色(10Y R Yz) 

4 I n音褐 e(lOYR%)

5 褐 色(lOYR.K) 

@ 
/ 

/ 

一一A'

一→ A'

1m 

{蔚 考

言t宇品色粒子、炭化物、火山積出物微量混入

炭化物、火山噴出物微量混入

liV!度 強賞褐色粒子炭化物'火山噴出物微量混入

硬度:強糞褐色粒子、炭化物微最混入

石重度.強黄褐色粒子、火山噴出物i数議浪人

SK016 

-.，.. 
ノ

ノ f

/ 

/ 

A- 一→ A'

~ 
A ~ H =201.800m 

~A' 

層 土 色 {結 考

I 黒 色 (lOYR}i) 主主褐色粒子 炭化物微最混入

2 暗褐色 (LOYRX) 硬度:強室主褐色粒子、炭化物小石微量潟入

3 絡 色 (lOYR>{) 硬度・強火山噴出物ノj、正i1放送浪人

4 策総色(lOYR%) 硬度:強火山噴出物微量浪人

5 I U音褐色 (lOYRj{) E更度:強火山噴出物、小石微量混入

6 褐 色 (lOYR必) 百重度.強火山I噴出物

第 7密 SK013， 01ヰ， 015， 016土境実測国

-354-



第 14表 i遺構名 ISK013 出土地区 I10-J I挿図番号 l第7図 |図版番号|
法 長 車lb 短 事由 {菜 三c与p 形 1守芭 平面形，円形・断而形， i今形

軍民ヨ 147cm 124cm 116cm 主軸方位 毛一一ー一歩

出
ー仁

遺物

慌

第 15表 |遺構名 I_SK014 出土地区 I 8 - 1 I挿図番号| 第7図 |図版番号 i
:法 長 軸 精一 軸 深 き 形 宵包 平面形，小学j形・断面形，台形

量 149cm 110cm 22cm 主軸方位 E ←→ W 

出
土

i物章

{荷

考

第 16表 |遺構名 IS K 0 1 5 I出土地区 I 8-G I挿図番号| 第7図 |図版番号|

法|長 軸 i短 軸!深 さ|形 態(平田形，円形断面形，箱形

量| 山 m I 附 m I 29cm I主軸方位| 一

ぽ
考

第 17表 j遺構名 IS K 0 1 6 出土地区 l: ~ I挿図番号l第7図 l図版番号l6 
法 長 率直 短 軸 深 さ 形 宵包 平面形，円形・断面形，鍋底形

量 124cm 119cm 39cm 主軸方位 モーー一一歩

出
縄文土器(大洞B式)

遺土物

{庸

考



一→民

A←一 一『五

A← H ~202a200m ー→ A' 日=200.100m

1m 

土 色 f結 F 
J 

層 寸二 色 術i "5 

l 黒 色(lOYRH) 炭化物、賞褐色粒子、小T:i微量浪人

2 I ~票褐色(lOY R.%) 炭化物、賞褐色粒子、微量混入

3 黒褐色 (lOYR.%) 炭化物、業褐色粒子微量混入

4 鵠 色 (lOYR.!il ノj、石微量混入

5 I ff音縞色(lOYR，%) 炭化物、主主渇色粒子微議混入

1|築 色(lOYRHl I炭化物、賛褐色粒子微量混入
2 I黒褐色 (lOYR%) 硬度:強制七物、賞縞色粒子微量混入

SK020 ⑧FK G号
一一→A'

一一命 A'A~ー
A-ー

1m 

土 色 f荷 F. d 

1 褐 色 (lOYR ;J{)炭化物、賞褐色粒チ微縫泌入
一 一-
2 に.-)，い賞褐色 (lOYR対) I炭化物微量混入

。 1m 

第 S図 SK017， 018， 019， 020土襲実測酪



出

土

遺

物

一

備

考

第 20表|遺構名 SK 0 1 9 出土地区 I8-X I挿図番号| 第 8図 |図版番号(

法 長 軸 生豆 軸 1架 さ 万3 台伝 平面図，楕円形，断面形，鍋底形

町主時主主主 118cm 103cm 30cm 主軸方位 N ←→ S 

出
土
遺
物



⑧ 
SK(F) 001 

j-A' 

¥ 

⑧/ 
SK(F)002 
，ー~、

A ←-1  
/ 

/ 

A←ー 1
¥ 

¥ 

l ー吋A

/ 

/ 

A←ー 一→ A'

A←ー 一一A'

層 土 色 1蔚 考

I 黒 色 (lOYR'}i) 粘性:弱黄褐色粒子炭化物微量混入

2 I U者褐色(lOYRYJ) 粘性:弱寅渇色粒子少量ま混入

3 黄褐色 (10YRYa) 碕縞色粒子微量浪人

4 黒褐色 (lOYR72') 褐色土微量浪人

5 褐 色 (7.5YR%') 黒褐色度微最混入

6 日月賞褐色(lOYRYs) 粘性.強黒褐色土微量混入

0 1m  

GSJJf¥ヤ(F)003 
" 1"'1 ¥ ¥ 

A-' 仁 I '~A' 

備 考土 色

A←ー

A ~" ~~~ ~..~ ~ A H =202.0υOm ー『片

B 1m  

?1f  

土 色 f劫 考

li黒褐色 (lOYRM 黄褐色粒子、炭化物微量混入

2|階褐色(….%)一!硬度:弱制色紋子、黒褐色粒子微組量i混昆入
3|蒸褐色(川R3{矧) I賞鵬褐色粒子、炭f化ヒ物微最混
4 I賞貧褐色 (ωlOYRYsl 

第 9~窓 SK(円001，002， 003， 0047ラスコ状ピット実測図
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第 2 表 !遺構名 IS K (F) 001 出土地区 I7-S I挿図番号| 第9図 |図版番号|
法 長 軸 短 軸 1菜 ~ 五三 音'I.!J色、 平面形，楕円形

翠Eヨ 165cm 150cm 65cm 主軸方位 N ←→ S 

土出 縄文土器(後期)

遺物

備

第 23表 |遺構名 IS K (F) 002 出土地区 I6-R I挿図番号| 第9図 |図版番号|
R子 長 軸 生育 軸 i集 予ミ 背5 宵島 平田形τ 楕円形

量 126cm 106cm 56cm 主軸方位 NW ←→ SE 
出
土
1物活息包

イ藷

考

第 24表 l遺構名 ISK的 00 出土地区 I5-R I挿図番号| 第9図 |図版番号(
法 長 軸 短 軸 深 さ 背3 台d比包，、 平面形，楕円形

量 116cm 85cm 86cm 主軸方位 E ←ー~ W 

出

第 25表 |遺構名 IS K (F) 004 出土地区! ?二3|挿図番号| 第9図 |図版番号|
法 長 車由 短 軸 深 さ 汗5 ~、 平面形，楕円形

軍Eヨ 100cm 82cm 53cm 主軸方位 N ←→ S 

土出

遺物

1庸

考



I "暗闇， I ーー、

γ:J-A 

?1「

~竺竺:
/j CJ~l\ 

-
/
 r'' 

A←一 -A' 

色 i輔 考土

I|陪褐色 (lOYR}{) 硬lt.・弱策褐色粒子、炭化物徹鼠混入

2|巣褐色 (lOYR7l')賀補色粒子、炭化物微最混入
3|褐 色(川RYo)硬度:弱制色粒子、炭ft物蹄混入
4 11ニ..i:い焚褐色(lOYR~) 1炭化物、組砂微量i昆入

1語 土 色 {輯 考

l 黒褐色 (lOYR7l') 炭化物、賀補色粒子、車電撒盤混入

21!!'，色 (lOYR'}() 硬!fr. 弱炭化物、貧褐色枝子徴鼠混入

3 時褐色 (lOYR}{) 硬度・強賀褐色土プロソ 7.炭化物撤量浪人

4 褐色(lOYRYo) 焚褐色土プロヴデ、換化物、緩微量混入

5 褐色 (7.5YRH) 硬度:弱賞褐色粒子、炭化物徴最混入

5 褐色 (7.5YRY.) 硬度弱 ー且田 τ

7 旦褐色 (lOYRH) 炭化物、 ~ C，;t 

B 褐色 i7.5YR対) 号車微量混入

9 褐色 (lOYRY.) 

SK(F)006 

A 

市'~I I 

/ 

/ 
/ 

/ 

/ 

A←ー A' 

?1?  

E

:
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一
民

一
Y
一
Y
一
Y

-
ハ
U
-
n
υ
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n
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一
色
一
色
一
色

士裕一褐一

黒
一
黒
一
褐

3
A
…

ワ

ル

町

内

δ

f輯 考

賞褐色枝子、炭化物.障壁徴農協入

賞鴇色粒子、炭化物徴量混入褐色土プロック混入

賞褐色粒子プロァ夕、炭化物微量混入

4l褐 色 (lOYRYo)硬度:弱黒色土プロ>7i昆入

5 1黒褐色 (lOYRH) 硬度:弱賃補色粒子、炭化物微量混入

--一、/一¥

A←ー -A' 

A←ー ~A' 

!萄 土 色 f結 考

1"蒸渇色 (10YR_%") 硬度:弱亥褐色粒子、炭化物微量混入

0' 黒字品色(lOYR3J') 賞宇品色粒子 氏化物微量主I昆入

3' I 1情褐色 (10YR%l 賀補色粒子、炭化物微量混入

4' 黒褐色 (lOYRY2j 賀補色粒子、炭化物微量滋人

5' に，..;:い賞鵜色 (lOYR，;ぎ) 実補色幸立二子、炭化物微量混入

第10図 S K (F) 005， 006， 007， 008， 009フラスコ状ピット実測図



第 26表!遺構名 IS K (F) 005 出土地区 I7 R I挿図番号| 第10図 !図版番号|
法 長 軸 短 軸 深 ~ 背3 台，"包』 平面形，円形

馬祭主主事 96cm 94cm 28cm 主軸7']位 毛一一一一歩

出 縄文土器(後期)
土

遺物

第 27表 l遺構名 ISK伽 06 出土地区 I8-T I挿図番号| 第10図 |図版番号|
辻二 _g. 軸 牛ノピ]ミa 市巾 浬>'1、 さえ =JFえ 1守包 平田形，不整形

車 135cm 130cm 90cm 主軸方位 E ←→ W 

出
縄文土器(後期)

土

遺物

{庸

考

出
土
遺
物
一
構
考

S K(め009が本遺構を切って構築されている。



~A' 

⑮
町

SK(F)010 

ち!:二¥
A-(LJJJJ 

一→A'
H =200.500m 

A-ー

一→A'H =201.000m 
5 

A 

B1m  

!蕩 土 色 f蔚 考

1 I ff苦褐色(lOYRY.) 賞褐色粒子、炭化物、時軽微量混入

2 官官褐色(lOYRY.) 硬度:弱賞褐色粒子、炭化物微量混入

3 暗褐色 (7.5YR，%) 硬度:弱主主縄色炭化物、喋微量混入

4 褐 色 (7.5YRY.) 黒色粒子、炭化物、機微量混入

5 褐 色 (7.5YR，Ys) 賞褐色土プロック、炭化物微量浪人

6 褐 色 (7.5YR~) 硬皮:弱賞褐色土プロック、炭化物微量混入

7 縞 色(lOYRYs) 黒縄色粒子、炭化物微量混入

0 1m  

!習 土 色 {碕 考

1 黒褐色 (10YR}-2') 粘性:弱賞褐色粒子、炭化物、号軽微量混入

2 黒縞色 (10YR%) 賞褐色土ブロ'l'/粒子、炭化物、時軽微量混入

3 黒褐色(10YR%) Z電鵠色粒子、炭化物微量混入

4 黒褐色(lOYRH) E重度.弱粘性:弱賞褐色粒子、暗雲微鼠混入

5 黒褐色 (10YR%) 硬度:弱業褐色粒子少量混入

6 褐 色(10YRYsl 賞褐色粒子、炭化物微量混入

l硬度:弱褐色土プロソク浪人18 I明褐色 (7.5YR，%) 

層 土 色 f結 考

1 黒 色(lOYR3{) 硬度:~~粘性:弱賀補色粒子障壁微量浪人

2 暗褐色(10YRY.) 硬度:弱貧褐色粒子炭化物、礎微量混入

3 暗縄色 (10YR，%) 業褐色粒子、炭化物、喋微量混入

4 階褐色 (7.5YRY.) 賞褐色土プロック状に混入炭化物微量混入

5 黒褐色 (lOYR%) 硬度:弱主主褐色粒子、炭化物:時軽微量浪人

6 階褐色(10YR，%) 炭化物、再軽微量混入

7 暗褐色 (7.5YRY.) 硬度:!翁賞褐色土プロック炭化物障壁微量混入

8 I f稽褐色 (7.5YRY.l 硬度:弱鴇色土プロソク黒色粒子微量混入

9 褐 色 (7.5YRY.l 炭化物微最混入

10 渇 色 (7.5YRY.l i清褐色土プロック炭化物被量混入

11 賞褐色(10YRYs) プロック状

d島町012
~\ 

二二//

A-ー

第11図 S K (F)010ヲ 011，012フラスコ状ピット実j慰留
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NE ←→ SW 

備 IS K (F)008が本遺i'il，与を切って構築されている。

第 31表[蹴名 1 SK的問 出土地区| ;-v l挿図番号| 第11図 |図版番号|
軸 知 軸 深 さ 青3 台包 平面形，円形

69cm 68cm 78cm 主軸方位 4一一一一歩

1物恩

イ蕗

考

第 32表|遺構名|目的011 出土地区 I5-U I挿図番号| 第四 |図版番号|

法 長 軸 短 軸 深 さ 形 官忌 平面形，椿円形

議長ヨE 150cm 115cm 127cm 主軸方位 E ←→ W 

. 土出 ; 

lil 
|考|

第 33表|遺構名 IS K (F) 012 出土地区| :二主 l挿図番号| 第四 |図版番号|
法 一民 軸 生豆 軸 1菜 さ 形 台山包、 平面形，楕円形

最 131cm 124cm 142cm 主軸方位 NE ←→ SW 

土出

1物、且主主L 

'備

考

£
U
 



1替 土 色 f蔚 考

l 黒 色(lOYR'X) 硬!支・弱重苦褐色粒子、炭化物微量混入

2 蒸 色 (lOYR7{) 賞褐色粒子、炭化物微量滋入

3 時褐色(lOYR3{) 賞褐色土プロック、炭化物微量混入

4 黒褐色(lOYR7f) 賞褐色j二7・ロック状に混入

5 I J電褐色(lOYRYs) 硬度:弱

A←- H =201.600m 一一 A'

01m  

2!埼褐色(l印OYR7f初)賞矯色粒子、炭化物微最i混昆入

3|碕鴻色(川 R%矧)賛糊褐色粒子、炭f化じ物微量蹴i混昆
4|褐 色 (ω川OYR時附%如)硬蹴皮:強賞褐色土土、小石微悩量I混昆入

5 I褐 色(仏lOYRY.知)硬皮:強賞褐色土、炭化物微量滋入

SK(F)01ヰ

A←ー -A' 

-A' 

}習 土 色 f椋 考

1 祭 色(lOYR7{) 賞褐色粒子、炭化物、小石微量混入

2 黒掲色(lOYR7f) 2を褐色ゴニプ口、ソク粒子、炭化物微量混入

3 I a音渇色(1υYR3{) 賞事品色事立子、炭化物微:長混入

4 I U富褐色 (lOYRY.) 硬度:強策褐色ニ仁ブロック、炭化物微量混入

5 にJζL、黄褐色 (lOYR%) 炭化物、小石微量混入

6 褐 色(lOYRY.) 主主掲色土少量小石微最i昆入

7 縞 色(lOYR.%) li!l!r支:強小石微量混入

@ /~ 
SK(F)016 

¥ 

A-ーブ l ー→A'

¥ '¥. / / 

'"，~三メ//
H =202.600m 

!替 土 色 {蔚 考

1 黒 色(lOYR3{) 炭化物微;量混入

2 黒褐色 (lOYR7f) 炭化物微量混入

3 I J黒 色(lOYR'}{) 炭化物微量混入

4 褐 色 (lOYR%) 

5 精褐色(lOYRM) 

6 黄濁色 (lOYR%) 

7 によい賞褐色 (lOYRJ{) 小石微量混入

第12国 SK(F)013， 014， 015， 0167ラスコ状ピット実測国

-364-



第 35
~一一

法

N ←ー→ S主主
主主主

出

土

遺

物

一

備

考

第 36表|遺構名 IS K (F) 015 出土地区 lii二Z|挿図番号| 第12図 |図版番号|
法 長 軸 短 軸 深 さ 形 1守包 平田形，円形

主笈 120cm 114cm 40cm 主軸方位 ‘ー一一一歩

第 37表|遺構名|印刷16 出土地区 I13-L I挿図番号| 第12図 |図版番号|

法 民E弓 軸 短 軸 i耳叩ミ二 ムくぞ・ 品11;/う 1i包 平面形，円形

量 198cm 172cm 104cm 主軸方位

土出

遺物

{藷

考



⑨ 
B 

ト~
i下、j) ~A' 

思'

A-
~A' 

j習 土 色 備 考

1 害事. 色(lOYR'汗)

2 黒褐色 (lOYRH) 

3 占禁褐色(lOYR%) 

4 主主褐色(lOYR%) 

5 I I清褐色(lOYR%) 

⑨以(F)001 

A←ー 一→ A' A←一一

c8 
川
河
内
c
d

制

f
kで

一一吻 A'

A←一 一→ A' A←ーー 一一A'

土 色 比開{
 

考 ~ 土 色 f蔚 考

1 時褐色 (lOYRY.) 

2 褐 色(lOYRY.l 

3 褐 色 (lOYRYsl 

4 縄 色 (lOYRY.l 

5 I a青掲色 (lOYR.%) 炭化物を含む

5 に」仏、賞褐色 (lOYRYa) 

11にぶい賞樫色(lOYR;.n I浮石
21黒褐色(川 R%l 浮石を含む

3 I炭化物

1m 

時間 S K (T)OOl落し穴状遺構事 SX(F)OOl焼土遺講句 SX(U)OOl壊設土器



第 38表!蹄名 ISKの∞ 出土地区 5 1 I挿図番号| 第四 |園版番号|
法 長 軸 1豆 軸 手間形， t葬状断面形，台形

豆ま 304cm 30cm 102cm 主軸方位 NE ←→ SW 

出

第 39表 |遺構名 SX (F) 001 出土地区 liJ |挿図番号| 第13図 |図版番号|
法 長 車出 生豆 車m 深 き 形 脅包 平面形，方形，断面形，台形

亙民ヨ 130cm 119cm 26cm 主軸方位 N ←→  S 

出
土

遺物

f賄

考

第 40表 |遺構名 IS X (U) 001 I出土地区 I8-U I挿図番号| 第13図 |図版番号 i

調査区西側で単独に検出された。埋設のための掘り込みは小さい。

土器は口綾部を欠く深鉢形である。土器埋土中には炭化物の含有が少量見られた。
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第21図遺構外出土土器(1)
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第41袈 盤穴住居跡・土横@フラスコ状ピット出土:土器観察表(1)

j帝国 出 土 RP 外 直i 内 部 器厚
拓 f書

番号
層{立 部{立

色調!調整 (岡田)
11台 ニヒ :焼成 jilll 考ー

番号 I也 'ι‘い」、 文 様 色調

14-1 32 S 1001 鯛音E RL縄文総il位回転→沈線 lこぶし、R積~1 I横位 褐
9 石英.j交正I 穏 良好7.5 Y 7.5Y R.9-i' 

勺μ 27 S 1001 腕部 沈線→磨m にぶL、R賞F燈i 
7.5 Y 

幸子 {立 7.5 Y 、R滋% 7 石英・長石・ :&:l:f.i]: 密 良好

3 つU にリ S 1001 1阿部 縄文→沈紛i j支賞穏
縦 f立 浅黄信

10 石英・ 1是正1 後 良好lOY R.% 10Y R.% 

4 167 S IOOl 5 ロ縁部 RL縄文縦位回転→沈線(折り返し口縁)
lこ，'~，寸登

横{立 7.5 Y 、R信~~4 8 石英・長Ti キ旦 良好7.5YR%' 

5 1 ~I S IOOl ，iJ向部 RL縄文拶[位回転→沈線 褐灰
斜{立 1にOYいRJ賞i滋 9 石英・ 1王:{] 官 良好7.5YR91 

6 2臼 S 1001 1同部 RL縄文縦位回転→沈線
J策責燈

斜{立 にぶい賞:1I続 10 石英・長1I 密 良好10Y R%  10Y R 

7 j同部 RL縄文縦位回転
j支賞

横位
にぶい賞

9 石英・長:?'i 密 良好2.5 Y R.% 10Y R 

自 28 S IOOl I 8 口縁部 斜位・綴伎の線条痕 にぶい才9笠4 
5YR 

縦{立 に5YいR%滋 6 石英・長石手法 良好

lこぶし、tif日 3同音E
5YR% 

移1 {立
7.5Y R%  

7 石英.I't1i そも、 良好

10 70 S K001 澗部 沈線→磨消
灰褐

機{立
灰褐

7 石英・長Ti 密 良好7.5YR% 7.5YR%' 

11 6~1 S K001 3阿部 LR縄文m~位回転 lニJ-:し寸1l'
横{立

lこぶし寸笠
10 石英.:liミ1i *、 良好5YR% 5YR月

12 58 S K002 口綾部 LR縄文縦位回転→沈線→刺突 極2.5E音Y赤R禍 横{立
!fit赤褐

8 石英.t:ai・雲母密 良好 外国iススN溺2.5 Y R%' 

13 60 S K002 l i胸部 LR縄文根日{立回転→沈線 に.r.l'->いRネ笠% 持r{立 lこぶぃ燈
10 石英・長1i 密 良好7.5 Y 5YR% 

15-H 57 S K002 μ り j服部 沈線→磨消
lこぶし、極

斜 f立 月j 石英主主li.雲母密 Jmj-- Jìß 、 í~ 1) 7.5YR% 
7.5 Y 、、R民燈燈% % 

15 59 S K002 2 i服部 沈線→磨沿' にぶいR褐~"h 斜{立 円1 石英・長正[ 密7.5 Y 7.5 Y 

16 61 S K002 口縁部 癒消
橋灰

際{立
褐F疋

9 石英・長石・手注 良好7.5Y R9i 7.5Y R;)i{ 

17 11lj S K003 11河部 RL織文縦位回転→沈線
にぶい赤禍

縦{立
i示灰

6 石英・長li 2否 良好2.5 Y R%  2，5 Y RH  

18 143 S K003 11河音11 沈線→磨j告白
日吉赤褐

*iiE 位 司月ホ縞
10 石英・長li 雲母密 良好5YR% 2.5 Y R%  

19 155 S K004 4 !阿部 LR縄文斜{立包n去→沈線
にぶい褐

;i¥:ト{立 11 石英長li こた母密 良好7.5YR% 7.5 Y 

20 S K004 仁l縁部 LR縄文書:ト位回転→ ~li{寸→;iU娘、→刺突 7，5 Y 、R褐 ~:l {立
7.5YR，% 11 石英・長正{・ 守官、 良好



第42~提 土i購@フラスコ状ピット出土土器観察表(2)

待問 RP 外 立百 ドョ IIiI 苦5厚
1fi 苦手 層{立 音11 {立

1業 色調 fj，'，j さ 色調
Ilti 似たIJJ.::

j詐号 lt!!. ~ï 番号 文 ( mm) 

15--21 44 :::; K 007 日阿 部 i尤線歩踏/;~→朱i金り (7) 75;Y L、f橋1.% が1 i立 75BYL寸R立% 7 石英えJ行 治: 良好

22 46-48 S 1く007 1阿部 沈線→!会i'在一ゅ朱主 1)(?) 10 Y LR、主6権 1黄 1立 にぶYL寸R笠
7.5 

7 石英.f是石 'Ii~ 良好

23 43 S K 007 口縁者E L織文縦f立回転→沈線 灰褐
|貨{才一吋liEi立 l二JJYL、R機% 6 Ti英・長日手密 良好

7.5 Y R% 7.5 

24 45 S K 0071 口縁部 LR 縄文革iitf立回転 jド1. f立 1笠 8 石英蜘↓云 1ゴ T'ti 良好
5YR% 5YR% 

lOY いR~賀~í稔主7 S K 007 Il阿部 RL縄文檎位|自転 :i¥q位

7.5 円温YY Y いい、RHR極禍崎39P4 f6 i 

7 :{j英・長行 '，'f; 良好

71t105Y jY uいR、R縞5賞4% 橿
16-26 1く016 完形 LR縄文椴{立斜i:L{回転→Yt線→支IJ自 h¥T i立 8 英.1主仔 νJ 良好7，5 

腕音バ酬(蜘17-27 67 S 1く(F)Ol 1黄 f立 7，5 / 石1fi:.同 1:;[:，(:]・安IlJ 街 良好
ト一一

28 :2 I S 1く(F)Ol 9 日間音[11L出償位随転→沈線 l1i0 Y いR3草日I{1笠 {黄位 13 事2・I三石・社後J 良好
5YR% 

29 62 K([:')Ol 日間 音[1 RL 縄文縦{立回転→沈線 75JY L、R機月 ，q i立 iを
11 石1fi:.. J乏石・ L女子

5YR% 

‘30 169 S K(F)Ol つo 胸部 沈線→磨消
掲灰

縦 f立 10Y いR~赤i鴻 8 石英.J受Ei・司筏? 良好7，5 Y RH 

31 :31 S K(F)Ol 9 腕音E 沈線→腐消 十泣
IJ者{立

lこぶし、燈
7 石英・長石 宮、 良好

5 Y R~i; 7，5Y R万

32 1 1 S K(F)Ol 5 1河 音日 LR縄文機位回転→沈線

71にi5こ0ぷ5YY 盆YいいいRRR糧日9痘賞イ%殺I 横横 位位
l1こOYいR見紫1白5 11 石英・ i交石 窓‘ 良好

33 5 1 S Ki.F)01 IJ岡部 LR縄文機f立回転

7.5 Y パYtRR縞% pt 

9 石英・ 1乏石・リー 密 良好

34 6!J S K(F)Ol Hr号音[1 LR縄文綴位回転 ネ従 イ立 7，5 
8 石英・長石・手密 良好

18-35 53 S K(F)Ol 目岡 部 LR縄文横{立回転
Tι昆"'-

斜{立
1宕

8 石英・ i支:百 近~~ 良好
7.5 Y R% 7，5Y R% 

36 54 S K(F)Ol 1阿部 LR縄文檎位回転 l1こOYいR}黄j桜 横位 10Y LR、%Z主主燈 9 お英・長石 担? 良好

37 64 S K(F)Ol 底部 網代痕
燈 キ笠

11 石:IJt.長Ei 羽? 良好
2，5 Y R% 2，5 Y R% 

38 41 S K(F，I05 3 日間 部 LR縄文横位回転 lこぶし、R褐% 斜!立→機{立 8 石英長石 2野 良好
7.5 Y 

lOY いいRH月賞3黄4鐙櫨
39 :38 S K(F)05 2 IJ同部 RL縄文縦位回転→沈線 lこぶし、民滋災 斜{立 7 石英・長石 {'i'，' l~子

7.5 Y lOY 

40 151 S K(F~)061 ロ縁部i酬→日四回l位回転→沈線→磨消 にぶいp赤i褐
5YR 

機 f立i 7lニ.5.Y寸iZ 6 石英 ま三百 官良好



第43表 フラスコ状ピット出土土器・埋設土器観察表(3)

挿罰 出 土 RP 外 函 内 面 器厚J石番 層位 部位
(岡田)
E ムロ 土 焼成 備 考番号 I也 古 番号 文 様 色調 調整 色調

18-41 127 S K(F)05 目同 昔日 RL縄文横位回転→沈線→磨消
黒褐

横位 にぶいR後%' 7 石英・長石・ 3雲母密 良好10Y R~{ 7.5Y 

42 150 S K(F)05 腕部 LR縄文様位回転→沈線-，磨消 にぶいR櫨% 
7.5 Y 

横位 に J.;'~ 、R燈/6J/ を
7.5Y 

6 石英・長石・雲母密 良好

43 147 S K(F')06 ロ縁部 RL縄文縦位回転→沈線-，磨消 4登
横位 にぷい冗赤褐 6 石英・長石 密 良好5YR% 5YR 

44 14自 S K(町出 口縁部 波状ロ縁(貼コブ)， RL織文様位回転→沈線→薦消
にぶい穫

横位
にぷい褐

6 石英・長石 守室、 良好7.5YR% 7.5 Y R%  

'15 148 S K(F)06 口縁昔日 LR縄文様f立回転→沈線→磨摘 にぶしヰR島% 横位 蒸褐
6 石英・長石 省、 良好7.5 Y 10Y RM  

46 152 S K(F)06 目隠 部 LR縄文縦位回転--沈線ーか磨消 にぶいR褐% 
7.5 Y 

横{立 にぶいR褐% 
7.5 Y 

6 石英・長石 1室、 良好

才登 にぶいR半笠% 47 145 S K(F)06 4 胴部 RL縄文縦位悶転→沈線 B磨消
7.5 Y R%  

機位
7.5 Y 8 石英・長石・ 3雲母密 良好

48 146 S K(F)07 服部 隆線→沈線→磨消 lこぶし寸笠
縦{立 にぶい;赤j{褐 10 石英・長石 '*‘ 良好7.5Y R%' 5YR 

19-49 144 S K(F)07 腕部 沈線→磨j出 にぶいR赤%褐 縦位→横位
明赤褐

9 石英・長石・ 32:母密 良好2.5 Y 2.5 Y R.% 。コ
50 159 S K(F)09 2 口縁部 (折り返し口縁) 灰赤

横{立
にぶい様

9 石英・長石・ 3霊:母'* 良好2.5Y R}2' 5YR% 

51 164 S K(FJ09 胴部 RL縄文縦位図転→沈線-，磨消 lこぶし寸:li
横位 にぶい%賞渇 6 石英首長石 結- 良好7.5 Y R%  10Y R 

52 1GO S K(FJ09 E岡部 沈線→磨消→朱塗 t)(7) lこぶし、+笠
横位 lこぶし、R才笠M 7 石英・長石・雲母密 良好7 .5Y R%  7.5 Y 

53 1133 S K(刊09 2 ロ縁部 LR縄文様位回転 黒褐
横位→斜位 にぶいR褐% 6 石英・長石 密 良好5YR予{ 7.5 Y 

1135 S K(F)09 1 胸部 LR縄文様位回転 lこぶし、宇笠
斜位→横位 にぶいR褐% 8 石英・長:百 2ち: 良好54 

7.5YR~4 7.5 Y 

20-55 S X(U)Ol ~底部 L縄文縦位回転 にぷい燈 横位 燈 10 石英 '1受石 密 良好 外部一部スス{す務
し一一一 一一 7.5YR五 l ~工丘三一



第44表 遺構外出土土器観察表(1)

挿図 出 土 RP 外 li'if 内 面 器厚
考F

番号
拓番

tt!! ι片 番号
層位 音~ {立

( mm) 
日ム口 {絡

文 様 色調 調整 色調

21-1 168 胸部 LR縄文斜位回転→沈線
経

横{立 に.hい主i 12 石英・長;1ヨ
7.5 Y R% 7.5 Y 

2 10日 9 S 胸部 LR縄文縦位回転→沈線
にぶいキif

斜{立
にぶい才1f

8 石英・ i乏l石 密 良好
7.5 Y R% 5 Y R~~ 

3 98 
9-V 

腕部 LR縄文様位回転→沈線
黒褐

機{立
灰褐

8 石英・ j受石 tIi 不良 外i耐えス付着
S K08 5YR予{ 7.5 Y R% 

110 9-S 服部 LR縄文縦位回転→沈線 lこぶし、R澄K 斜{立 灰主t褐
9 石英・1乏石 f話‘ 五:l:H-

7.5 Y 10Y R% 

5 
105 
1O-T  胴部 LR縄文縦位回転→沈線 褐灰

縦 f立
lこぶし、捜

10 石英・長:石 2を 良好 外i刻スス十j-務1:35 7.5YR:YI 7.5 Y R!託

6 51 6-T 納部 LR縄文横位回転→沈線→磨消
黒褐

斜位 にぶいR4笠阪{ 10 石英・長石 相t 不良
10Y R~i 7.5 Y 

22-7 100 9-V JJ岡部 RL縄文縦位回転→沈線
lこぶし、燈

横 f立
にぶい燈

11 石英・長石雲母密 良好 外i立iススイす務
7.5 Y R% 7.5Y R~í 

8 139 10-T ロ縁部 隆線→沈線→磨消 にぶい綬% 
5YR 

斜{立 にぶい赤%褐
5YR 

9 石英・長:石・雲:母街 良好

9 :39 7-R 1同部 沈線→磨消 燈
横{立

4豆
7 石英・長石 館、 良好

5YR% 7.5Y R% ∞ 
10 128 l1-S 目阿 部 沈線→磨i肖 にぶいR褐% 

7.5 Y 
縦{立 にぶいRキ笠K 

7.5 Y 
9 石英・長石 街、 良好 外mf米当t1) 

11 103 9ーす 胸部 沈線→磨j資
祭渇

斜{立
明言予褐

10 石英・長石・雲;母 '$ 良好
5 Y R~í.' 2.5 Y R% 

12 92 9-R 47 腕部 陰線(車IJ突)→沈線→磨治
燈

横{立
4登

7 石英・長:石・ 35:母密 良好
7.5 Y R% 5YR% 

13 108 9-T ロ縁部 RL縄文縦{立回転→沈線→磨消 キ登
横位

澄
8 石英・長石 2色: 良好

5YR% 5YR% 

14 116 10-T ロ縁部 L縄文横位回転→沈線→磨消
灰赤

機{立
灰赤

6 石英・長石・ 32 良好 外出スス付務
2.5YR%' 2‘5Y R% 

15 142 10ーす 1同部 沈線橋状把手
lこぶし、手登

横位 にぷいす%z褐 12 石英・長石・雲母密 良好
5YR% 5YR 

16 123 9-T 一括 ロ縁部
L縄文様位回転→議消 にふ'い宇笠

横{立
灰褐

11 石英・長石・~母 '$ 良好 外部スス付着
折り返し!コ縁 5YR% 5Y R% 

7 106 10-T ロ縁部
山形突起 黒褐

横位
灰褐

7 石英・長石 密 良好 外国スス付着L縄文縦位→沈線→利突→磨消 7.5YRYI 5YR%， 

18 107 9-U ロ縁部 波状口縁→沈線→刺突→磨消
にぷい赤褐

;僕位
灰褐

7 石英・長石。雲母密 良好 外百riスス付着
5YR.% 5YR% 

19 104 9-U ロ縁部
山形突起 にぶいR赤%褐 斜{立

灰褐
8 石英・長石 密‘ 良好 外ifriスス付着LR縄文縦位→沈線→利突→磨消 2.5Y 5YR.% 

23-20 138 9-U 一括 ロ縁部 波状ロ縁・沈線→刺突→~i消
にぶい赤禍

機位 にぶい赤9~í褐 7 石英・長石 '$ 良好
5YR% 5YR 



i麓構外出土土器観察表(2)

~ifí 悶 日1 土 RP 外 立言 内 前 器厚
J石番 層佼 部{立

( mm) 
1ム口 こ仁 部\~r:&: fffll 考番号 よ也 z吉 番号 文 様 色調 調整 色調

23-21 11:3 9 :3 一括 ロ縁部
山形突起(刺突) 褐灰

1黄{立
lこぶい様

8 石英・長:百[ 2努 良好L縄文縦{立→沈線→刺突→磨消 lOYRH 7.5 Y R見

22 111 9-:3 一括 日阿 部 沈線→刻iヨ にぶい綬
横イ立

にぶい褐
7 石英・ i麦:百 密 良好7.5YRJ!.i 7.5 Y R%  

23 1Hl 9 --s 19 日間 部
RL縄文縦{立図転 灰赤

機{立 5 Y いR%赤渇 8 石英・ 外部スス付着目占コブ(刺突)→沈線→磨消 2.5 Y R%  

24 101 9 S )J岡部
LR縄文縦位回転 にぶいR褐% 1賛位 7.5 Y、R検只i 7 石英・ 半旦鮎コブ(刺突)→沈線→磨消 7.5 Y 

25 138 8 --K ロ縁音11
RL縄文縦位回転 にふ・い見赤褐

斜位
明夜、潟

7 石英ー 長石 'lfi 良好 外jfii.:ζ ス付着山形突起→沈線→磨消 5YR 5YR% 

213 115 9 --S 45 JJ同部 LR縄文横伎凶転→沈綴→鷹消 lこぶいR燈K 機位 にぶい%寅褐 7 石英・長6 'lfi 良好7.5 Y OYR 

27 152 S K (FJ06 一括 目隠 吉11 LR縄文縦f立回転→沈線→謄j肖 にぶいR褐% 機 f立 にぶいf褐t9'4: 6 石英闘 f是石 密 良好7.5 Y 7.5 Y 

28 166 7 --s ロ縁部 山形突起(刻目)沈線→刻毘→磨消
灰褐

1黄{立
灰褐

7 石英・長・ 7ミ母訟 良好 外部スス付着7.5Y R.% 7.5Y R.% 

29 131 9-8 ー括 口縁部 波状口縁 a 沈線→刻呂→磨I肖 75:Y し、R権% 機{立
灰褐

7 石3定価 f是石 ?をJ 良好 外国iスス J付表7.5Y R宍;

30 B7 9 8 一括 j皮状口縁， ;1<1J El lこ-">いf登
斜{立

黒褐
8 石英.1毛布 笹J 良好7.5Y R.!河 5YR!l1 

31 130 9 --u 一括 日間 吉E LR縄文横{立問転→沈線→刻窃→利突→磨消
lこぶし、+Et

才;ヰ伎 にぶL、R褐.% 6 石英・長石 'lfi 良好 |人jiiiiア、ス付う薮7.5YR.%: 7.5 Y 
一

32 108 9-γ ロ縁部 RL縄文縦位回転→沈線→磨消
ネ笠

機 f立 t登
8 石英・長石 'lfi 良好5YR% 5 Y R% 

:13 111 9-8 一銭 服部 沈線一→;1<1JE~ 横イ立
にぶい鴻

7 石英・長石 誌: 良好7.5YR.Ji 7.5 Y R%  

34 117 9 8 一括 腕部 LR縄文繍位回転→沈線→料突→磨消 にぶい3黄4褐 ，r.+ f立 灰10賀Y補R.% 8 石英・長石・:U~:I苧密 良好]OYR 

24-35 120 9.-8 一括 1阿部 LR縄文検位回転→沈線→刺突 にぷい黄J{櫨 約 ui: 灰褐
9 石英・長石 'I:l¥' 良好 外岡スス付務lOYR  7.5Y R]1: 

7.5 Y 、R補% 
36 134 9 8 一括 )J防音11 LR縄文横位回転→沈線→中日突・刻j自 灰褐

櫛一 位 7 石英・ 5三石 密 良好7.5 Y R.% 

75:Y ぃR褐.% 
一一

37 136 日-8 1阿部 LR縄文横位関転→沈線→刺突・主日目 機位
沃褐

7 石英毛布 守合; 主主低 外聞ススイすう~f7.5YR%' 

38 ]21 9 -8 一括 )服部 LR縄文縦{立図転→沈線→刻目 7llこ5ぶYし、R機%' :1:+ f立
7.5 Y R].;i' 

8 お英・長イヨ 2己: 良好

日L空R手音縄防文1J横み位回転 J向 ・主IJEl
lこぶし、滋 灰鴻39 112 6令-p 口縁部
7.5YR%' 

機{立
5YR対

4 石英‘ゴ・2訂正 'ls' 良好 外聞スス付藩

40 881 9 R I 26 ロ縁部 口唇部に事lJ日と沈線→刻自 中立
{積 1立

f.lil，褐
5 石英場 ff:百 密 良好2.5 Y R%' 5YRY! 
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第47表 遺構外出土土器観察表(4)

挿図 出 ゴ二 RP 外 間 内 面 器厚
焼成 保5拓番 層位 部位

(mm) 
給 土 考ー番号 士1出 古 番号 文 様 色調 調主主 色調

25-61 175 表 t采 ロ縁部 沈線→主IJみ 黒褐
機位

黒褐
5 石英・長石・ 3雲8:): 密 良好7.5YR71 7.5 Y R% 

62 表 J采 把手 LR縄文縦位回転→沈線・隆線 に.. hい程f にぶい様
18 石英・長石 密、 良好7.5YR%' 7.5Y R~~ 

26-63 耳飾り j支黄褐
18 'Ifi 良好10Y R% 

64 完形 沈線→車IJ~定 にぶい見賞褐 i美葉殺
7 密 良好lOYR 10Y R% 

65 発形 沈線 j実質穏 浅黄桜
15 省、 良好10Y R% 10Y R災



第48表 遺構外出土石器観察表

国版番号 挿図番号 名 示在、 出土地域 最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 重量 (g) 石 ~-

14 27-1 石 匙 試掘トレンチ 6.5 2.5 1.0 29.5 頁 芝王

14 27-2 掻 器 13 - p 8.9 3.3 1.4 29.0 E世

14 27-4 f蚤 器 13 - J 8.1 5.7 1.3 43.8 砂

14 27-4 磨製石斧 4 - p 10.5 5.0 3.0 295.0 

14 27-5 磨製石斧 S K (F) 002 13.7 3.9 3.0 :260.0 安 山 つw-百4 

14 27-6 出 石 7 --T 11.6 8.0 4.6 1380.0 !-f;ーム丈向.



6.遺構と遺物

(1) 遺構

本遺跡においては， 36基におよぶ土墳とフラスコ状ピットが検出されているが，時期の判別

できるものは縄文後期の 9基，晩期の l基にすぎない。しかし，調査区西側に集中する土墳群

は，遺構外の出土土器からみても多くは縄文後期と考えられる。平面形はいずれも円形，指一円

形を基調とするもので，長方形を呈しているものも 1例ある。フラスコ状ピットは，断面形に

おいて明確なくぴれ部分が見られない袋状と言われるものが大部分である。

晩期の土墳は調査区東側にみられ，後期の土墳群と{立置を異にしている。 SK 016としたこ

の土壌からは，完形の土器が出土している。出土状態からみて，土墳構築後に壁際の袋状を呈

している部分に埋納されたような状態で横倒しになって検出されたものである。土器は，内j考

して立ちあがる胴部が頚部で若干ひきしまり，外反気味に口縁部に宝る護形土器である。口唇

部には 2-1間1対の小突起が見られる。底面は焼成後に打ち欠かれた状態を呈している。頚部の

4条の平行沈線は，口縁部と腕部の文様帯を分ける。口縁部は， 6単位の入組文を中心に上下

に連弧状文，三叉文を配している。また，外面体上半部には煤状炭化物の付着が見られる。

埋設土器は，調査区西側で単独に正立して検出された。埋設のための掘り込みは小きし下

部ではほとんど土器と密着していた。土器は底部から外反しながらまっすぐ立ちあがる深鉢形

で，口縁部を欠く。無節の縄文のみが施されているものである。なお，土器埋土中には炭化物

の含有が認められたハ

本調査で確認された 1棟の住居跡は，多くの7ラスコ状ピットや土墳群と時期をーにしてい

る。 しかし，集落跡が住居群を中心に構成されていると考えるならば，この遺跡におけるよう

な住居が l棟のみで，残りは貯蔵穴，墓墳と考えられる土墳群が占めていることは不自然で，

さらに地形から見て南北に伸びるであろっとされていたこの遺跡が，調査区以外の広がりがほ

とんど認められないことを考えあわせると，検出された 1棟の住居跡は，少し離れた居住地と

密接な関係をもっ狩猟時のキャンプサイト的役割をもった施設と考えられる。晩期においては，

台地南端東側の一部を墓域として利用していたことが，大洞B式土器埋納の土壌の検出で理解

できる。
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(2) 土器・土製品について

本遺跡で出土した土器は，縄文土器と弥生土器である。遺構内出土土器は僅少で，あるため，

遺構外出土土器を中心にした分類にしたがって見ていきたい。

第 I群土器(21図，包囲 7~16) 

縄文後期初頭~前葉に比定されるものである。磨消手法の有無で2分類される。

第 1 類 (21~1 ， 22図7) 

磨消手法を施さないもので，横{立の平行沈線を基軸にその間を曲線，弧線で、結ぶものである。

地文の縄文は単節，無節があり，条の広いものも見られる。

第2類 (22図8~ 16， 26図64・65)

磨消縄文の行われているもので，基本的には 1類と同じ文様構成を持つ。沈静tを結ぶ曲線に

は逆 rSJ字状の蛇行文も見られる。隆起帯があり，その屈曲部に刺突を持つもの，最大径が

体部下半にくる査形土器の頭部に付く橋状把手や蓋形土製品もこの類に入るものであろう。葦

形を呈するものは完形品であり，径が16. 5 ~ 17 . 5cmの平面がほぼ円形のもので，そこに同心円

文が4条，それを埋めるように rXJ 字状の弧線を配しているものである。なおこの類の土器

には朱塗の痕跡の見られるものもある。器高8.3cmのミニチュア土器もこの類である。

第 II群土器 (22図 17~19， 23図20・21)

日縁部の山形突起に刺突の入る一群である。突起頂下に刺突が施きれているものと，口縁部

に沿う 2本の沈線開に間隔を遣いて刺突の入るものとがある。

第 III群土器 (23図22~27)

縄文後期末葉~晩期初頭に比定きれる貼溜文土器であるの刺突の入った痩を中心に磨清手法

を用いた入組状文(帯状文)が施されるもので，入組部分が三叉状を呈しているものもある。

第W群土器 (23図28~34， 24図35~37)

縦{立の連続する刻回のあるものである。平行沈線開に刻目が入る場合が多いようである。こ

れらには斜行縄文や横位の刺突が加わる。口縁部は山形や波状を呈しており，第III群の口縁部

や体部の文様帯を構成するものと思われる。

第V群土器 (24悶39)

晩期大澗B式に比定されるもの、てある。口縁部から頭、部にかけて平行沈線に刻日を入れたも

のを 3列施文している。口唇部は 2個 1対の小突起を配している。服部は斜縄文である。

第VI群土器 (24図41~45) 

頚部を磨消により無文化させ，その下に平行沈線を施すもので，体部には磨消による雲形文

が見られるものである。

第四群土器 (24図46~48)

-389 



磨消手法により器面に凸レンズ状もしくは木葉状に沈線で描出されているもので，地文とし

て斜行縄文が施されている。

第四群土器 (25図49・50)

縦位の条痕をもつもので2片出土した。 1片は貝殻によるもので，居熊井遺跡SX (U)OOlに

類例が見られる G もう 1片は櫛状工具によるものと思われる条の細いものである。前者は後期，

後者は晩期と考えられる。

第立群土器 (25図51~59) 

弥生時代後期のものである。

第 1類 (25図51~56) 

交互刺突文の見られるもので，天王山式に比定されるものである。粘土紐上に刺突を施すも

のと，刺突のみで交互させているものがある。刺突下には縦位の縄文と横位の沈線が走る。体

部は縦位の撚糸文に一重菱形の沈線が施され，その後磨消を行うものとそうでないものがある。

第 2 類 (25図57~59)

条の広い撚糸文を施すもので，小坂X式に比定されるものである。

なお，表採においては，縄文時代中期中葉と考えられる孔を有する把手 (25図62)がある。

土製品 (25図60，26図63)

土製品としては円盤状土製品，耳飾りがある。耳飾りは上下面とも凹み，下面は l条の円形

文と中央部に一子しが施文されておりスタンプ状を呈する。

7. まとめ

猿ヶ平 I遺跡は秋田県鹿角市花輪字猿ヶ平に所在し，地形的には花輪盆地東側山地末端に形

成された標高200mの花輪中位段丘上に立地する縄文時代と弥生時代の複合遺跡である。

縄文時代の遺構としては，後期の石組炉を有する円形の竪穴住居跡 1棟，フラスコ状ピット

16基，土墳19基，晩期の土;横 1基，時期不明のTピット 1基である。

出土遺物としては，中期大木8b式，後期初頭~中葉の磨消文土器，末葉の貼瑠文土器，晩期

大洞B式土器が出土しているが，ほとんど破片である。これらのいずれかに伴うと考えられる

石器としては，石鍛，石斧，不定形石器，土製品として耳飾，円盤状土製品がある。

後期の遺構・遺物は，住居跡と少しはなれた西に張り出す台地上に集中して検出され，なか

んずくフラスコ状ピットが自についた。いわゆる居住地外に集中するパターンに属するもので

ある。このフラスコ状ピットは頚部のくびれの小さいもので，出土遺物は僅少で・あった。

底部に穿孔の認められる晩期大洞B式土器を出土した土墳は，調査区東[i同で、発見された。
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弥生時代の遺構は発見されず，遺物は小坂X式と呼ばれる撚糸文土器片と交互刺突文の施文

された天王山式土器で¥縄文後期・晩期の遺構の検出をみた地区の中間位置で少量発見された。

このことから，時代によって人々の居住区の違いが看取された。

〈主要参考文献〉

奥山潤・安保彰 「十和田湖西南部(小坂鉱山)の弥生式文化とその後続形態(上・下) H'考

古学雑誌第49巻 2・3号.iJ 1963年

田村誠一 「大出 l号遺跡、J !f'岩木LIJ.iJ 1968年

安保彰・奥山i間 『小坂環状列石墳墓』 小坂町教育委員会 1969年
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発掘調査参加者

浅石ニ郎，浅石松蔵，安保富蔵，安保 小田 武，

}I[又繁治， )11又忠治，田中慶太郎，兎沢一二 成田 惣太，成田

畠山精次郎，松岡武男，松岡徳良
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稲垣 キワ，井上 ミヲ，金沢 ミキ， )11村千鶴子， )11又 ヨリ，木村サダ，
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工藤ヤエ，佐藤 シミ，関 キワ，田中 タマ， ~.章江 ミナ，津江良子，

成田 キヌ，成田 クニ，似鳥 キサ，岳山 スエ，畠山千代美，畠山 トヨ，

松岡 テイ，柳沢テノレ，柳沢敏江 (五十音順)
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付図 1 上葛岡W遺跡遺構配置図
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付図 2 案内II遺跡遺梅配置図
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